うめ 丸 / ぶ ん ぼん 


ユニ バー サル ・ パ ブリ シン グ 


{カラ ー メ イキ ング 』】 


” 乳房 を 色 で 表現 する コツ 


女性 の 乳房 を 色 で 表現 する コツ を 解説 し ます 。 乳房 は 丸み を お び て 和 柔らか く 弾 力 が あり 、 色 で 


表現 する の が 、 と て も 難し いで す 。 


乳房 を か た まり と し て 考え る 
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乳房 の ふく ら み を 、 ひ と つの 内 の か た まり と 考え まし ょ 
う 。 重力 に 引っ 張ら れる の で 、 乳 房 が 大 きい ほど 下 に ふ 
くら ん だ 形 に な り ま す 。 


乳房 の つけ 根 を ぼかす 


乳房 の つけ 根 を 暗く し て 、 ぼ か し ます 。 
肉 の か た まり が ぶら 下がっ て いる よう 
に 見 せる 必要 が あり ます 。 


重力 に 引っ 張ら れる 乳房 


乳房 の 光 と 陰 


肌 が 白い 場合 な ど は 、 ハ イラ イト くら いし か 凸 部 を 強調 で きま せん 。 リ アル な 表現 に こだわ っ 
て は 、 女 性 の 体 を 魅力 的 に 魅せ る の は 難し いで す 。 そ こ で より 凸凹 を 強調 し て 表現 し ます 。 


*»* つけ根 の へ こみ を 強調 する 
《 リ アル な 乳房 》 


実際 は 上 部 が 低い が 、 明 る い 部 分 同 ] 
高 さ に 見 えま す 。 


《 横 か ら 見 た 乳房 》 


骨 


《 つ け 根 の へ こみ を 強調 し た 乳房 》 


/ 暗い 
4 明る い \ 
A 
ーー SS 
上 が 同じ 
(の の を つけ る | ee 員 


感 


じ で 。 : FE 乳房 の か ふくらみ を : 
: 悦 で わか りや すく する : 
: た め 、 上 部 を 少し : 
隊 只 く し 、 明 晴 に 差 : 
ーー を 出し ます 。 : 


谷間 を 光ら せ て 乳房 の 山 を 強調 する 


単純 に 光 に よっ て 胴 の 中 央 が 明る く 


か な り 明 る く 光 


谷間 は 乳房 と 明確 な 高低 差 を 出す 


た め に 明度 を 上 げ ま す 。 


の 2 。 低い 谷間 は 現 
や 実 的 に は 乳房 
より も 暗く な る が 、 あ え 


な る と 考え て も いい で す 。 《 上 か ら 見 た 図 》 Sa 
境界 線 の 使い 分 け 
境 男 線 を 描き 込む か 、 描 き 込 まな いか だ け で も 、 丸 い 乳 房 に 見 えた り 、 和 柔らか い 乳 房 に 見 えた 
り 表 現に 差 を 出す こと が で きま す 。 
乳房 に 境界 線 な し 乳房 の 境界 線 あ り 


(J) 


偽 影 だ け だ と 、 和 柔らか さ を 強 調 で きま す 。 白い 線 で くっ きり 境目 を 描く と 、 ぽ っ こ 
上 か ら 下 に 乳 が 垂 れ て いる よう に 見 せ た り 浮き 出し て 見 えま す 。 丸 み が あ る こと 
いな ら こ ちら が オス ス メ 。 を 強調 で きま す 。 
乳首 の 溝 に 境界 線 な し 乳首 の 溝 に 境界 線 あ り 
乳房 と 同じ で 、 境 界 溝 に 境界 線 を 入れ る 
線 を 描き 込ま な いと こと に よっ て 、 ぽ っ 
柔らか さ を 強 調 で き こり 浮き 出し て 見 え 
ます 。 ます 。 
ぽっこり 潮 


セク シー な 肉感 を 表現 する 


女性 の 丸み を お び た 肉 感 を 表現 する コツ を 解説 し ます 。 ハ イト ー ン や 照り 返し な ど 、 ま すず は 物 
体 と し て と ら え る と ころ か ら 始 め ま す 。 


光 と 陰 を 意識 し よう 


筋肉 の 盛り 上 が りや 、 く ぼ み の 凸凹 を 意識 し て 光 と 陰 を つけ 、 質 感 を 表現 し ます 。 立体 的 に 
塗る こと で 、 質感 が 増し 、 よ り セ クシ ー さ が アッ プ し ます 。 


生還 の ya の) 生 / )) 
7/(( Yd Nd 


一 番 濃い コ 
箇所 


/ 


| 
N 』 N 反射 光 \\ 


《 円 筒 》 《 波 》 線画 を 描 を ます 。 線画 光源 の 位置 を 決め て 骨 や 筋肉 の 凸凹 で 
物体 の 形 に よっ て 、 ど と こ に 険 が だ け で は の っ ぺり と し 体 の 凸凹 を 考え 、 一 で きた 陰 と 、 腕 に 
で きる か を 観察 し まし よう 。 た 印象 で す 。 番 明る く な る 場所 と 落ち る 陰 は 区 別 し 

一 番 暗 く な る 場所 を まし ょ う 。 
決め まし ょ う 。 


薄い 部 分 か ら 少 し まつ 塗り 重ね る より も 、 先 に 一 番 暗く 濃く な る 
部 分 を 決め る と 凸凹 が 把握 し や すく 、 塗 りや すい で す 。 


《 体 型 の 違い に よる 陰 の つき 方 の 違い 》 


下着 姿 を セク シー に 着 彩 する コツ 


下着 姿 を 描く と き 、 ど うす れ ば セク シー に 上 魅せ る こと が で きる の か 、 そ の コツ を 紹介 し ます 。 


首 と 鎖骨 部 分 は 凸凹 が わか り づ らい 
で す が 、 く ぼん で いる と ころ に し っ 
か り と 濃い 陰 を 入れ る こと で 、 立 体 
感 が 増し ます 。 


ん し 


ブラ ジャ ー に よっ て 押し 上 げ ら 
れ た 胸 を 光 と 陰 で 表現 し ます 。 
明る いと ころ は 思い きっ て 明る 
くす る こと が コツ で す 。 


ほん の 少し 下着 が 脂肪 に 食 
い 込 ん だ 感じ を 出し て み ま 
し ょ う 。 下着 と お な か の 脂 
肪 の 境目 に 少し 濃い め の 陰 
を 入れ る の が コツ で す 。 


ぽっちゃり 型 や せ 型 


ww 


股間 の ふく ら み と 太もも に 筋肉 の 陰 を 入れ ます 。 や せ 型 
の 人 は 、 手 前 の 太もも 部 分 に も スジ が 出 ま す 。 ぽ っ ちゃ 
り 型 の 人 は 、 太 も も 部 分 が 盛り 上 が り ま す 。 


ED | RL 


光沢 の 入れ 方 に よっ て 質感 が 変わ り ま す 。 肌 に は っ きり と し た 
光沢 を た 入れ すぎ る と 硬い 筋肉 質 な 質感 に な り 、 柔 ら か さ が 減 り 
ます 。 


うめ 丸 プ ぶん ぼん ユニバーサル. バブ リ シ ング 人 


は tsk 


女性 を セク シー に 描け る か 柚 か は 、 イ ラス トレ ー タ ー、 漫 画家 、 同 人 作家 に な れる か 
な れ な いか を 決め る 重要 な 要素 で す 。 


そし て 、 多 く の プ ロ 志 望 者 ・ 愛 好 家 の 中 に は 、 人 体 全 体 の コン ポジ ショ ン は 何と な く 
わか る けど 、 構 図 に よっ て 変化 する 各部 位 の 見 え 方 が わか ら な い 人 、 曲 が り 、 ね じ れ 、 
重力 に よる 変形 な ど を 把握 で きず に デッサン が と れ な い 人 、 デ ッ サ ン 人 形 や 写真 ポー 
ズ 集 だ け で は 、 そ の ポー ズ の 人 体 構造 の 必然 性 を 理解 で き な い 人 な ど な ど 、 問 題 を か 
か えて いる 人 が た くさ ん いま す 。 


本 書 は そん な 皆さん の 悩み を 解決 する た め 、 女 性 の セク シー に つい て 深く 追求 し 、 体 
の 各 パ ー ツ と ポー ズ を 描く コツ を わか りや すく 丁寧 に 解説 し て いき ます 。 


具体 的 に 言う と 、 絵 を 描く と き に 情報 不足 だ っ た り 、 何 気 な く 見 逃し て いる 骨格 、 筋 
肉 、 脂 肪 の 構造 に つい て の 知識 を 押さ きえ 、 な お か つ セ クシ ー に 見 える ポー ズ を 考察 し 、 
実践 的 な セク シー 画 を 学べ る 構成 に し まし た 。 


きら に 、 よ り グ レー ドア ッ プ し た 女性 の 絵 を 描く た め の 体 勢 ・ 重 力 に よる 肉 の 動き 、 
キャ ラク ター の 上 魅力 を 増す た め の ポ イン ト も ポー ズ ご と に 解説 し て いま す 。 本書 を 読 
ん で 基本 を し っ か り 押 きえ る こと で 、 型 に は ま ら な い 上 魅力 ある ポー ズ も 自由 自在 に 描 
く こ と が で きる よう に な り ま す 。 


本 書 が 、 読 者 の 皆さん に と っ て 、 セ タクシー で 叔 力 的 な 女性 を 描く た め の 一 助 に な る こ 
と を 願っ て や み ま せ ん 。 


ナー 
婦 池 3 
の すす J の 交 。s/ 
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Chapter 


まず 最初 は 基本 で ある 、 人 体 の バラ ンス 
で す 。 人 体 構造 を きち ん と 把握 し 、 ゆ が 
み の な いよ うに 描く こと が 、 魅 力 あ る 絵 
を 描く こと へ の 第 一 歩 で す 。 
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.⑳⑩ 人 体 の パラ ンス 


日 常 生 活 で どん な 動き を し て も 、 人 体 の バラ ンス は 変わ り ま せん 。 そ の バラ ンス が 上 手 く 表現 
で き な い と 、 デ ッ サ ン が 狂っ て し まい 、 ど こ か お か し な イラ スト に な っ て し まい ます 。 重要 な 
部 分 な の で し っ か り と 身 に つけ まし ょ よう 。 


人 体 の 基本 バラ ンス ① 


女性 (6 頭 身 ) の 基本 バラ ンス で す 。 そ れ ぞ れ 肩 、 ウ エス ト 、 肘 、 手首 、 股 間 、 膝 の 位置 に 注 
目 し まし ょ う 。 人体 の 基準 と な る 比率 は 、 見 える 角度 が 違っ て も 変わ る こと は あり ませ ん 。 


《F 面 》 《 側 面 》 ( 面 》 


基準 の 位置 を も と に 、 自 分 の 描き や すい プロ ポー ショ ン を 見 つけ まし ょ う 。 
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人 体 の 基本 バラ ンス ②⑫ 


正面 か ら 見 た 構図 と の 違い に 注意 し て くだ さい 。 斜め 、 ア オリ 、 フ カン に な る と 、 信 体 に パー 
ス が か か り ま す 。 


パー ス ボ ッ クス 


パー ス ボ ッ クス に 入れ て 描く と 目安 が で き て 、 楽 に 描け る よう に な り ま す 。 ア オリ 
の 場合 は 、 頭 が 小さ く 定 が 大 きく 見 えま す 。 逆 に フカ ン の 場合 は 、 頭 が 大 きく 定 が 
小さ く 見 えま す 。 
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NVY 2 


AI ニニ S 音 と ヨ 


ぷ 決ま る ポー ズ の 注意 点 


立ち ポー ズ を 描く と き は 、 お へ そ か ら 垂 直 に お り る 重心 を 意識 し ョ 


中 心 線 中 心 線 


6 


体重 


上 段 中 、 右 図 の よう に 、 体 重 を 片方 の 定 に か ける と 、 体 の 軸 が "また 、 正 面 向き で は な く 、 
ずれ 、 バ ラン ス を と る た め に 腰 が 上 が り 、 肩 が 下がり ます 。 軸 撤 り を 加え て 、 腰 と 逆 方 向 


足 側 の 胸郭 か ら 腰 に か け て の ライ ン は 、 く の 字 に 曲がり 、 お な に 上 半身 を 向け る こと で メ 
か の 脂肪 が 一 部 外側 に 押し 出さ れ ま す 。 反 対 側 の ライ ン は 、 逆 リハ リ が で き 、 さ ら に ボー 
に 伸び ます 。 背 骨 が 8S 字 ライ ン を 描き 、 ポ ー ズ に 動き が 出 ます 。 ズ に 動き が 出 ます 。 


重心 の 位置 と 、 中 心 線 、 育 骨 の ライ ン に 注目 し て くだ さい 。 


骨格 の 注意 点 


人 体 の 骨 は 約 200 個 と 、 と て も 多い の で 、 全 部 を 覚え る 必要 は あり ませ ん 。 絵 を 描く と き に 必 


要 な 部 分 だ け を 覚え まし ょ う 。 体 表 に 現れ る 骨 と 動作 に 関す る 主要 な 部 分 の 理解 が 必要 で す 。 


女性 は 首 が 長く 
見 えま す 。 


鎖骨 は 短く 
湾曲 も 少な 
いで す 。 


胸郭 は 縦 に も 
横 に も 小さ い 
で す 。 


骨盤 は 横 に 広く 
上 下 に 短く 前 に 
傾き ます 。 


骨 朋 が 広い た め 、 
大 服 骨 の 間 が 広く 
斜め に つき ます 。 


骨格 を 理解 し て 人 体 を 描く こと で 、 動 き に 不 


以上 に 柔軟 で す 。 


* 男性 と 女性 の プロ ポー ショ ン の 違い 


女性 の 胸郭 は 男性 の 胸郭 に くら べ 縦 も 横 も 短く 、 円 鈴 形 に 近く な り ま す 。 そ の た め 女 性 の 首 


し 才 に 


つっ つ すぐ な 骨 は あり ませ ん 。 


く 、 上 下 が 短 く な り 8 


す 。 


た 、 骨 盤 の 上 部 が お な か 側 の ほう へ 少し 傾き ョ 


め 、 そ れ に 合わ せ て 大 服 骨 が 膝 ま で 斜め に 傾き き 


た 9o 


自然 さ の な い 人 体 が 描け る よう に な り ま す 。 骨 は 思っ た 


よ 


長く 、 肩 は 丸み を お び て 見 え 、 腰 に くら べ 、 肩 幅 が 狭く な り ま す 。 骨盤 は 男性 に くら べ 幅 が 広 


ド す 。 骨 盤 が 広い た 
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NVYUISSr~ 8 


MI ニ S 募 > 8 


《 女 性 の 場合 》 


お な か 側 に 傾い て いる @ い U@/ 
* 骨格 の 形 を も と に アタ リ を と ろう 


絵 を 描く と き は 、 ま ず ア タリ を と り ま し ょ う 。 
アタ リ を と る と き は 、 い き な り 人 体 を 描き 始め る より も 、 簡 略 化 し た 骨格 の 形 で アタ リ を と っ た 


ほう が 、 バ ラン ス よ く 仕 上 が り ま す 。 


(D 


《 横 向き 》 


《 男 性 の 場合 》 


ほぼ まっ すぐ 


筋肉 の 注意 点 


筋肉 も 骨 と 同様 すべ て の 部 位 を 覚え る 必要 は あり ませ ん 。 絵 を 描く と き 必 要 な 体 表 に 現れ る 筋 
肉 や 、 動 き に 関係 する 筋肉 だ け 覚 えま し ょ う 。 


N 


《 背 面 》 


筋肉 は 人 体 の シル エッ ト に 直接 影響 し ます 。 女 性 は 脂肪 が 多い た め 、 は っ きり と は 影響 し ませ ん が 
筋肉 の 位置 や 、 動く と き の 伸 縮 、 大 き さ や 形 を 理解 し て いる と 、 美しい 女性 が 描け り る よう に な り ま す 。 


>MIS 幕 > 8 


> ニニ S 幕 > 


脇 内 は 大 き な ひ と つの か た まり と し て と ら え 、 筋 内 の つなが り 方 に 
* ふ 簡略 化し た 筋肉 。。 


留意 し て くだ さい 。 


《 や せ 型 》 


適度 に 筋肉 と 脂肪 が 脂肪 が 少な く 、 筋 内 
つき ます 。 より も 全体 的 に 骨 が 
目立ち ます 。 


《 ぼ ぽっちゃり 型 》 


《 背 面 》 


《 筋 肉 型 》 


筋肉 が 


隠れ て 、 骨 も 上 肪 が 少な く 、 
立ち ませ ん 。 立ち 、 関 節 部 分 な ど 
は 骨 が 目立ち ます 。 


. ア ォ リ ・ フ カン 


「 ア オリ 」 と 「 フ カン 」 は 代表 的 な アン グル で 、 構 図 を 決め る 際 に と て も 重要 な ポイ ント で す 。 
アオ リ や フカ ン を 上 手 く 使え る よう に な る と 、 表 現 の 幅 も グッ と 広がり ます 。 


アオ リ の 知識 
アオ リ と は 対象 物 を 下 か ら 見 上 げ る 構図 で す 。 
《 視 線 A》 《 視 線 B》 
視線 B アイ MI 
人 = 
の ほぼ 同じ 高 さ か ら 見 た 構図 下 か ら 見 上 げた 構図 
この 構図 が [アオリ 」 で す 。 


《 下 か ら 》 


目 の 位置 を 膝下 まで 
下げ る と 、 ス カー ト 
の 中 まで 見 える よう 
こ な り ます 。 胸 の 上 ふ 


《 正 面 か ら 》 
見 る 側 の 目 の 位置 は 
この くら いで す 。 


洋服 の 裾 部 分 の 形 に くら み も よく 見 える 
注目 し て くだ さい 。 よう に な り 、 逆 に 首 
は 見 えま せん 。 ま た 、 
太もも が 太く 、 頭 が 


小さ く 見 えま す 。 


の 位置 を 少し 下げ まし た 。 
民 の 下 側が 栓 円 形 に 見 える よ 
うに な り ま し た 。 
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|| 


‘AN 尽 


NGHNI 


アオ リ 構 図 で の 各 バ ー ツ の 起伏 


パー ツ の 形状 と 重なり 方 は 、 球 や 直方 体 、 円 答 な どの 単純 な 図形 を 思い 浮か べ て 積み 木 の 要 領 
で 描い て いき ます 。 


ノ | アオ リ 構 図 に も 


も ちろ ん パー ス が 
か が かり ます 。 


\ N 
初め は 、 各 パー ツ が 重なり 、 見 えな い 部 分 が 想像 


で き な い の で 、 見 えて いな い 部 分 や アタ ッ チ メン 
ト 部 分 も 描い て 重ね て いき まし ょ う 。 


この よう に 見 て いる 側 の 視線 を 
少し 誘導 する こと で 、 た と えば 
雨 や シャ ワー に 打 た れる シー ン 
な ご ど 、 ち ょ っ と し た 心情 を 表現 
する こと が で きま す 。 


フカ ン の 知識 
フカ ン は アオ リ と は 逆 に 、 上 か ら 下 を 見 下ろ す 和 構図 で す 。 


《 視 線 A》 《 視 線 B》 


肛 
ほぼ 同じ 高 さ か ら 見 た 構図 上 か ら 見 下ろ し た 構図 
この 構図 が 「 フ カン 」 で す 。 
* 対象 物 の 見 え 方 
パ 
Us ん の 《 正 面 か ら 》 
@ |) 


) 


《 上 か ら 》 
を ーー 


見 る 側 の 目 の 位置 は 
この くら いで す 。 


女性 の 頭 の つむ じ が 
見 える よう に な り 、 
胴体 と 足 が 圧縮 され 
て 短く 見 え 、 足 先 も 
小さ く 見 える よう に 
な り ま す 。 ま た 、 頭 
部 に 隠れ て 首 は 見 え 
ませ ん 。 


目 の 位置 を 少し 
上 げ ま し た 。 
胸 の ふく ら み が 
強調 され ます 。 
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フカ ン 構 図 で の 人 各 バ ー ツ の 起伏 


アオ リ で は 見 えな か っ た 各 パ ー ツ の 裏側 が メイ ン に な り ま す 。 こ こ で も パー ツ の 形状 と 起伏 を 
意識 し な が ら 、 見 えな い 部 分 を 押さ えて 、 積 み 木 を 重ね る 要領 で 立体 感 を 出し まし ょ う 。 


: (上 か ら 見 た と き の 見 え 方 の 違い を 円 筒 で 確認 ) : 


回 


正面 か ら 見 た 円 筒 上 か ら 見 た 円 筒 


円 部 分 の 形 の 見 え 方 の 違い や 、 見 る 位置 に よっ て の 
筒 部 分 の 見 え 方 の 違い 、 筒 部 分 の 長 さ の 圧縮 に 注意 
し て くだ さい 。 


seees 


oe ee oo ee ee ee ee see ee ee ee ee ee 


フカ ン も アオ リ と 同様 、 た だ 見 下ろ し て いる 状態 を 表す 
だ け で な く 、 感 情 や スピ ー ド 感 を 表す 効果 を 得る こと が 


で きま す 。 
の みる の も 、 


様々 な 構 区 


アオ リ や フカ ン を 用 いて 絵 に 奥行 き を 深め て 
いい の で は な いで し ょ うか が 。 


で 女の子 の ベス ト な 表情 を 引き 出し まし ょ う 。 


女性 の 体 を 描く た め に は 、 女 性 の 体 な ら で は の 特徴 を 知っ て か ら 描 く 必 要 が あり ます 。 男性 の 
体 と の 違い を 見 て 、 女 性 らし い 体 の ライ ン を 描け る よう に な り ま し よう 。 


女性 の 体 の 特徴 

女性 の 体 の 特徴 的 な 部 位 と し て 、 ま ず 乳 房 や お 尻 、 腰 の くびれ な ど が 挙げ られ ます 。 言葉 で 表 da 

す の な ら 「 柔 ら か い 」 や 「 し な や か 」 等 々 に な り ま す 。 女 
性 
の 
体 


男性 の 体 が 筋肉 や 骨 の 凹凸 が 顕著 に 表れ 、 
直線 的 な の に 対し 、 女 性 の 体 は 柔らか な 曲 
線 と 円 で 構成 され て いま す 。 


0) 
< 《 横 》 
) 
骨格 や 筋肉 の 基本 構造 は 男性 も 女性 も 同じ 
で す が 、 男 性 の よう に それ を 強調 し て 描く 
な 
線 


《 前 》 


nl 


と 「 女 性 らし さ 」 が 損なわ れ ま す の で 、 
る べく 線 の 情報 を 減ら し 、 な め ら か な 曲 
で 構成 し て いき まし ょ う 。 


《 後 ろ 》 
21 


女性 らし さ を 自 然 に 醸し 出す 曲線 の シル エッ ト 


水着 や 下着 な ど を 肌 に 食い 込ま せ 
る こと で 柔らか さ を 表現 する の も 、 女 性 ら 
し さ を 表 現す る 大 事 な 要素 の ひと つ で す 。 


女性 らし さ を 強 調 す る な ら 、 第 一 
に 乳房 の 表現 が 重要 で す 。68 ペー ジ よ り 
詳 述 し ます 。 


体 に つい た 脂肪 が 重力 の 
影響 を 受け た り 、 押 し 潰さ れ た り 
する の も 、 重 要 な ポイ ント で す 。 
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基本 を 学ぶ この 章 の 最後 に 、 液体 の 表現 に つい て 触れ ます 。 女性 らし い 丸 み を お び た ラ イン の 
体 を 流れ る 液体 は 、 女 性 を より 一 層 セ クシ ー に 魅せ る 小道 具 で す 。 


液体 の 描き 方 


液体 の 種類 は 、 汗 や シャ リー、 雨 や 海 ・ プ アー ル な どの 水 、 ち ょ っ と 変わ っ た と ころ で は ロー ショ 
ン な ど 、 多 種 多様 で す 。 


ss 水 


水 は 粘 り 気 が な く 、 サ ラッ と 
し た 状態 で す 。 形 が 定まら な 


いた め 、 陰 は 控え め に 描き 8 


す 。 形 が 崩れ や すい の で 、 体 


の ライ ン に 沿い や すく 、 ま た 


こぼれ や すい 表現 が 必要 に な 


り ま す 。 


こぼれ る と きも 、 終 を ひか ず に 
連なっ た 状態 で こぼれ ます 。 


玉 が 


( ノ 


04 
液 


プ PW 


落ち た 水滴 で す 。 透明度 の 低い 液体 。 透明度 が 高く な る 

枚 円 を 基準 に 考え で す 。 地 の 色 が 透 ” と 、 地 の 色 が 透け 

まし ょ う 。 け に くい で す 。 や すく な り 、 反 身 
光 が 増え ます 。 


煽っ を 


構 円 に し っ ぽ を つけ る と 
流れ る 液体 に 。 


* ロー ショ ン 
ーション は 粘度 が 高い の で 、 流 動 性 が 低く 流 
れ に くい で す 。 そ の た め 形 が 崩れ に くく 、 ぽ 


まっ た 質感 で まとまり や すく な っ て い 


ます 。 液 体 で は あり ます が 、 固 まり か け の 固体 
に 近い の で 、 陰 を 少し 意識 し て 入れ ます 。 


流れ る と きも 和 粘り気 が 
ある た め 、 つ な が りや 
すぐ く 、 長 く 細い 終 状 に 
な っ た あと 丸い 水滴 の 
か た まり が で きま す 。 
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液体 を 用 いた シチュ エー ショ ン 


《 胸 の 谷間 を 流れ る 液体 》 


鎖骨 や 、 胸 の 谷間 に 水 が 溜まり 、 
乳房 の 丸い ふく ら み に 沿わ す よ 
うに 水滴 を 流し ます 。 


水 の 動き 


て か りや 反射 光 の 入れ 方 で 液体 の 種類 を 描き 分 け き 


《 雨 に 濡れ た 女性 》 


雨 に 濡れ て 、 薄 い 着 衣 
が スケ スケ に な っ た 女 
性 で す 。 体 の ライ ン に 
張り つく 着衣 や 髪 、 肌 
を 伝 う 水滴 か ど で セ ク 
シー さ を 演 出し ます 。 


粘度 や 透明 度 の 違い で 表現 方 法 が 変わ り ま す 。 液 体 の 形状 や 陰 、 


特に 透け て 見 える 
ブラ ジャ ー な どの 
下着 部 分 と 、 あ え 
て 透け て いな い 部 
分 を つく る こと が 


大 切 で す 。 


水 は 質量 が ある の で 重力 に 従い 
ます 。 た と えば 、 噴 き 出し た 水 
は 最初 は 勢い よく 細か く 飛 び 出 
し ます が 、 次 第 に 広がり 、 円 を 
描き つつ 下 に 細か く 分 裂 し な が 
ら 落 ち て いき ます 。 


勢い よく 飛び 出し た 水 が 物 体 に 
ぶつ か る と 、 そ の 衝撃 で 周り に 
飛 潜 が 飛び 散り ます 。 飛び 出す 
勢い が 激 し け れ ば 激しい ほど 、 
物体 に が つか っ た 衝撃 で 、 よ り 
遠く に 飛 漆 は 飛ん で いき ます 。 
飛び 散る 飛 涼 の 量 で 、 液 体 の 勢 
いや 衝撃 度 を 表現 し まし よう 。 


まし よう 。 


Chapter 
& ° 
a 
fT 
・ 顔 : 
/ 
と 
いい 
グ 
人 が 相手 を 見 る と き 、 ま ず 目 に つく 部 分 N) 信人 


が 顔 で す 。 Chapter1 で は 、 目 ・ 鼻 ・ 口 ・ 
耳 な ど 、 顔 の 各 パ ー ツ の 描き 方 を 解説 し 
て いき ます 。 
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頭 部 


人 物 の 第 一 印象 は 顔 で 決ま り ま す 。 そ の 周辺 を も 含め た 頭 部 の 基礎 を きち ん と マス ター し 、 よ 
り 可 愛 く 、 セ クシ ー な 女性 を 描け る よう に し まし ょ う 。 


頭 部 の 基礎 知識 
* 頭 部 正面 


る 頭 部 の 横幅 は 、 目 の 左右 の 長 さ の 5 倍 。 縦 幅 は 、 
額 見 の 先 呈 頭 ま で の 長 さ が それ ぞ れ 同じ 長 さ 
に な り 、 縦 幅 を 3 等 分 し て いま す 。 


< ぐふ > る 右目 と 左目 の 両 外 側 の 目尻 に 点 を 打ち 、 そ の 点 
か ら 唇 の 中 央 に 打っ た 点 を つなげ て 逆 三 角形 を 
つく り ま す 。 こ の 三角 が 正三 角形 の と き に 整っ 
た 顔立ち に な り ま す 。 逆 に この 三角 形 の 辺 の 長 
さ を い ろ い ろ と 変え る こと で 、 キ ャ ラク ター の 
顔 の 描き 分 けが で きる よう に な り ま す 。 


引 
| 


< の <④<⑰ の < 全 


* 頭 部 横顔 


る 額 か ら 耳 の 手前 まで と 、 耳 の 手前 か ら 後 頭 部 ま 
で が 同じ 長 さ で 、 横 幅 を ら 等 分 し ます 。 


目尻 か ら 耳 の 始ま る 点 ま で の 距離 は 、 そ の 間 に 
目 の 幅 が ふた つ 入 る 長 さ で す 。 


$ 目 の 上 辺 と 耳 の 最高 点 は 同じ 高 さ に な り ま す 。 


$ 目 は 上 辺 が 下辺 より 前 に 出 て いる の で 横 か ら の 
構図 で は 斜め に な り ま す 。 


る 頭 の 起点 は 、 鼻 より 内 側 に な り ま す 。 


角度 を 変え て 描い て も 、 各 パー ツ の 比率 や 関係 
性 は 変わ り ま せん 。 
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慣れ な いう ち は 、 グ リッ ト 
の 入っ た 箱 に 頭 部 を 収め 
て 、 そ の 中 で 比率 や 関係 性 
を 観察 し 、 ど ん な 角度 か ら 
で も 描け る よう に 練習 し ま 
し ょ う 。 


女性 の 頭 部 は 骨 が 目立た ず 、 上 類 が ふっ くら と 丸み を お び 、 和 柔らか い 印 象 で す 。 目 を 大 きく 、 口 を 
小さ め に 描く と 、 よ り 可 愛 ら し さ が 強調 され ます 。 


* 頭 部 正面 *※ 頭 部 横顔 


る 目 の 位 置 を 下 に 下げ る と 幼い 印象 に る 正面 顔 の 比率 を 維持 し た まま 横顔 を 
な り ま す 。 目 の 位 置 の バラ ンス で 、 描き ます 。 鼻先 は 少し 上 向き に し 、 
眉毛 の 位置 を 決定 し ます 。 唇 は ば っ て り と 、 頭 は 丸く 描く と 、 

女性 らし い 桑 ら か さ が 出 ます 。 


$ 目 と 眉毛 の 間隔 を 少し 広め に する 
と 、 よ り 女 性 らし く な り ま す 。 


* ぶ BOX に 収め た 様々 な 角度 の 顔 
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セク シー な 表情 


男性 を 魅了 する 色っぽ ぱく て セク シー な 表情 に つい て 解説 し ます 。 眉毛 、 目 、 口 は 、 感 情 表現 を 
司る 3 大 パー ツ で す 。 


* ぶ 眉 毛 
眉毛 は 眉 尻 を 上 げた り 下 げた り で 感情 


を 表現 し ます 。 ま た 、 眉 と まぶた と の 
間隔 の バラ ンス に も 注意 。 


上 が り 眉 下がり 眉 
Ce 
弓なり 帳 平行 中 
2 口 
議 々 な 唇 の 形 を 描き 分 け ま し ょ う 。 ぼっ て り 5 
2 5 AA Ni と 。 類 の 赤み や 涙 も 、 河出 の 小道 
と 唇 は セク シー さ を 演出 し ます 。 品 の 開 ンク 
き 方 、 歯 や 舌 の 見 え 方 、 両 口角 の 上 が り 下 が 
りな ど を 意識 し て 作画 し まし ょ う 。 


も a WW 


* まぶた と 眼球 


は よ 、 上 下 の ま ぶた の 動き 方 、 眼球 の 動き 、 う る み 、 瞳孔 の 開き な ど で 表 情 を 表現 し ます 。 ま た 、 
黒目 が 大 きい ほう が 、 よ り 女 性 らし く な り ま す 。 


いろ いろ な セク シー 表情 


*※ 恥ず か し そう な 表情 
目線 を ずら し 、 ま が た を 少し 閉じ ます 。 さ 
ら に 口 を 小さ く 半 開き に し ます 。 「 へ の 宇 
口 に する と 少し すね た よう に な り 、 目線 を 
こち ら に 向け る と 甘え た 表情 に な り ます 。 


* 嬉し そう な 表情 
相手 を 見 つめ て いる よう な 感じ で 目線 を 
そら さ ず に 、 ま ぶた も 少し 下げ 、 口 を 開 
け て 微笑 み ま す 。 左 図 は 相手 に 好意 を 示 
し て いま す が 、 右 図 の よう に 眉毛 の 形 や 
両 口角 の 角度 に よっ て は 、 意地悪 な 表情 
に も な り ま す の で 、 気 を つけ て くだ さい 。 


* ぶ 挑発 的 な 表情 
ま 点 た を 上 げ て 目 を 見 開き 、 有 眼球 は 相手 を 
見 お ろ す 位置 に し ます 。 両 口角 を く > と 
する こと で 、 意 地 悪 そう な 感情 を 表現 し ま 
す 。 目 を 半開き に し 、 い わ ゆ る 「 ジ ト 目 」 
に する と 、 疑 り 深い 表情 に な り ま す 。 


* 享楽 的 な 表情 

眉毛 の 角度 を 片方 ずつ 変え て 、 表 情 を つけ 
ます 。 苦 しい の か 楽し い の か 、 判 断 が つき 
に くい 表情 に する の が コツ で す 。 ま ぶた を 
半 開 さ にし 、 鼻 の 上 まで 赤く 染め 、 黒 目 を 
うる ませ ます 。 息苦し そう に 、 口 を 開け る 
の も 効果 的 で す 。 ま た 、 目 と 口 を 閉じ る と 、 
我慢 を し て いる よう な 表情 に な り ま す 。 汗 
や 涙 も 重要 な アイ テム で す 。 
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大 き な く くり で 頭 部 か ら 表 情 全体 を 解説 し まし た 。 次 は 各 バ パーツ に つい て 詳 述 し ます 。 こ こ で 


は 目 の 描 き 方 を より 詳し く 解 説 し ます 。 
目 の ポ イン ト 
ぷ 骨 で 比較 
0 歳 10 歳 20 歳 ~ 
@ 
08 
目 ® 
年 齢 が 上 が る と 、 ア ゴ が 大 きく な り ま す が 、 目 の 
骨 を 見 る と 、 目 より 耳 の ほう が 位置 に 変化 は あり ませ ん 。 比 率 で 合わ せ て いく と 
低い こと が わか り ま す 。 上 に 上 が っ て いき ます 。 
* 正面 顔 で 比較 
《 基 準 》 


まめ 


描く と き は 目 の 位 置 を 
先 に 決め て 設定 の 年 齢 
に 合わ せ て アゴ の 形 や 
長 さ を 変え ます 。 
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アゴ が 大 きく な る 


GT] ご 


本 3 


《 逆 の パタ ー ン 》 


輪郭 が 決ま っ て いる 
の で あれ ば 、 目 の 位 
置 を あと で 動か し て 
大 人 人 っ ぽく し た り 、 
子ども や っ ぽく し た り 
調整 し て も か まい 8 
せん 。 


* ぶ * 目 の 物 理 的 な と ら え 方 


目 の 穴 e ) 
<° @ ) 
まず 目 の 穴 と 眼球 を 目 の 穴 に 眼球 を 入れ て 
イメ ー ジ し ます 。 考え ます 。 
キャ ラ の 目 は 上 下 の 
まぶた や まつ 毛 を 強 
調 し た い 箇 所 の 輪郭 
の み 残 し ます 。 


まつ 毛 


女性 らし く 、 可 愛らしく 、 目 を アレ ンジ し て いき ます 。 


まつ 毛 な し は ね て いる 太め の 
まつ 毛 2~3 本 


る > 


中 の 眼 は 球体 な の で 、 
の 穴 の 中 で 陰影 が で 
きま す 。 


は ね て いる 細か い 
まつ 毛 多数 


念 "る "る "る 
まぶた 太 十 細 の 二 重 まぶた を 細線 で まぶた 、 濃 度 を 落と し た まぶた 、 鼻 側 の み 
両端 を 削る 線 で 薄く 両端 を 削る 細線 で 削る 


眼球 (白目 ) 眼球 (白目 ) 


まぶた 、 両 端 を まぶた 、 両 端 を 下 ま つ 毛 を 入れ る 


©  ¥ © CY ⑩  ) の 輪郭 の 外 に 。 の 輪郭 の 上 に 
まつ 毛 まつ 毛 
QO 


細線 で は ら う ぼかし 削る 


"人 W @ し 攻 )) 7 、 


まぶた に 光 を 入れ る 眼 宮 の くぼみ を 強調 黒目 に 反射 を 左右 対称 


* セク シー な ウイ ンク 
片目 を 閉じ る た め に 上 ま が た が 下がり 、 ニ コ 目 で 《 セ クシ ー な ウイ ンク 》 
下 ま ぷ た が 上 が り ま す 。 結果 、 左 右 の 高 さ が 持 抗 
し 、 バ ラン ス を と り ま す 。 


《 可 愛 い ウイ ンク 》 


横 の バラ ンス に 注意 


閉じ た と き 


〇 つの 


と セク シー な 目 を つく ろう 
* ぶ どの 表情 に も 合う 女性 の 妖艶 ぐ を 出す 目 


/ 
アン ンー まつ 毛 と まぶた に 斜線 、 ク ロス する ホワ イト の 細い 消し 線 を 
| 両端 に 入れ る と 、 供 げ な 印象 を つく れ ま す 。 
N 


《 ジ ト 目 》 《 タ レ 目 》 
/ ER 
be 人 
まぶた 、 ま つ 毛 を 水平 に する 目尻 の み 下 げ る 
【 2 ww | Ps 
** 目 を 閉じ る タレ 目 の 応用 例 
《 笑 顔 》 《 眠 る 》 


の の ん 目 の 輪郭 を 極力 

ーー ニー 省略 する と き で 

NN の N さき ーー 一 6 
も 白目 が あめ る こと を 意識 し 
て 作画 し まし よう 。 


まつ 毛 が 上 向く まつ 毛 が 下 向 く 
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に = 


よく 鼻 や 口 を 「 点 」 で 描く 場合 が ちり ます が 、 そ れ は デフ ォ ル メ し て も 成立 し うる 位置 に 、 
「 点 」 を 置い た 結果 な の で す 。 ま ず は 置く べき 位置 、 形 を きち ん と 把握 し て お きま し ょ う 。 


鼻 の ポイ ント 


女性 を 描い た 絵 で は 人 簡 略 化 さ れ て 描か れる こと の 多い 鼻 で す が 、 顔 の 中 央 に ある の で 、 は ほか の 
パー ツ の 位置 を 決め た り 、 顔 の 向き さ に よっ て 、 立 体 的 に 見 せる と き に と て る も 役立ち ます 。 簡 略 
化 を し て も 、 も と の 形 の 立体 を 留意 し て お く よ う に し ます 。 


(デフ ォ ル メ 具合 》 

さや で 

2 し 7 “ 前 

&A Q っ 4 ( ( 
弱 im 


7 / (様々 な 角度 の 鼻 の 見 え 方 》 
上 向き | a 下向き 
鼻 は 三角 を イメ ー ジ し て 描き を ます 。 
いろ いろ な 角度 を 描い て み ま し ょ う 。 
口 の ポイ ント 


上 邊 と 同じ く 簡 略 化 き れる の が 口 で す が 、 表 情 や 感情 を 出す た め の 大 事 な パ ー ツ で す の で 、 し っ 
か り と 描き まし ょ う 。 


唇 に も 丸み な や シワ が あり ます 。 丸 みや シワ の 方 向 に 
合わ せ て 、 陰 や 光沢 を 入れ 、 濡 れ た 感じ を 表現 し 、 
セク シー さ を 演 出し まし ょ う 。 
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セク シー な 口 の 動き 


唇 は 算 と と も に 簡略 化 さ れる こと の 多い パー ツ で す が 、 デ フォ ル メ が 少な いと 、 よ り セ クシ ー 
に 感じ ます 。 セ クシ ー な 唇 を 描く と き の 演 出 に 、 歯 や 舌 は 大 事 な パ ー ツ で す 。 赤 く 濡れ た 唇 の 
中 か ら チ ラッ と の ぞ く 和 白い 歯 や 、 濡 れ て 動く 舌 は 、 エ ロティ ッ ク さ を 演出 し ます 。 い ろ い ろ な 
品 の 動き を 描い て み ま し ょ う 。 
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頭 部 の アン カー ポイ ント が 耳 で す 。 耳 の 位置 に よっ て 目 と 鼻 の 位置 が 決ま り 、 下 アゴ か ら 首 へ 
の 橋渡し を する 重要 な パー ツ で す 。 


耳 で 頭 部 が 決ま る 


券 に 陸 れ る こと が 多く 、 つ いい い 加 減 に な っ て し まい が ちの パー ツ で す が 、 耳 で し っ か り 頭 部 
の 向き を 把握 で きま す 。 ま た 、 交 を か き 上 げた と き に チラ ッ と 見 えた りす る 場合 に 、 セ クシ ー 
き を 発揮 し ます 。 


《 デ フォ ル メ 具合 》 
00 
Q 
? ) め ン / 
双 = ろう) 
耳たぶ 
いろ いろ な 耳 の 見 え 方 


正面 か ら 見 た と き 、 耳 は 少し 上 に 向かっ て 広がる よう に つい て いま す 。 耳 の 中 は 複雑 で すし 、 
個人 に よっ て 形 も 様々 で す 。 基 本 的 に 踊っ て いる 「Y」 が 中 に ある と 覚え て くだ さい 。 


ーー 
" 


《 斜 めか ら 》 


《 正 面 か ら 》 (背面 か ら 》 


最低 限 、 耳 の 突起 で ある 耳 珠 と 耳 の 穴 、「Y] が あれ ば 、 そ れ ら し く 
見 えま す 。 斜 めか ら 見 た 構図 で は 、 耳 の 位置 と 後頭 部 の か ふくらみ の 位 


置 に 注意 し まし ょ う 。 
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( 横 か ら 》 横 か ら 見 た と き に 、 耳 は 頭 部 の 中 心 よ り も (上 か ら 》 
少し 後ろ に つい て いま す 。 ま た 、 ま っ すぐ 
で な く 少 し 鋼 め に つき ます 。 


グー 
バ 9 
| Xx 
デビ 後頭 部 の ふく ら み は 多く て も 少な く 


て も お か し く な り ま す 。 


* ぶ x セク シー な 耳 の 見 せ 方 


女性 が 髪の毛 を か が き 上 げ る dh = 


し ぐさ で 耳 が チラ ッ と 見 え 


る ポー ズ 。 
A (し 


RE 


リン グ 
エル フ 耳 な どの 41 ツ リス 22 
ファ ンタ ジー な 6) 
耳 も 基本 の 変形 NO 
で す 。 


耳たぶ に 金具 で は め ま す 。 
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女性 の 首 は 華 著 で 細く 、 男 性 ほど 筋肉 が 発達 し て いま せん が 、 表 出す る スジ の 表現 な ど 、 セ ク 
シー ポイ ント 満載 で す 。 


うな じ の セク シー ボイン ト 


うな じ の 曲線 は 女性 らし さ を 強 調 し ます 。 う な じ に まとわりつく 毅 の 毛 や 、 お くれ 毛 で セク 
シー さ を 演 出し まし ょ う 。 
僧 帽 筋 は 肩 
ww つき ます 。 


上 か ら 7 個 の 頸椎 で 首 を 支え て いま す 。 
大 椎 (第 7 頸椎 ) の まわ り が 少し 隆起 し 
ます 。 こ こ が 女 性 の 優 さ 、 艶 や か さ を 表 
現す る コツ に な り ま す の で 、 後 述 し ます 
が 、 留 意 し て ほし い ポ イン ト で す 。 


\) 条 
| / / うつ お いた と き 、 
\ / 大 槍 ( 第 7 到 槍 ) が 
1 \ | 目立ち ます 。 | 


お くれ 毛 を 足し て 色気 を 
演出 し まし よう 。 


着物 の 窟 も と か ら の ぞ く う な じ や 、 洋 服 か ら 見 え 
る うな じ は 女性 らし さ を 際 立た せま す 。 


首 の 筋肉 構造 


女性 の 首 は の ど 仏 も な く 、 白 く 細 く な め ら か で す 。 頭 と 胴 を つなぐ 首 の な だ ら か な 曲線 に 注意 
し て 描き まし ょ う 。 


首 で 目立つ 筋肉 は 、 胸 鎖 乳 突 筋 と 僧 幅 筋 で す 。 
胸 鎖 乳 突 筋 は 、 耳 の 後ろ 側 か ら 胸 骨 に つき ます 。 


胸骨 に 続く 胸 鎖 乳 突 筋 の スジ は 首 を 描く と き の 重 要 な ポイ ント で す 。 ま た 、 僧 帆 筋 に 少し 脂肪 を つけ 
て 、 女 性 の 上 ぬ ふっ くら し た 柔らか い 曲線 を 演出 し ます 。 
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首 の つき 方 


* ぶ 前 か ら 見 た 場合 * ぶ 横 か ら 見 た 場合 
を 前 か ら 見 た 場合 、 首 の 両側 の ライ ン は を 横 か ら 見 た 場合 、 首 は 豆 に 対し て 斜め に 
平行 に は な ら ず 、 な だ ら か な 曲線 に な り ま つい て いま す 。 また 、 頭 部 の 真中 で は な く 、 
す 。 鎖骨 に 続く 部 分 も ちまっ すぐ 水平 に は な 後頭 部 側 に よっ た 位置 に な り ま す 。 頭 部 と 胴 
り ま せん 。 休 の つなぎ 目 も まっ すぐ 水平 で な く 、 傾 いた 
状態 で つなが り ます 。 


J ok 
x J 


首 の 描き 方 


首 は 斜め に 切ら れ た 円 筒 で 考え て くだ さい 。 下 の ほう が 上 より も 、 よ り 和 斜め に な り ま す 。 つ ま 
り 下 が 広がっ た 円 筒 に な り ま す 。 


レク ンー > 9 得 、 胸 鎖 乳 究 筋 、 僧 幅 筋 の アタ リ を 描き 込み ます 。 
の 胸骨 の 間 は 、 す ぎ き 間 が あき 、 首 を 動か し て も 位置 は 
// 移動 し ませ ん 。 
グ に / 
の / ~~ ンー 
\ / 
( 〇 


目 を イメ ー ジ 
ヽ W <@s 
〇 


首 の 後ろ 側 の 僧 帽 筋 の ライ ン は 山 な り に な り ま す 。 
を イメ ー ジ し て 描き ましょ う 。 ま た 、 鎖 骨 は 自転 
車 の ハン ドル に 似 て いま す 。 
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首 の 様々 な 動き を 描い て みよ う 


胸 鎖 乳 突 筋 と 僧 只 筋 に 注意 し て 首 の 様々 な 動き を 描い て み ま し ょ 3 う 。 


ぷ 基本 的 な 首 の 動き 


05 首 を ね じ る と 、 胸 針 乳 突 筋 の 正面 向 ざ 、 胸 針 乳 突 筋 は 頭 部 が 横向 き に な る と 胸 鎖 乳 突 筋 
首 片側 が 伸び 、 片 側が 縮 か ます 。 あま り 目 立ち ませ ん 。 が より 浮き 出る よう に な り ま す 。 


女性 の の ど 仏 は 
ほとん どど 目立ち 
ませ ん 。 


肩 を すく め る と 、 鎖 骨 が 目立つ 
よう に な り 、 僧 帽 筋 が 縮み ます 。 


少し うつ むき 加減 の 首 は 、 ゆ る や 
か に 背中 の ライ ン へ と 続き ます 。 


鎖骨 は 肉 づ き が いい 女性 は うっ すら と 、 や せ 型 の 女性 は くっ きり と 表れ ます 。 女性 の 体型 を 表現 
する と き に 重要 な ポイ ント の ひと つ で す 。 


40 


髪 を 東 で 考え て 描い て いく の は 基本 で す が 、 よ り 可 愛らしく 、 よ り セ クシ ー に 上 魅 せる 髪 の ポ イ 
ント を 紹介 し ます 。 


皮 の 流れ は つむ じ か ら 中 心 に 落ち て いく 感じ で 描く と いい で し ょ う 。 頭 の 丸み 全体 か ら 放射 状 
に 噴き 出し て いま す 。 


SN の 
1 ンー ツン ンー 
| 上 NN 
1 WY) つむ じ か ら 髪 が 出 て いる 06 
| 上 わけ で は あり ませ ん 。 頭 村 
全体 か ら 出 て いま す 。 


X 


I 


髪型 が バラ バラ で 
近く の 東 同士 で 汚い 印象 。 
同じ 向き に する 
と きれ い に ま と パッ ツン が 1 箇所 で も あれ ば ほか の 箇所 も パッ ツ 
まり ます 。 ン に し て お きま す 。 


< 前 髪 つむ じ を 決め る 


前 髪 は 髪 全 体 の 中 心 的 存在 。 先 に 中 央 を 描き ます 。 中 央 を 基準 に 外側 を 描 を ます 。 
ここ を 基準 に する と まとまり また 、 外 の 髪 の 流れ に 合流 する 
や すい で す 。 よう に し ます 。 
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毛 先 に 向かっ て ウェ エー ヴ に 
し て いき ます 。 先 端 が バラ 
バラ だ と パー マ を あて た よ 


毛 先 が まとまり か ら 
先 が 乱 れ 、 分 か れる 


sh と 、 大 人 びたし っ と 
SN り し た 髪 に 見 えま す 。 
線 に 強 科 も つけ ます 。 


$ 


《 ま ば ら な 線 を 心がけ る 》 
線 の 太 さ を 


@ 変え る 


長い 胃 は 内 側 に 
入れ 込む と 動き 
が 出 ます 。 


髪 の 先端 を 丸め ます 。 


cocco NN 
を あけ る と 自然 な 感 


じ に な り ま す 。 


横 髪 を 風 に 揺らし ます 。 | 乱れ 髪 を ] 本 入れ ます 。 
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頭 を 傾け て 髪 を 一 方 に 
よせ ます 。 数 本 、 顔 に 


に ヘー 
髪 を 活か す 魅 力 的 な し ぐさ 


後ろ 回 を 持ち 上 げ ま す 。 
また は 払い ます 。 


片方 の 束 を 結い 


か がき 上 げ ま す 。 髪 を 大 事 そ うに し ます 。 


胸 に 垂らし ます 。 


す ( 雨 に 濡れ て いる 
イボ ポー ジ で す )。 


広がっ た 髪 の 両側 に 
レン わざ と アン バラ ンス 


髪 を 肩 に か け ま す 。 


な 流れ を つく り ま す 。 


潤 ら 
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髪 を か 上 げ る 


髪 の 垂れ る 様子 で セク シー さき を 表現 し ます 。 


基本 的 に 後ろ 比 は どこ も 
同じ 長 さ に な り ま す 。 


左右 シン メト リッ ク な 髪 を 
か き 上 げ る こと で 絵 に 「 破 」 
が で き 、 魅 力 的 に な り ま す 。 


アタ リ か ら ポ ー ズ を 考え て いく と 腕 を 置く 台 に 
覆い か 点 さ る 胴体 、 頭 の 傾き か ら 、 回 が 前 に 垂 
れる イメ ー ジ が わき ます 。 


手 に 髪 を か けさ せ 、 
さら に 、 1 本 乱れ 
髪 で 演出 。 斜線 の 
あい た 空間 が ポイ 
ント で す 。 


か き 上 げに 参加 し て 


: いな い 指 を 、 ピ ン と |/ 
がき 上 げ る 親指 の 見 えな い 部 分 や 髪 の 動き 、  : 立て る と 女性 らし さ 

指 の か ら み も 考 劇 し ます 。 こ れ を 急 る と 髪 の  : 演 し ます 。 

流れ が 変 に な り ま す 。 : 


DTT 


風 で 胃 を な び か せる 


指 を 口 に 当て る ポー ズ は 、 反 対 側 
より 可愛 らし く な り ま す 。 


左右 の 髪 が 広がる と き 、 
な る べく 形 が 同じ に な ら 
な いよ うに し ます 。 


の 
の 口角 


ます 。 ま た 、 ア ゴ 


の 腕 を 大 げ さ に 外側 に 出す と 、 


脚 の 動く 幅 は 髪 の な びき 方 に 
連動 し ます 。 セ クシ ー を 意識 
し た ポー ズ に する に は さり げ 
な い 歩 幅 が いい で す 。 


壮 品 


ふわ ふわ 
(全体 を 均等 に 揺らす ) 


2 
の ヘー へ 


こう いっ た アキ 
スペ ー ス が ポイ 
ント 。 


勢い が ある 
(直線 が 混ざる ) 


東 が 大 きい 
( 東 を 分 割 し 、 す き ぎ 間 を あけ る ) 


を 上 げ る か 、 お ちょ ぼ 口 に する と ウイ ンク が 映え 
を 上 げ る だ け で も 表情 が 豊か に な る 


の で ポー ズ に 困っ た と き の 奥 の 手 で す 。 


長い 髪 を 描く 場合 、 途 中 の 流 線 よ り 
先端 の 流れ を より 大 きく 見 せる と 見 
栄え が よく な り ま す 。 


2 
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ふり 向き 上 髪 


長い 髪 の 女 性 が ふり 向い て 、 肩 か ら 
顔 が の ぞ く ポ ー ズ で す 。 

肩 で アゴ を 隠し て 肩 を すく 
め る 感じ に し ます 。 


ふり 向く 側 の 肩 を 上 げ る 


( 


2 


( 


逆 側 を 下げ る 


滋 避 


~~ N 
ルレ 。) 


頭 の 右 回 転 に より 、 
髪の毛 束 は 左 に 動く 


長い 左 で 体 す べ て を 徐 っ て は いけ ませ ん 。 体 の 
ライ ン が わか り 、 首 、 肩 を 出す こと が ポイ ント 
大 椎 (第 7 頸椎 ) の 突起 を 描く と で す 。 右 の 束 を 割っ た り 動か し た り し て すき 問 
セク シー で す 。 を あけ 、 肌 を 少し 見 せる と 色気 が 増し ます 。 


46 


Chapter 


肩 ・ 痛 中 ・ 腰 


肩 ・ 背 中 ・ 腰 は 、 腕 や 脚 を 描く 際 に 土台 
と な る パー ツ で す 。 そ し て 最も 描く の が 
難し い 箇 所 で も あり ます 。 曲線 の ライ ン 
を 意識 し て 描く コツ を 覚え まし ょ う 。 


ER 


は 中 


2 Ur 


さき 


Po 
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0 首 か ら 肩 へ の 流れ 


首 か ら 肩 の な だ ら か な 曲線 は 、 女 性 らし さ を 強 調 し ます 。 女性 は 男性 に くら べ て 筋肉 が 柔らか 
く 、 全 体 的 に 脂肪 に 覆 わ れ て いま す 。 


首 か ら 肩 へ の セク シー ボイン ト 
首 を セク シー に 魅せ る に は 


首 を 細く 長く 描く こと で 、 女 性 らし くし ます 。 少 し な で 肩 に 
描く と 、 首 が 長く 見 えま す 。 


首 か ら 肩 に か け て 僧 帽 筋 を 盛り 上 が っ て いる よう に 描け ば 
男性 らし く 、 な だ ら か に 下っ て いる よう に 描け ば 女性 らし 
く 見 えま す 。 


鎖骨 の 幅 が 胴体 の 
幅 の 基準 で す 。 


の 後ろ か ら 伸び る 胸 鎖 乳 突 筋 に より 、 一 直線 の スジ と 
鎖骨 の 間 に く ぼ み が で きま す 。 こ れ を 描く の が セク シー 
ポイ ント 。 


otn 〇 X 


ああ 僧 帽 筋 は 後頭 部 か ら 肩 へ 伸び て いる スジ で 、 耳 の 後ろ か ら 肩 へ 伸 
顔 か ら 肩 に か 小 | 
1 人 Se びている わけ で は あり ませ ん 。 首 と 肩 を 何と な くつ な げ て し まう 
Te つこ 井 。 こと は せ ず 、 首 の ライ ン 、 背 中 の 面 を 意識 し て 描き まし ょ う 。 
く と スラ ッ と 見 えま す 。 


* ぶ 澤 の 流れ で セク シー に 魅せ る 作例 


僧 帆 筋 や 鎖骨 の 動き も 


し て いる と 、 首 周辺 を 中 心 


と し た 絵 が 、 ポ ー ズ と 
成立 し ます 。 


ね じ れ る 首 は 胸 錯 乳 突 筋 が 体 表 
に 浮き 出 て 、 そ の スジ が 絵 の 主 
役 に な り ま す 。 構造 を 押さ えて 
正確 に 描く と 、 女 性 が 魅力 的 に 
な り ま す 。 


普通 に し て いる 首 に 胸 鎖 
乳 突 筋 の スジ を 入れ る 必 


要 は あり ませ ん 。 頭 部 の 
陰 が 首 に 落ち ます 。 


E 握 


Bal 


の 角度 と 顔 の 角度 に よっ て 、 首 の スジ が 変化 する の で 、 セ クシ ー さ の 特徴 も 変化 し ョ 


少し 首 を か し げ る と 値 
を 表現 で きま す 。 


康 的 な 可 


す 。 


愛 


らし 
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〇 


失う 2 通り 性 環 


に 


DE 


50 


女性 を 描く 場合 、 ま ず 乳 房 や 腰 の くびれ な ど 特 徴 的 な 部 分 の み に 注 意 が いき 、 肩 
そ か に な り が ち で す 。 


肩 の 様々 な 形態 


鎖骨 の 端 と 上 腕骨 は 
直接 つなが っ て は い 
ませ ん が 、 背 中 の 肩 
甲骨 に よっ て つ な 
が っ て いま す 。 鎖骨 
の 動き で 、 肩 が どこ 
に くる か が わか り ま 
す 。 


腕 を 真 上 に 上 げ て も …… 
じつは ょ ねじ れ て 江 骨 が 大 きく 上 下 、 ま た は 
1 いる だ け 。 前 後 し て 、 肩 の 支点 を 意識 
ik 的 に 動か すこ と で 、 腕 や 肩 
の を 動か し ます 。 


や ワキ が お る 


ーー / ん つま りら 、 肩 の : : 

// 、]、、 支 座 は ほとん  : 鎖骨 に 大 きく 角度 を つけ る : 
ど 動き まがわ り  : = 肩 の 位置 は 不変 で は な い : 

i 、) ませ ん 。 : 


意図 的 な セク シー さ を 
演出 で きる 
ぶ 肩 と 胴体 の 接着 面 
I か “ ( 横 か ら )》 
肩 の 支点 で 半月 型 の 断面 が 
胸 の ふく らむ 部 分 の 真横 あたり 。 断面 図 は 半月 型 。 前 後に 動き ます 。 


* ぶ 肩 の 動き さ で セク シー に 魅せ る 作例 


腕 を 思い っ きり 


胸 を 張る 。 エ 上げる 。 


腕 の つけ 根 は 若干 、 
後ろ を 向き ます 。 


肩 を すく め る 。 


腕 を 肩 ま で 上 げ る 。 


両 腕 を よせ る 。 


腕 の つけ 根 は 前 を 
向き ます 。 


A 


CD 
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ワキ の 構造 


まず 、 筋 肉 の 位置 や 形 を 理解 し まし ょ う 。 体格 が 変わ っ て も 、 構 造 は 変わ り ま せん 。 


(内 側 頭 ) 


女性 の セク シー さ を 出 す ポ イン ト は 形 で 
は な く 、 一 つ ひ と つの くぼみ や 、 ね じ れ 
方 の 表現 で 出し て いき ます 。 


肩 の 三角 筋 の 周囲 に 集まる 筋肉 に 
腕 の 三 頭 筋 が 突き 刺さ っ て いる 感 
じ で 、 そ の すき 間 に で きる くぼみ 
が ワキ の 大 き な セ クシ ー ポ イン ト 
で す 。 


広 背筋 の 出っ張り に よっ て 、 
くぼみ が 強調 され ます 。 


肩 に 腕 が 刺さ っ て 、 ワ キ が 
で き あ が り ま す 。 


腕 を 上 げた り 、 ワ キ を し め る と 、 上 腕 三 頭 筋 の 
長 頭 が 伸縮 し 、 ワ キ の 内 側 に 押し 込ま れる 形 に 
な り ま す 。 こ の 部 分 も セク シー ポイ ント で す 。 


押し 込ま せる 


ワキ の 裏側 


《 ワ キ を し め た 場合 》 
へ 胸 と 胴 の 間 に シワ が より 、 
演 れ て 肉 が 表 に 現れ ます 。 
上 記 の セク シー ポイ ント と 
併せ て 、 裏 技 と し て 使う と 、 
より 絵 を 魅力 的 に し ます 。 


NN 


三角 筋 と 上 腕 筋 の 境目 に 段差 が で き 、 力 ん だ 肩 と スラ リ と 伸び た 
上 腕 が 、 肉 と 肉 が ぶつ か りあ っ た うねり を 生み ます 。 


ョ ミー ン 


ワキ は 普段 は 隠れ て いる の で 、 
現れ た と き に 、 女 性 らし さ が 


際立ち ます 。 
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Ee 
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*: 肩 ・ ワ キ を 中 心 と し た 作例 鈴 
肩 に ロ づ け す る 女性 を 描き ます 。 上 腕骨 の つけ 根 が 
顔 よ り 前 に きま す 。 同 時 に ワキ の 下 の 大 きく えぐ れ 
た 空間 を 描き ます 。 


に ) 
全身 の ラフ を 、 ア タリ 


か ら 描 いて 上 半身 と 下 
半身 の 体 の 拡 り と 動き 
を 確認 し ます 。 


様々 な 角度 か ら 
ポー ズ を 想像 し 
パ て み ま し ょ う 。 


ラフ を も と に 大 きく ポー ズ を 描き ます 。 
顔 の 傾き 、 胴 体 、 首 や 腕 の 角度 な ど 。 


乳房 か ら つ な が る 腕 
胴 の 厚み が この 絵 の 難 
し い 科 所 。 


鎖骨 や 胸 の 動き に 注意 し な が ら 描 き 進め ます 。 二の腕 の 肉 づ き や 腕 の つけ 根 、 首 の スジ な ど 
セク シー 要素 を 押さ えて 仕上 げに 入り ます 。 


ふ 肩 ・ ワ キ を 中 心 と し た 作例 @ 
両 腕 を 頭 の 後ろ で 組む お 女性 を 描き ます 。 手前 の 二の腕 か ら 続く ワキ と 、 奥 の 胸 か ら 腕 に 続く ワキ 
の 縁 が ポイ ント 。 


アタ リ か ら ラ フ を 
描 を ます 。 胴体 の 
丸み と 厚み 、 二 の 
腕 の 流れ に 注意 し 
ます 。 


肩 の 支点 は この ポー ズ で は 見 えま せん が 、 ラ フ の 時 点 
で は 意識 する た め に 描き 入れ て お く と いい で し ょ う 。 


ow 
Po 
胸 の ふく ら み と ワキ 
の くぼみ に 注意 し て 
ワキ の 微 調整 を し ま 二の腕 は 胴体 に 


す 。 肩 か ら 背 中 へ の まっ すぐ 刺さ っ 

し な や か な ライ ン も て いる イメ ー ジ 

大 切 で す 。 で す 。 右側 に 肩 か ら 釧 骨 、 左 側 に 肩 か ら 
背中 へ つなが る ライ ン を 描き ます 。 
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せ ]・ 馴 選 


是 避 6 


どん な に 肉感 が ある 体つき で も 、 肩 甲骨 と 鎖骨 を 適度 に 描き 入れ る ど と 華 礁 で スラ ッ と し た 象 
に な り ま す 。 描 きす ぎる と や せ て ガリ ガリ に 見 えて し まう の で 、 注意 が 必要 で す 。 


肩 甲骨 と 鎖骨 の セク シー ポイ ント 


肩 の つけ 根 あ た り 


ワキ の 下 あ た り 


背骨 側 ・ 下 部 に 
陰 が で きやすい 
で お 


《 腕 に よる 肩 甲骨 の 動き 》 


WW ¢ 


腕 を 横 か ら 上 げ る と 肩 甲骨 下部 が 横 へ 開き ま 


胸 を 張っ た 場合 
肩 が 後ろ 側 に 動き 、 


N ti 
グ / せま く な り ま す 


7 OO 


背中 を 丸め た 場合 。 肩 が 前 側 に 動き 、 
ンー 左右 の 肩 四角 の 間 1 
が 広く な り ま す 。 
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\ 
1 


鎖骨 と 肩 申 骨 は つなが っ て いる の で 、 
上 腕 の 動き と 連動 し ます 。 


ww 


腕 を 前 か ら 上 げ る と 肩 甲骨 下部 が 前 に 


押し 出 


胸 を 張る と 、 鎖 骨 が 
浮き 出 て 首 も と に 陰 
が で きま 


され ます 。 


す 。 


背中 を 丸め る と 、 肩 部 分 に くぼみ が 
で き 、 鶴 骨 の 腕 側 に 陰 が で きま す 。 


表明 


* 肩 皿 骨 と 鎖骨 を 中 心 と し た 作例 

乳房 の ポリ ュー ム ・ 和 柔らか さと 
負 信 の 硬 さ の ギャ ッ プ で 女性 ら 
し さ を 演出 で きま す 。 


2/ 


左 の 図 の よう な アン グル で は 
鎖骨 も 肩 皿 骨 も 見 えま す 。 


融 骨 を 上 下 ら 本 の 線 で 表現 
する こと で 、 よ り 「 浮 き 出 
た 骨 」 感 が 出せ ます 。 


ト 上 の 図 の よう に 鎖骨 
が な いと 、 点 く よ か 
な 印象 。 


鎖骨 や 肩 申 胃 で スレ ンダ ー さ を 
強調 し た いと き は 、 二 の 腕 や 胸 
に 丸み を も た せ て 、 ほ ど よ く 健 
康 的 に 魅せ は まし ょ う 。 
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草 世 


是 避 6 
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育 中 の セク シー ポイ ント 


女性 の 背中 は 背骨 が S 字 を 描く 姿勢 が 一 番 美 し く 見 えま す 。 


助 骨 の 下 あ た り に 
くびれ が で きま す 。 


背中 で 絵 的 に ポイ ント に な る の は 
下部 に で きる 陰 と 背骨 の くぼみ 、 


この あたり の 背骨 は あま り 出 き 


。 平ら に 見 え が ち な 背中 で す が 、 そ れ ら が 
アク セン ト を 加え 、 女 性 らし い セ クシ ー な 背 
中 を 演出 し ます 。 
この あたり の 肩 甲 骨 は 
隆起 し ます 。 
1 CA 
| 
いい 
」 
MM 1 


肩 甲 骨 の 
腰 の 陰 で 
それ ら が 


せん 。 


体 を 反 る ポー ズ で 航 力 的 な 背中 を 描く 


まっ すぐ な 背中 は 単純 
で す が 、 そ れ ゆ え 形 が 
と り に くい で す 。 


首 に つなが る 奥行 き 
肩 甲骨 
腰 の くびれ か ら お 尻 
へ の 奥行 き 
な ど 、 ポ イン ト を し っ 
か り 押 さき えま し ょ う 。 


腕 を 後ろ に 引く と 肩 甲 骨 の 
陰 が で き 


上 体 を 投 っ て 、 腰 の 
く ほ み を 出し ます 。 


さら に 難易 度 を 上 げ て 、 片 側 に 体重 を か け ま す 。 
腰 の バラ ンス を 月 し 、 育 骨 に 変化 を つけ る こと 
で 、 女 性 の は ん な り し た 印象 の 背中 に な り ま す 。 


傾い て いる の で 、 左 上 
の 図 で は 見 えな か っ た 
足 と うな じ が 見 え 、 そ 
の 見 えぐ あい の バラ ン 
ス が セク シー に な る ポ 
イン ト で す 。 


ヽ 


部 か ら 背中 に 向かう 体 の 
和 丸み と くびれ も 、 セ クシ ー 


ポイ ント 。 
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時 避 品 


女性 を 描く とき 、 ボ ディ ー ラ イン の な め ら か さ は 欠か せま せん 。 腰 の くびれ は 女性 の ボディ ー 


ライ ン を 象徴 する 箇所 で す 。 
腰 の くびれ の セク シー ポイ ント 
正面 か ら 見 て も 、 助 骨 と 懇 の 間 の くびれ は 目立ち ます 。 / 
腰 を 太く 見 せる 度合 いで セク シー 度 も 変わ り ま す 。 ( 
体 を 丸め な いか ぎり 、 た と 
え 体 を 横 に 換 っ て も 、 く び 
れ は 残り ます 。 
S グ 
っ へ 
04 
腰 


を 向く と 、 隙 の くびれ は 消え ます が 、 そ の 2 
代わ り に お 尻 と 背中 に くびれ が 発生 し ます 。 の 0 人 人 朋 ニ 0 3 た さっ つい 
これ お セク シー さ な 家 現す る ポイ ント で す 。 で き づ ら い ポ ー ジ ング で も 、8 字 を つく る よう 
に まし まう 


骨 柄 の 出っ張り は 、 女 性 と 


は 特に 大 きく 、 特 徴 的 な の 
の で 、 横 向き で 見 えな い 
場合 以外 は な る べく 意識 助 骨 
し て 描き ます 。 I 外 腹 斜 筋 (つなぎ き ) ここ 
外 腹 斜 筋 (お な か ) | 
呈 般 の 腰骨 ™ a ( 
大 服 筋 (お 選 ) 


女性 の 体 に は 、 腰 の 大 き な く びれ 以外 に も 様々 な くびれ が あり ます 。 正 面 で は わか り づ らい で す が 、 
角度 を 変え る と それ ぞ れ に 起伏 が あり ます の で 、 ひ と つ ず つ な め ら か に 、 で も 確実 に 描き ます 。 


お へ その セク シー ポイ ント 
お へ そ は 腰 の 動き に 沿っ て 曲線 を 描き ます 。 こ の と き 
腹筋 の 出っ張り が お な か に 現れ る た め 、 ポ ッ コ リ と し 04 
た ふく ら み の ライ ン を 意識 し ます 。 腰 
J ・ 
お へ そ は 体 の 正中 線 
上 に あり ます 。 


腹筋 を 強調 する と 、 下 腹部 の 陰影 が ・ 
際立ち 、 よ り セ クシ ー に な り ま す 。 * 


J 和音 くびれ の 凹 凸 か ら 

4 派生 する 流れ が 「 お 
へ そ 」 の 穴 に 流れ 込 
お イメ ー ジ 。 
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04 
腰 
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腰 の 接 り を 応用 し た セク シー ポ ボーズ 


胴 は 禄 筆 型 と 覚え る 。 


下腹 部 の 下着 ゾー ン 
を 広く と る と 股 が 広 


く な り 、 脚 の 自 


が 上 が り 、 


度 


動か 


すく な りき 


た す 。 


し や 


体 幹 部 分 の 首 律 型 を 3 分 割 し ます 。 
上 か ら 胸 、 く びれ 、 腰 骨 と し 、 見 当 
を つけ て ライ ン を 描き 入れ 、 基 準 に 
し て 目安 を つけ ます 。 


股 に 集まる 肉 の 凹凸 を 表現 で きる ポー ズ で す 。 体 を 撤 る 
こと に より 、 正 中 線 か ら お へ その ライ ン を より きれ い に 
表現 で きま す 。 


人 
| 
YY 


お な か と 内 も も の 境界 に あ 
る 溝 も セク シー ポイ ント ! 


くびれ と 腰骨 の 間 、 お な か 
の 点 く ら み の 中 に お へ そ が 


体 が 前 か が み だ と お な か の 肉 が 圧迫 され 
横 に 広がる た め 、 お へ そ も そ の 動き に 
沿っ て 横 広 に な り ま す (位置 は 不変 )。 


腰 ( 尻 ) を 突き 出し た セク シー ポー ズ 


上 か ら 下 に か け て 腰 幅 を 広げ て 描く と 、 
お 尻 を アッ プ し た ポー ズ が 描け ます 。 


1 
2 / くびれ の 位置 で 
段 を つく る 。 


助 骨 の 形 が 薄く 
肉 か ら 浮き 出 て 
セタ シー。 


04 
腰 


S 字 
お 尻 は 丸 を 描い て アタ リ を と り ま す 。 
左右 の 遠近 バラ ンス が と りや すく な る 
た めで す 。 


後ろ か ら 見 た 腰 は 思っ て いる 以上 に 
大 きく 見 えま す 。 腰 を 向け て いる 方 
向 に は な る べく 大 き な 曲 線 を 描く と 
セク シー に 見 えま す 。 左右 の バラ ン < 
ス を 整え られ る 限界 ・ 
まで 、 曲 線 を 失 り 3 
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壁 に より か か り 、 懇 を 突き 出す ポー ズ 


右 に 重心 を か け て 腰 を 手前 に 突き 出し て いま す 。 
さら に 下 か ら の アオ リ の 構図 で す 。 


《 正 面 か ら 》 《 横 か ら 》 《 下 か ら 》 


アオ リ の 場合 、 胴 体 の 
下 半 分 の アタ リ を 大 き 


正中 線 


め に と り ま す 。 
04 | 
還 1 
| | 1 
\ へ 
が H 
肪 や 骨盤 の 左右 の 出っ張り 
な ど 左 右 対称 が ずれ な いよ 


正中 線 
うに 各部 位 を 加え て 、 遠 近 


の バラ ンス も 見 ます 。 


大 きく 曲がる 

we 。 お へ そ は 中 を 黒く 塗り つぶ すず より 、 中 の 

イツ 突起 を 表現 し た ほう が か わい いで す 。 を 
正中 線 が 助 骨 の 中 央 の 合わ さっ た 割 
れ 目 に あたり 、 お へ そ や 股間 の 割れ 

2 0 目 上 に つなが り ま す の で 、 遠 近 の つ 
いた 左右 対称 の バラ ンス を 正す 補助 
線 と し て 便利 で す 。 
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寝 そ べ っ て 上 腰 を 上 げ る ポー ズ 


頭 が 前 に 来 て いる 構図 で す が 、 腰 を 浮か せる こと で 、 腰 に 焦点 を お き 、 上 半身 と 下半身 の バラ 
ンス を と っ た ポー ズ で す 。 


ここ の お 尻 を 出す か どう か で 、 セ クシ ー さ が 
変わ り ま す 。 角 度 が つい て 見 えな い ほ う が 腰 
の 捨 り が 強く な り 、 よ り セ クシ ー で す 。 


04 
腰 


この ライ ン は 実際 に は 存在 し ませ ん が 、 
お 尻 と 胴 の つなぎ 目 を 表す 線 と し て 描き 
入れ まし た 。 こ れ が な いと 、 線 画 の 場合 、 
立体 を 担 握 し づら く な り ま す 。 ま た 、 腰 
骨 の 突起 の 表現 に も 使え ます 。 


ト 着 ゾー ン の 三角 か ら 脚 を 生やし ます 。 こ の と き 、 遠 近 の か 
か る 奥 側 の 脚 は 体 の 傾き に 影響 を 及ぼ す の で 、 慎 重 に 長 さ を 
調整 し まし ょ う 。 奥 の 膝 の 位置 が 高い と 、 膝 が 奥まっ て 腰 が 
低く 見 えま す 。 奥 の 膝 の 位置 が 低い と 、 膝 が 手前 に 突き 出し 
腰骨 て 腰 が 浮 ぎ 、 奥 の 脚 で 体 を 支え て いる よう に 見 えま す 。 


線 に は すべ て 意味 を も た せる ! 


・ よく 意味 の わか ら な い 線 は 、 着 色 の と き ・ 
: 大変 困り ます 。 筋肉 や 骨 な ど 人 体 構造 に ・ 
・ 則 し た 了 凹凸 や シワ が で きる と いう こと を 
・ 念頭 に 、 線 は 選ん で 描く よう に し ます 。 ・ 


ee 
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上 体 を 失 り つつ 座る ポー ズ 


作例 A 


肪 骨 を 描く と 捨 り ぐあい が わか りゃ や すく 
な り 、 乳 房 の 形 も 間違い に くく な り ま す 。 


脚 の つけ 根 は 直線 で は あり ませ ん 。 内 服 
の ふく ら み が 影響 し 、 曲 線 に な り ま す の 
で 、 注 意 し まし ょ う 。 


04 
腰 


脚 を 曲げ る と 骨 衣 の 位置 が 
あい まい に な りや すい の で 
胴 の 形 を 意識 し ます 。 


腰 を 把 る こと で 上 体 と 下半身 の 
向き が 変わ っ て いる の が わか り 
づら い の で 、 左右 の 筋肉 の 流れ 
を 別 レ イヤ ー で 描い て お きま 
す 。 ア ナ ロ グ の 場合 は 別紙 に 描 
いて お きま し ょ う 。 あ と で 陰影 
を つけ る と き 重 宝 し ます 。 


腰 の 描 り に 加え 、 上 体 を 前 に 出す 、 頭 を 傾 
ける な ご どの 接 り を 上 手 く 追加 する と 、 し ぐ 
さ の 女性 らし さ に 磨き が か か り ま す 。 
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Chapter 


乳房 ・ お 尻 ・ 股 間 


乳房 ・ お 尻 ・ 股 間 は 、 男 性 と 女性 で 最も 
特徴 に 差 が 出る バーツ で す 。 筋 肉 や 脂肪 
に よる 凹凸 や シワ な ど を 理解 し て 描か な 
いと 、 絵 を 見 る 方 に アビ ピー ル で きま せん 。 


防 
| | 
食 

| Y 

ア 

NN で \( 
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\ x ) 
ーー \ 


女性 の 体 の 重要 な セク シー パー ツ の ひと つ で ある 乳房 は 、 魅 力 的 な 女性 を 描く に あたっ て の 必 
須 科 目 で す 。 基 本 的 な 構造 を 理解 し 、 乳房 の 弾力 や 柔らか さ 、 丸 み を 表現 し まし よう 。 


乳房 の 描き 方 
(上 か ら の イメ ー ジ ) (上 か ら 見 た 用 ( 角 )》 
DD 
みぞ お ち 
明 (土台 ) を 描き ます 。 上 か ら 見 た 胴 の 形 を イメ ー ジ し ます 。 


《 イ メー ジ 》 


QO 、※X 
ey 5 


胴 の 中 心 を 丸 で 見 当 を つけ て 、 上 か ら 見 た 胴 を イメ ー ジ し 、 重力 し か 考え て 
そこ か ら 外 へ 向く よう に 乳房 を 胴 の 丸み を 考え に 入れ ます 。 いま せん 。 
描き ます 。 
三角 筋 
ow — 
を ヘア 


この くぼみ 


肩 と 乳房 の 間 に 余 っ た 脂肪 に よっ て 、 く ぼ み が で きま す 。 
乳房 の 丸み を 強調 し な い 垂れ 乳 や 、 小 さい 乳房 に し た い 場 
合 は 、 こ の 部 分 を 乳房 と つなげ て 、 一 体 化 さ せる と ボリ ュー 
ム が な く な り ま す 。 


| 


ポ 乳 房 の 始点 は 
70 ペ ー ジ 参照 


肩 の つけ 根 で ある 三角 筋 か ら 
乳房 を 描か な いよ う 注 意 ! 


胴 を 土台 と し た 胞 の 変形 化 か ら 見 る と 、 肌 の れ み の 
影響 で 乳房 の 根 も と は 潰れ 
て いま す 。 乳房 の 柔らか さ 
は 、 こ の 潰れ ぐあい で 表現 
で きま す 。 和 外側 の ふく ら み 
ライ ン で も 十分 柔らか み は 
出 ま す が 、 根 も と の ライ ン 
も 重要 で す 。 


乳房 の 根 も と ライ ン 


ワキ の 下 の 肉 と 乳房 が 


合流 し ます 。 
胴 ( 入 ) の ライ ン に ( 下 か ら 見 た 胸 の 強調 ボイン ト ) 
治っ て いま す 。 * 
KUN) 《 大 》 谷間 
根 も と ライ ン 
アオ リ ( 下 か ら ) で 見 る と 、 胞 の 根 
も と の ライ ン が 助 骨 で 押し 上 げ ら れ 
乳房 が 大 きく な る と 、 つ か り 合 っ て 谷 問 が で きま す 。 る の で カ み が 開 詳 され 、 感 り 上 が り 
ます 。 


乳房 の 形 


重力 が か か る の で 下 に 伸び 、 胴 に の っ て いま す 。 胴 の 丸 さ を 受け 、 乳 房 は 外側 を 向き ます 。 


外 へ 
《 無 重力 》 《G 小 》)  %G 大 )》 


@ @ 名 


重力 (G) に よっ て 脂肪 が 下 に 移動 し ます 。 
た だ 、 乳 首 で 上 下 を 分 けた 上 下 の 体積 比率 は 
変わ り ま せん 。 


ES まこ 


* ぶ あお 向け の 乳房 


あお 向け に 寝る 場合 は 、 下 に 重力 が か か る 
た め 、 乳 房 が 胴 の 上 を 流れ 落ち 、 背 中 側 へ 
落ち て いき ます 。 


乳房 の 種類 


《 小 さめ 》 


《 弾 力 型 垂れ 乳 》 
SN 


「 鎖 骨 の 下 ] 「 ワ キ の 下 」 
乳房 の 始点 に する と 、 大 
バラ ンス よく 描け ます 。 


6 


の 部 分 を 
きい 胸 も 


《 垂 れ す ぎ 乳 》 


ふく ら み は ある が 下 に 弾力 が あり ませ ん 。 
01 垂れ て いま す 。 
乳 
房 《 爆 乳 型 》 


乳首 が 極端 に 上 に 向く こと が 
多い で す 。 


《 絡 み 型 》 


脂肪 が 多い た め 、 谷 が 潰れ て 


すき 間 が な く な り ま 


谷間 が で きま せん 。 
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す 。 


極端 に 外 に 向き ま 


下 に 落ち る 


《 ロ ケッ ト 型 (授乳 型 )》 


ニー トト 


ーー 
た 

O さ 

/ N 乳腺 


微 乳 の 場合 も 三角 に 失 り 
ます が 、 こ れ は 大 胸 筋 と 
乳腺 に 支え られ た 乳房 が 
脂肪 が 少な いた め に 、 丸 
み を お び て い ま せん 。 


脂肪 が 少な いで す 。 


《 下 集中 型 》 


、 ニラ 


胸 の 形 が 内 側 に より 、 鎖 骨 の 
下 に 丸み が 浮き 出 ます 。 


肩 を 内 側 に すく め た ボー ズ 


乳房 が 中 に 押し 込ま れ て 均等 な 力 で ぶつ か り 谷 問 が 直線 に 
な っ て で きま す 。 


《 弾 力 型 》 


重力 が か か っ て も 丸み が 崩れ な い 
た め 、 ぷ る ん と し た 丸み を より 強 
調 で きま す 。 


《 肩 を 上 げた と き の 乳 房 の 動き 》 


上 へ 


胸 と 肩 は 筋肉 で つなが っ て いる 
の で 、 腕 を 上 げ て 肩 が 上 が る と 
乳房 も 上 に 引っ 張ら れ ま す 。 


《 下 乳 削り 型 》 


下 の | 


線 を 描か ず 、 陰 で 丸み を 表現 。 
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きら 


乳房 の 魅せ 方 


ぶ 腕組み 
腕組み 、 ま た は 手 で 持ち 上 げ て 
外側 に こぼれ る 乳房 の 柔らか さ 
を 表現 。 
《 乳 房 の 曲線 の 描き 方 》 
a 
a ーーー も 
ペン ーーー 
乳房 の 形 を 考え な が ら 形 が 丸 で な くい び つ 。 
曲線 を 描き ます 。 
ぷ 弾 ま せる 
01 他方 向 に 揺らし 弾 ま せる こと で 、 
乳 勢い の つい た 柔らか さ を 表 現 。 
房 


跳ね 返っ て 外 へ 
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谷間 を 小さ くし て 
ふく ら み を 強調 


腕 か ら こ ぼれ る 感じ 


(3 


太く 強め に 


乳房 の か ふく よ か さ を 強く 表現 する に は 、 
及 骨 全体 の 形 を 損なわ な い 範 囲 で 、 和 乳房 
と 和 肪 の 境目 を 太く 、 強 め に 段差 を つく る 
よっ eB まま lS よっ 


伸び る 


に 


肌 


下方 へ の 重力 を 考え ず に 動か す た め 、 
胸 に つい た ボー ル を 弾 ませ る 要領 で 形 
を 演出 し ます 。 


引力 


左右 に 振ら れ 、 反 動 で 外 に 広がる こと も 
あり ます が 、 こ の 状態 は 形 が 見 栄え し な 
い の で 、 漫 画 で 動き を 表現 する と き 以 外 
は 、 あ まり 描か な い ほ うがい いで し ょ う 。 


の 06 押 か な い 上 部 も 、 れ み が つ な 
? が っ て いる こと を 意識 し て 、 
アタ リ で は 補助 線 を 入れ て お きま す 。 


肉 が 上 に 持ち 上 が り 、 段 差 が で きま す 。 


横 か ら 見 る と 、 ワ キ の 下 か ら 乳 房 が 出 て いる の が 
わか り ま す 。 こ の 点線 あたり か ら 、 乳 房 の 脂肪 が 
増え て いき ます 。 


最も 高い 位置 に 乳首 


ま 9 


民 33 


乳首 の 位置 は 、 乳 房 の 最高 点 に あり ます 。 

お 柳 型 の 乳房 で 、 天 地 諾 右 ら 分 の 1 の 分 割 左右 の 大 き さ を 若干 変え た り 、 上 下 を 少し ずら 
線 が 交わ る 頂点 で す 。 乳首 の 位置 は 、 乳房 。 | す な ど 変化 を 加え 、 動 き を つけ られ ます 。 
全体 の 形 を 決め る こと に な り 、 正 確 に 描く 

と 乳房 の 立体 感 に 説得 力 が 出 ま す 。 


《 い ろ い ろ な 乳首 》 


《 柔 ら か さ を 演 出す る ポイ ント 》 


: 丸み に 直線 や へ こみ を 入れ る と : 乳首 は 乳房 の 中 心 、 顔 (表情 ) の よう 
: より 柔らか く 見 えま す 。 丸い だ け : な も の な の で 、 形 を 工夫 する と 乳房 に 
osxsnzcdiidaassstsiddgseasassssxasssssssarssssasgsrsset 1 稀 訪 が 揃 じ お 


に ) 


(少し だ け 動 き の ある 乳房 に する た め に )》 | 
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乳房 を 中 心 と し た セク シー な 作例 


乳房 の 和 散ら か い ラ イン を ポー ズ に よっ て 意図 的 に 増やし て いき ます 。 


ふ 下 乳 を つく る 


腕 を 胸 の 上 で 絡め 、 乳 房 を 圧迫 し て 、 下 乳 を つく り ま 
す 。 乳 房 の 上 部 を 前 か ら 押し 潰す よう に 抱き 込み 、 下 
側 を 意図 的 に いふ くらま せる 感じ で す 。 衣服 や 道具 を 使 
えば 同じ 効果 を 得 ら れ ま す が 、 体 を 使っ て 押し 潰し 、 
セク シー さ を 演 出し ます 。 


ーー 


a 


ジテ 


圧迫 され た 乳房 が 外側 に 広がり 、 ワ キ の 下 も 


外 に 引っ 張ら れる た め 、 シ ワ が で きま す 。 
《 横 か ら 見 た 図 》 ] 
01 
乳 
房 


の 。 下 乳 の 輪郭 線 は あえ て 描き ませ ん 。 
の 上 か ら 圧 迫 す る と 、 下 が 盛り 上 が り 、 


乳首 も 乳房 も 上 を 向き ます 。 そ こ で あえ て 下 の 
A 輸 郭 線 を 消し 、 陰 影 の み で 表現 する と 、 柔 ら か 
乳房 と 助 の 境目 が は っ きり し て いま す 。 DTN 
腕 の 圧 カ 
ーー 
圧 人 へ 
上 向く 


上 に 盛り 上 が る ~ 
1 
乳房 と 助 の 境目 が ぼや け ま す 。 
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乳房 を 左右 に 揺らす ポー ズ 
ジャ ンプ 、 走 る 、 着 地 な ど 体 の 動き に 付随 し て 胸 の 動き を つく り ま す 。 


まめ 治 。 属 


( 胸 の ブレ 方 》 | 


(OOwO ク | 


| 左右 の 形 を バラ バラ に する と 、 全 身 | 
| の 動き も 大 きく 見 えま す 。 | 


|  ※* 物 理 的 に 不可 能 な 動き に は 注意 ! 
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泊 記 
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寝そべっ て 胸 が 外側 に こぼれ る アオ リ の ポー ズ 


乳房 は 、 胴 の 中 心から 放射 状 に 配置 し 、 胸 を 大 きく 見 せる た め に 、 腕 を 
重力 で 下 に 引っ 張ら れる こと を 考慮 に 入 開か せる ポー ズ に し て み ま す 。 
れ ま す 。 


(se 
/ \ x 
~~ 
NN 
N_ 
ドー ム 型 の 胴 か ら 


外 に 重力 で 引っ 張 
られ る 乳房 


わずか に アゴ を 上 に 向け る と 、 体 幹 が 
の け ぞ っ て 胸 が 大 きく 見 えま す 。 


助 骨 の 形 が 乳房 の 下 に 浮き 出 て いる と セク 
シー で す が 、 や りす ぎ ざ て し まう と や せ す ぎ で 
不健康 に 見 える の で ほど ほど に 。 


ほど よい 浮き 出 方 骨 が 出す ぎ で や せ て 見 える 


髪 を か き 上 げ な が ら 上 体 を 反 ら す ボーズ 


上 向き 


NN 


えび 反り に する こと で 、 
胸 を 上 に 向け て 勢い を つ 
け 弾 ん だ よう な 胸 が 描け 
ます 。 


押し 出さ れ た ノノ 腰 を 引く 


助 骨 が 浮き 出る 


腰 の 曲線 は 「 お お げ さ 」 ぐ らい 
が ちょ うど いい で す 。 
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弄 張 台 


お 尻 は 、 乳 房 に 負け ず すず 劣ら ず 重 要 な 女性 の セク シー パーツ で す 。 そ の プリ ッ と し た 弾力 と 丸み 
を 表現 する た め に 、 筋 肉 の つき 方 や ポー ズ に よっ て の 見 え 方 の 違い を 学び 、 よ り 魅 力 的 な お 尻 


を 描き まし よう 。 


お 尻 の 描き 方 


お 尻 の 凸凹 、 ふ くら み を 大 別 す る と 下 左 図 の よう に 2 箇所 あり ます 。 た だ 、 下 右 図 の よう に 表 


現す る こと も あり ます 。 そ の 場合 は 、 各 ふく ら み に 脂肪 が の っ て いる 状態 と 考え ます 。 


漠 光 品 


引 肪 が な め ら か に ふた つの 凹凸 を つない で いる た め 
に 、 放 くらみ が ひと つの よう に 見 えま す 。 


アン グル を 下げ る と 


な 3 局部 が 見 えて きま す 。 
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脚 を 閉じ る と 、 


( 育 中 と お 尻 の 境界 ) が 深く な り ま す 。 
これ は 股 を 閉じ る こと で 、 お 尻 の 肉 も 


引き 締まり 、 


| 一 還 
W 
| ーー 
お 尻 の 上 に で きる シワ 


H 央 に よる た めで す 。 


脚 を 上 げ て お 尻 を 下 か ら 見 る 


お 尻 の 丸み を 頭 に 入れ な が ら 、 
太もも へ つなげ て いき ます 。 


* ぶ 横 か ら 


下 が 圧 迫 さ れる と 脂肪 が 
横 に 広がり ます 。 


脚 を 力強く 伸ばす た め 、 お 尻 も 計 
動 し ます 。 ピ ン と 張り 、 丸 み が 増 
し 、 よ り 球 体 に 近く な り ま す 。 


畠 


丸 を 描い て 、 椅 円 で つなぎ ざ 、 橋 
SS - か ら ふ くら は ぎ を 伸ばし ます 。 


! 2: 太 も も i 


お 尻 の 裂け 目 の 上 に は Y 字 型 の お 尻 


と 胴 ( 体 幹 ) の 境界 が で きま す 。 


Y 字 の 上 に は 尾骨 の 突起 が あめ る こと を 
忘れ な いよ う 、 注 意 し まし よう 。 
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08 
お 


に 


漠 品 
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お 尻 の 形状 


お 尻 の 形状 は 体型 や 肉 づ き で 描き 方 が 変化 し ます 。 ま ず は 自分 の 好み の お 尻 を 見 つけ て 練習 を 
し 、 徐 々 に バリ エー ショ ン を 増やし て いき まし ょ う 。 


《 お 尻 の 基本 形 》 


| / (( お 尻 の 丸み が バラ ンス よく 体 の 

8 アウ トラ イン に 収まっ て お り 、 

FN 張り 出し た お 尻 が 上 方 向 に 向い 
で いま す 。 


に 背中 か ら お 尻 に か け て きれ いな 
S 字 曲線 を 生み 出し て いま す 。 


すき 間 
《 お 尻 の 肉 づ き が 薄い スレ ンダ ー タ イプ 》 | 


や せ て いた り 、 体 が まだ 成熟 し きっ て 
いな い イ メー ジ で す 。 


お 尻 が 小さ く 、 張 り 出し も 弱い た め 、S 字 < 
線 が あま り 丸 み を お び て い ま せん 。 


すき 間 [0 


《 お 尻 の 肉 づ き が よい ぽっちゃり タイ プ 》 


ムチ ムチ と し た 肉感 と 成熟 し た 女性 の 
体 の イメ ー ジ で す 。 


お 尻 全 体 の 丸み が 大 きく 、 ら 字 曲 線 も 
丸み が 強く な り 、 年 齢 に よっ て 脂肪 が 
た る ん で きま す 。 


お 尻 の 動き と 形状 の 変化 


お 尻 の 動き と 形状 の 変化 を 見 る た め に 太もも を 動か し て み ま し ょ う 。 そ の と き に 、 胴 体 部 分 の 
筋肉 や 脂肪 の 形状 は それ ほど 変化 し ませ ん 。 股 間 部 分 を 基点 と し て 、 お 尻 か ら 太もも に か け て 
の 筋肉 の 流れ の 形状 を 描き まし ょ う 。 


太もも を 前 に 上 げた こと に より 
お 尻 の 曲線 の ライ ン と 太もも の 
線 の ライ ン が 同化 し て いま す 。 


逆 に 太もも を 後ろ 側 に 上 げ る と 、 
太もも の 動き に 押し よせ られ た お 
尻 
お 


よ は 、 太 も も と の 境目 を つく り 、 
尻 の 人 ふくらみ を 強調 する よう な 
形 に な り ま す 。 


この よう に 各部 位 の 動き や アン グル に よっ て 形状 や 見 方 が 
変わ っ て きま す 。 こ うい っ た 変化 も よく 理解 し て 、 体 の 表 


情 の ひと つと し て 取り 入れ て いき ます 。 81 


お 尻 の 丸 さ と 柔らか さ 


お 尻 の 最大 の 区 力 で ある 丸 さ と 柔らか さ を 纏 調 し て いき まし ょ う 。 接 合 す る 腰 や 太もも の 描き 
方 し だ いで 、 お 尻 の 上 魅力 は グッ と 増し ます 。 そ を それ ぞ れ の 部 位 の つなが りゃ や 曲線 の 流れ も 意識 し 
まし まう 。 


背中 か ら の 8S 字 ラ イン で お 尻 の 丸 さ を / 
強調 し ます 。 水 着 や 下着 を は く 場 合 に 
は 、 お 尻 の 形状 を 月 さ な いよ う 注 意 し 
ます 。 リ 


水着 や 下着 の シワ は 、 
お 尻 の 肉 の 流れ に 治 わ 
せ て 、 立 体感 を 補助 し 
ます 。 


《 地 面 に 座っ て 圧迫 され た お 尻 》 
お 尻 に つい た 脂肪 が 横 に 
広がり ます 。 太 も も は 外 
に は 流れ ず 、 内 に 向かう 
の で 曲線 の 方 向 に 注意 。 


お 尻 の 山 を アピ ー ル 
0e し た ポー ズ は 、 お 尻 
お と 太もも の 立体 感 を 
尻 意識 し て 描き ます 。 


お 尻 は パン ツ 
を は いた 桃 を 
イメ ー ジ し ま 
す 。 


腰 を 反 る こと に より 、 引 力 で 下 に 落ち て いた 脂肪 が か き 集 め ら れ 、 押 し 上 げ ら れ ま す 。 


また 皮 に 閉じ 込め られ る こと で 逃げ 場 を 失い 、 ゆ が み 、 た わ み 、 は ちぎ れ そ うに な り ま す 。 
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女性 の 体 は 骨 十 筋肉 を 脂肪 
で 丸く コー ティ ング し た 塊 
を 、 積 み 上 げ て いき ます 。 


ら に 水着 や 下着 の 食い 込み で 
チビ チ の 肉感 を 表現 し ます 。 


手 で 押し 上 げた り 、 つ か ん だ り 
させ る と 、 肉 の 量感 を 表現 で き 
ます 。 こ うい っ た 演出 は 、 お 尻 
に 限っ た も の で は な く 、 ほ か の 
部 位 で も 応用 で きま す 。 


お 尻 を 中 心 と し た セク シー か 作例 


体 の ね じ れ に よっ て 生じ る 曲線 と 、 お 尻 の 曲線 を 融合 させ ます 。 


当 光 品 
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* ぷ 前 屈 を 後ろ か ら 接 写す る 構図 
同 は ほぼ 見 え ず 、 前 に 突き 出 た お 尻 は 、 
し 距離 が ある 頭 の は 倍 ぐ らい の 大 き さ の 
を アタ リ に と っ て 描き ます 。 下 着 が アッ プ 
こ な る た め 、 お 尻 の 肉 に 食い 込む さま や 前 
屈 に より 引っ 張ら れ て 体 に 張り つい て いる 
状態 を リア ル に 表現 し ます 。 


に 
HH > 


左 太もも を 上 げ る こと で 、 左 の 
お 尻 の 丸み を 強調 で きま す 。 


つん ば い に な っ て 、 お 尻 
を 突き 出さ せま し た 。 


あえ て お 尻 を 左右 非対称 
に し 、 体 を ね じ ら せ て 左 


右 の 太もも に 前 後 を つけ 
人 ます 。 た だ 普通 に 後ろ 次 
を 描く の で は な く 、 お 万 
付近 の ポー ズ に 表情 を つ 


ー プ 
sa ング け ま す 。 


*“ お 尻 を 強調 させ る 構図 の 描き 方 


背中 の ライ ン は 隠れ て いま す が 、 お 尻 と 上 半身 で 全身 の 反り を 表現 し まし た 。 お 尻 に : 


お 尻 の 肉 に 食い 込み 、 肉 感 を 表現 し ます 。 


アタ リ を と る 注意 と し て は 、 


半身 が 圧縮 され 、 


わか りや すい で す 。 


乳房 が 重力 に 従い 、 下 に 
向かっ て いる こと も 要 注 
意 で す 。 


隠れ て 見 えな い 部 分 
描き 込み 、 人 体 構造 
に 注意 し て くだ さい 。 絵 と し て 見 せ た い 


も の を 決め て お きま し ょ う 。 ア オリ や フ 


こ 矛 盾 が 


お 尻 が 大 きく 強調 さ べ れ る の で 、 お 尻 に 添え る 手 も 
大 きめ に 描 を ます 。 円柱 を 使っ て イメ ー ジ する と 


も アタ リ の 段階 で は 


H な いよ う 


カン を 使え ば 、 そ の 部 分 を より 強調 で き 


ます 。 


) / アオ リ や フカ ン を 描く 場合 は 、 基 準 と な る 簡単 な パー ス 
4 ライ ン を 描く と グッ と 描き や すく な り ま す 。 中心 と な る 
腰 の 位置 が 決ま る と 、 ほ か の 部 分 も 決ま り ま す 。 
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08 


* 


股間 は お 尻 や 脚 に も つなが る セク シー パー ツ で す 。 骨盤 や 股関節 の 動き 方 に も 注意 し て 、 よ り 
魅力 的 に 描く 方 法 を 身 に つけ まし よう 。 


股間 の 描き 方 


股間 は 日 常 生活 で は あま り 第 出さ れ な い 「 場 所 」 で す 。 構 成す る 筋肉 、 脂 肪 、 局 部 の 凸凹 を キ 
チン と 理解 し て 描き 込み まし ょ う 。 


成人 女性 の 場合 、 骨 右 は 幅広 で 大 きく な り ま す 。 下腹 部 に 少し ポッ コリ 
と 脂肪 が つき 、 恥 丘 部 分 に も ふく ら み が で きま す 。 股間 の 割れ 目 は 正中 , 
線上 に あり ます 。 


座っ て 開 脚 し た 場合 、 お 尻 の \ 
脂肪 が 潰れ ます 。 そ こ を 表現 


する こと が ポイ ント で す 。 ツ 
股 


間 。 ※ 横 か ら 見 た 股間 の 描き 方 


の % 少し 下 か ら の ぞ き 込む 

? よう な 構図 の 場合 は 、 
下腹 部 か ら 局 部 に か け て の 曲線 の 股間 から 見 える お 尻 の 肉 を 描き 込 
ライ ン を 骨格 や 筋肉 や 脂肪 の 凸凹 お と 、 よ り 立 体 的 に な り ま す 。 
を 押さ えて 、 き れい に 描き ます 。 


へ ‘ 
骨盤 の 出っ張り を 描き ます 。 


人 


横 か ら 見 た 際 、 股 間 の 見 えて いる 
部 分 と お 尻 で は 、 お 尻 の ほう が 少 
し 下 の 位置 に な り ま す 。 
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ぶ 溝 め か ら 見 た 股間 の 描き 方 


骨盤 の 出っ張り が 


恥 丘 は な だ ら か に 曲線 を 描き 
お 尻 側 に 回 り 込み ます 。 


斜め か ら 見 た 場合 、 


股間 と お 尻 の 
お 尻 の ふく ら み が 高 さ は 、 ほ ぼ 
見 えま す 。 同じ で す 。 
|) 股間 部 分 を 描く と き は 、 先 に パン ツ の 


形 を 想像 し て 描い て みる と 、 股 間 の 幅 
や お 尻 、 太 も も の 立体 感 を 失わ ず に 描 
きやすい で す 。 ま ず は パン ツ で 簡単 な 
アタ リ を 描き 、 そ こ か ら 肉 づけ し て い 
きま し ょ う 。 見 えな い 部 分 も アタ リ 段 


階 で 描く こと が 大 切 で す 。 
《 様 々 な 角度 か ら 見 た 股間 》 
3 斜め 下 か ら 見 た 背面 る 斜め 上 か ら 見 た 前 面 

03 

和 
間 

左 斜め 前 か ら 
全 背面 


合 斜 め 上 か ら 見 た 前 面 


斜め 下 か ら 見 た 前 面 
3 開 脚 正面 
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体型 に よる 股間 の 見 え 方 


《 ス レン ター 型 》 


脂肪 が 少な く 、 筋 肉 や 骨 が 体 表 に 現れ や すい で す 。 
下着 の 食い 込み が 少な い 分 、 す き 間 が 生 


Na 
股間 の すき 間 か ら お 
太もも の つけ 根 に も くぼみ が 現れ 3 


ュ ア 


筋 内 の スジ は は っ きり 


03 
股 
間 


尻 の 肉 が の ぞ き ます 。 


9。 


立ち お ます 。 パン ツ を つけ て 


の 開 脚 の 場合 、 パ ン ツ と の 間 に す き 間 が で きま す 。 


お 尻 に 脂肪 は あ 


《 ぽ っ ちゃ り 型 》 


脂肪 が つき 、 丸 み を お び た 体 型 で す 。 脂肪 の 重み に 
よる 重力 の 影響 を 受け 、 年 齢 を 増す で ごと に た る ん で 
いき ます 。 下 着 の 食い 込み や は み 出 し た 肉 か ら 、 桑 
ら か な 感触 が 想像 で きま す 。 


| 


股間 は 太もも の 肉 で 埋まり 、 す き 間 が で きま せん 。 
また 太もも の 肉 に 押し 潰さ れ て 、 股 間 の 割れ 目 と 盛 


り 上 が り が 目立ち ます 。 


筋肉 の スジ は 目立た ず 、 恥 丘 の 盛り 上 が り が 目立ち 
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まり な く 、 骨 盤 の 形 が 


た すっ o 


お 尻 の 脂肪 が 潰れ る の で 、 盛 り 上 が り ま す 。 


ポー ズ ・ ア ング ル に よる 股間 の 見 え 方 
ぶ 下 か ら 見 た 場合 


ff 下 か ら 5 見 る こと で 、 お 尻 の 
a 脂肪 が 見 える よう に な り ま 
間 す 。 脚 を 広げ た 場合 、 股 間 

の ふく ら み も 減り ます 。 


太もも か ら の 圧力 で 、 ) ( 
股間 が ふく ら み ます 。 


= ーー (ea ご 03 
* ぶ 上 か ら 見 た 場合 CC 横 に 寝 こ ろ ん だ 場合 役 
間 
股間 の ふく ら み は わか り お 尻 の 脂肪 が 太もも 側 に 引っ 張ら れ 、 股 問 が 2 
ます が 、 割 れ 目 の スジ は 盛り 上 が り 、 カ モメ の よう な 形 に な り ま す 。 
) 見 えま せん 。 場合 に よっ て は 割れ 目 が 目立ち ます 。 
| 2 6 
ミグ アン 
レグ \ ヽ 
/ 
イ 
人 へ 
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股間 の 魅せ 方 


股間 は 普段 隠し て いる 箇所 な の で 、 ふ と し た 動作 で ちょ っ と 見 える 構図 で も 野 力 的 な 絵 に な り 


起 を か きた て る シチュ エー ショ ン で より セク シー に 演出 し ます 。 
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股間 を 中 心 と し た セク シー ポイ ント 


アタ リ は 、 勤 入 に ボー 
に ル (乳房 ) や 脚 を つけ 
重力 で 乳房 が る 感じ で す 。 
潰れ る 


若干 シワ が よる 


人 大 股 開 き の ポ ー ズ 
お 尻 が 潰れ る 


足 が 潰 れる 
< 脚 を すり 合わ せる ポー ズ 
-《 こ の ポー ズ の アビ ピール ポイ ント 》 -----------ーーー-ー 
! 股間 に 集中 する 筋 内 や 脂肪 に よる 段差 で 、 内 感 を 表現 。 

| を 股間 だ け で は な く 、 す さ 間 か ら 、 お 尻 を アピ ー ル 。 

| る 演 れ た ふく ら は ぎ 、 乳 房 、 お 万 な ど 、 潰 れ た 脂肪 で 、 柔 ら 


股間 を 大 きく 広く と る と 、 

/ 大 き な 三 角形 が で きま す 。 
ポー ズ に よる 変化 で 股間 の 

三角 形 の 形 も 変わ り ま す 。 


か さ を 表 現 。 08 
の その の の が だろ AE 筋肉 や 脂肪 に 
アオ リ に よっ て 人 骨 喘 の 出っ張り よる 彼 差 。。 
が ある こと が 強調 され ます 。 > 4 
腹 奥 骨盤 


の の , 上 ふくらはぎ か ら 下 を 描か な い 


る 場合 、 股 間 の 面積 を 変え ず と 


や も 、 よ り 股 を 開い た 印象 に な り ま す 。 
sw、 
WX 


脚 と 股間 の 境目 、 局 部 の ふか ふくらみ は 、 お 尻 の 穴 に つなが る 
イメ ー ジ で 。 そ こ か ら お 尻 が 広がり ます 。 


腰 を 上 げ て お 尻 を 強調 する ポー ズ 


腰 を 上 げ 、 さ り げ な く 股 間 を アビ ピー ル す る の が 、 こ の ポー ズ の ポイ ント で す 。 


脚 を 手前 に 出す と バラ ンス が と れ ま す が 、 脚 が 
閉じ 気味 で す と つま ら な い ポ ー ズ に な り ま す 。 


お 尻 の ライ ン 


体 が 傾く た め お 尻 も 片方 が 見 えま す 。 
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点線 は お な か の ふく ら み 。 
これ が 脚 の つけ 根 に あ た 
り 、 水 平 な ライ ン に 近く な 
り ま す 。 体 の 向き を 表現 す 
る ポイ ント で す 。 


股間 を 見 せ て も 隠し て も ポー ズ と し て 成立 し ます 。 


伸び NY | 


体 を 反 ら し て いる た め 、 腹 筋 も 縦 に 伸び ます 。 
《 斜 め 》 


CA RA 


骨盤 の 突起 が 手前 に 回 転 し て 、 輪 郭 線 が 見 え 
な く な っ た 場合 、 ハ イラ イト 、 ま た は 線 を 折 
る こと で 表現 し ます 。 


線 だ け で 描く と シン プル で す が 、 着 色 


\ \ を 考え た 場合 は 凹 呈 表現 し ます 。 今 
まで に 述べ た 人 体 の メカ ニズム を 理解 

に 間 し て いる こと が 必要 で す 。 腹筋 や 局部 
の ふく ら み 、 内 も も の 境目 や 腰骨 な ど 、 


凹凸 を 意識 し て 陰影 を 描き ます 。 


脚 を 引き よせ リラ ックス する ポー ズ 


腕 は 伸ばす と 股間 の 高 さ に きま す 。 
体 が 後ろ に 倒れ る 場合 は 手 の 位置 も 
後ろ (上 方 ) に きま す 。 


03 
股 
| 放 計 が よる い 
股間 と 手 の 高 さ の ライ ン 


脂肪 が より 、 へ そ は 横長 に 潰れ ます 。 


区 
腕 を 伸ばす と 、 肘 か ら まめ “Bi 
CE (遠近 の か か っ た 脚 を 描く 順番 》 間 
この 作例 の 場合 、 脚 は 遠近 の あま が 
りか か っ て いな い 、 比 較 的 脚 の サ き 


イズ や 位置 を 把握 し や すい 左 脚 か 
ら 描 いて いき ます 。 遠近 が か か っ 
て いる と 、 和 距離 が つか み に く く な 
り ま す 。 
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《 脚 を ふり 上 げ る 》 脚 を ふり 上 げ て も 、 脚 の つけ 根 の 位置 は ほとん ど 
変わ り ま せん 。 お 尻 は 浮か ず 、 地 面 に 着い た まま 
脚 だ けが 上 が り ま す 。 お 尻 を 浮か せる と 骨盤 ご と 
傾き 、 骨 盤 の 突起 の 位置 も 傾き ます 。 


《 通 常 の 位置 》 《 お 尻 を 傾け た と き 》 


・ 絵 を 回 転 させ る と 、 お 万 
Po いら : が 浮い て 見 える 錯覚 が お .: 
・ きま す 。 有 角度 を 変え た り 、 
・ 裏 か ら 見 た り 、 見 えな い 
・ 部 分 も 正確 か 確認 する 習 
・ 慣 を つけ まし ょ う 。 


座っ た まま 脚 を ぬ ふり 上 げ る ポー ズ 


脚 を ふり 上 げ る ポー ズ は 、 お 尻 の 丸み か ら 胃 盤 の 突起 ( 邊 骨 ) が 出 ま す 。 ま た 、 腰 の 尾骨 も わ 
ず か な が ら 見 えま す の で 描き 入れ る と アク セン ト に な り ま す 。 


| の 筋肉 (大 服 二 頭 筋 ) は 、 脚 を ぬり 上 げ る た め に 、 
ピン と 上 に 伸ばし ます 。 そ の 影響 で 盛り 上 が っ て 


内 ie 由 祭 に こん 要 注 意 。 
< 恥 圧 の ポイ ント 張り ます 。 着 色 の 際 に は 凸凹 に な る の で 要 注 意 
アオ リ の 構図 で 見 る と 、 そ の 名 の と お り 《 横 か ら 見 た 図 》 
デリ デー N ー 一 の ーー ニアン 
丘 に な っ て お り 、 ふ た つ に 裂け て いる 形 N ミ デン RE る 
状 で す 。 こ の 部 分 を 誇張 し て 描く 場合 は y 
> の 筋 内 (大 了 筋 ) へ わずか に 浸食 する W も も 太もも 
くら い に 描 きま し ょ う 。 お 尻 の 穴 へ Nm 
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ぐ 共生 > 
下着 は セク シー バー ツ を 覆う 、 大 切な アイ テム で す 。 女性 の 下着 は 種類 や デザ イン が 豊富 で す 
の で 、 キ ャ ラク ター の 見 た 目 や 性 格 に 合わ せ て 、 着 用 させ る 下着 を 決め まし よう 。 


ラジ ャ ー の 名 称 と 構造 
6 (ho20 アク 


る 
4 


サイ ド ベ ルト 


* ぶ いろ いろ な 角度 か ら 見 た ブラ ジャ ー 
E に バス ト の 形状 を 整え た り 形 が 崩れ る の を 


ブラ ジャ ー は 補正 下着 と し て ヨ 
防い だ りす る た め に 着用 する 下 


憶 コ 宝 


胸 に し っ か り と フィ ッ ト 
させ る よう に 気 を つけ て 
描き まし ょ う 。 
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章 ゴ | で 
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ブラ ジャ ー の 種類 
つけ る 種類 に よっ て 女性 の キャ ラク ター が 変わ り ま す 。 


《 フ ルカ ッ プ 》 


| 
バス ト を し っ か り 包 み 込 む の で 
安定 感 が あり ます 。 大 き な 胸 に 


合い や すい で す が 、 セ クシ ー 度 ブラ ジャ ー の 丈 の 長 さ も いろ いろ あり ます 。 キ ャ ラ に 
は 低め で す 。 よっ て 使い 分 け ま し よう 。 
《4 分 の 3 カッ プ ブ ラジ ャ ー》 《 セ クシ ー ラ ンジ ェ リ ー》 


黒 や かな どの 扇情 的 な 色 に 加え て 、 
レー ス が 点 ん だ ん に 使わ むれ て いま す 。 


深い 谷間 が つく り 
や すく な り ま す 。 


《2 分 の 1 カッ プ ブ ラジ ャ ー》 


スト ラッ プ が 取り 外せ る 
タイ プ の 場合 、 肩 の 出る 
服 が 着 や すい で す 。 


谷間 は 曲線 で 描く より も 
縦 線 の ほう が 、 た っ ぷり 
《 ス ポー ツブ ラジ ャ ー)》 感 が 出 ます 。 


バス ト が 揺れ に くく 、 
動き や すい で す 。 まだ 
胸 の ぬく ら み が 小さ い 
少女 が よく 使い ます 。 


《 テ ィ ー ン ズラ ンジ ェ リ ー》 


可愛 らし い フ リル や 模様 が 
つい て いま す 。 


7? ラ ジャー の 境目 に 乳房 
の 脂肪 が の っ て 、 は の み 出 
る と セク シー さ が ア ッ プ 


\ ン ツ の 描き 方 


まめ 知 。 


すき 間 


MS3) 


胸 の 間 が 開く タイ プ と よせ て 上 げ る 


タイ プ が あり ます 。 


お 尻 の 丸み を 左右 ふた つ で イメ ー ジ し つつ 、 パ ン ツ の 食い 込み も 同様 に 描き ます 。 お 尻 の 脂 助 
が パン ツ に よっ て 圧迫 され 、 押 し 出さ れ て で て はみ出す イメ ー ジ で す 。 


パン ツ / 出 
出 右 尻 
い 食い 込み 


《 後 ろか ら 見 た パン ツ の ライ ン に 注意 》 
奥 の ラ イン は お 尻 の 丸み に よっ て 外 に 張り 出し 、 


《 後 ろか ら 》 


丸み を お び た ラ イン に な り ま す 。 


後ろ 


股間 の 恥 丘 に 向け て 、 曲線 が 中 に も ぐり 込ん で 


いく よう な イメ ー ジ で 曲げ ます 。 


の っ の 0) 


斜め 
お 尻 


0 に 
1 CD 


見 る 角度 に よっ て ライ ン の 見 える 形 も 変わ り ま 
お 尻 を ふた つの 玉 と し て 考え まし ょ う 。 


丸み 
す 。 


(9 


左 の ライ ン が 
お か し いで す 。 
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違 コ 宝 


《 下 か ら ) 【 ァ ドス ) pp 


シワ を 描き すぎ る と 、 汚 く な っ て し ま : 
う の で 、 シ ワ の 量 は 加減 し まし ょ う 。 


脚 を 開く と 恥 丘 が むき 出し に な り ま す 。 


・ ① パ ン ツ の ゴム ・ 疑 い 目 に で きる シワ 

ぷ パン ツ の 食い 込み の 描き 方 ・ ② 股間 へ と 引っ 張ら れ て で きる シワ 
・ ⑧ 骨 杉 へ 回 り 込 ん で で きる シワ 
布 に 隠れ る へ こみ を 描い て か ら 、 あ と で 布 を か ぶせ ・ ④ お 尻 の 曲線 の 流れ で で きる シワ 


ます 。 .: 
(正面 か ら ) ( 横 か ら 》 
SE お 反 


前 ゴ | 


パン ツ の ゴム は 遠近 に し た が つて 幅 を 縮め 


754 パン ツ 
『 4 て いく と 、 よ り セ クシ ー で す 。 布 の 形 だ け 
で は な く 、 奥 行き も 考え て 描き ます 。 
《 フ ンド シ 型 パン ツ 》 
お 尻 の ふく ら み が 布 の お 尻 の 丸み の 主張 


圧迫 に より 浮き 出し 
て 、 シ ワ が より 、 肉 の 
丸み が 強調 され ます 。 


が 強い 分 、 面 積 の 
少な い 布 の 曲線 も 
立ち ます 。 
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(お 尻 の 肉 に 埋もれ る パン ツ 》 まめ 和 。 
肉 が ぶつ か り 合 えば 、 パ ン ツ の 布 も 


記 つ か り 合い 、 シ ワ が 重なり ます 。 下 か ら 見 る と 真ん中 
(3 あたり に クロ ッ チ 
| 了 丘 


クロ ッ チ は 膝 か ら の 分 泌 液 を 受け 止め る な どの 性 質 上 、 
D 丘 を 首 う 場 合 に 取り つけ られ ます が 、 そ うす る と 見 た 
が 悪い た め 、 後 ろ に ずら し て 描き ます 。 


恥 丘 が 内 も も で 
埋もれ ます 。 I 


恥 丘 に 重なっ て いま す 。 上 に 上 げ る と 格好 悪い 。 


“ハイ レグ 


ハイ レグ な どの 、 股 へ の 食い 込み の 強く の 
な る パン ツ ほ ど 、 内 も も の ふく ら み が 強 
調 さ れ て 加わ に な り 、 パ ン ツ 側 に 内 も も 
の 肉 が 侵食 する た め 、 反 動 で 内 も も が が ペロ ー ( 抽 ) 
くっ きり と 浮き 出 ます 。 浸食 

内 も も の 内 


、 お な か の ふく ら み 
や 


ーー ハイ ( 高 ) 


腹筋 の ぽっこり し た ふく ら み が 布 に も 影響 し 、 な だ ら 
か な 山 を つく る こと に 注意 。 布 と 脚 の すき 間 に で きる 
領域 は 肉 が 多い 場合 、 布 の 食い 込み に より 圧迫 され 、 
盛り 上 が り ま す 。 


パン ツ の ゴム ( 紐 ) は 腹 に 出る 
巻き つき 支え て いる 状態 で 。 券 < 
あり 、 骨 や 肉 の 出っ張り と 

布 が 強く 接触 する 部 分 ( 腰 中 る 
骨 な ど ) は 肉 が 浮き 出 て き 

ます 。 


( 肉 が 浮き 出る ) 


恥 括 に よる シワ 
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王 4 


* ぶ ロー レグ (ロー ライ ズ ) 


* の 次元 で は ロー ライ ズ の こと を ロー レグ と 呼ぶ こと が 多い の で 注意 。 


《 フ カン 》 《 ロ ー レ グ 》 《 超 ロー レグ 》 


CNT7 


ロー レグ は 低い 位置 で は きま す 。 布 が 浅い た め 、 
腰 を 浮か せる ポー ズ だ と パン ツ が お な か の 点 く ら 
み に 隠 れ ま す 。 


* ぶ 紐 バ ン 


紐 パ ン は 布地 面積 が 少な く 、 そ の 特性 上 、 解 け ば 
すぐ に 落ち る た め 、 危 うさ を 内 包 し て お り 、 見 た 
に も その スリ ル 感 を 与え く て くれ ます 。 


その 他 の 下着 の 描き 方 
ぷ キャ ミソ ー ル 


04 キャ ミソ ー ル は 下着 だ け で な く ト ッ プ ス と し て も 使え ます 。 長 さ が 調整 で きる スト ラッ プ の あ 
下 る も の も あり ます 。 こ れ が な い 、 た だ の 紐 だ と 野性 的 な 感じ に 。 キャ ラク ター の 性 格 や 、 絵 の シ 
着 チュ エー ショ ン に 合わ せ て 使い 分 け ま し ょ う 。 
《 前 》 《 後 ろ 》 《 デ ザイ ン に つい て 》 
張る 

胸 の ふく ら み 

に 合わ せる 形 

で 胸部 を 張り 

ます 。 


上 下 の 据 に 花 柄 な どの 装飾 が ある 場合 

が 多い で す 。 ず れ た と ころ に 装飾 を 入 
大 抵 の も の は 中 央 に 縫い 目 が あり ます 。 縫 い 目 を 描か な いと 、 れる 際 は バラ ンス に 注意 し まし ょ う 。 
ヒラ ヒラ と し た 柔らか い 服 に な り ま す 。 風 に な びく よう な 絵 トッ プス に する と き は 、 ス カー ト の デ 
に し た い の で あれ ば 、 無理 に 描く こと も な いで し ょ う 。 ザイ ン に 合わ せま し ょ う 。 
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ゞ スリップ (キャ ミソ ー ル 下半身 ) 
キャ ミソ ー ル と 違い 、 ス リッ プ は 完全 に 下着 で す 。 
その た め キ ャ ミソ ー ル より も 気持 ち 柔 ら か い イ メー 
ジ で 描き まし よう 。 


裾 は スカ ー ト の よう に 、 
ヒラ ヒラ と 開く 感じ で 。 


ネプ ブラス リッ プ (ブラ ジャ ー+ ス リッ プ ) 
(Wi) 


| 一 ブラ ジャ ー 
この 部 分 が ブラ ジャ ー の た め 、 後 ろ に ホッ ク が 
あり 、 締 め つけ を 調整 で きる も の も あり ます 。 


トー スリ ッ プ 


* お な か の 部 分 は 細く 見 せる た め 、 コ ルセット 
の よう に ネッ ト に よっ て 若干 締め つけ が 施さ 


れ て いる も の も あり ます 。 


スリ ッ プ は 上 部 が ブラ ジャ ー な の で 、 サ イズ 違い が 
あり ます 。 キ ャ ラク ター の 性 格 に 合わ せ て 選び ま 


横 の 縫い 目 は 、 あ る 

も の ・ な いも の ・ 見 フル カッ プ 4 分 の 3 カッ プ 2 分 の 1 カッ プ 04 

えな いも の が ある の 下 

で 注意 。 音 
ふ ベビ ー ド ー ル 


EN セク シー ラン ジェ リー の 一 竹 。 

| 男性 に 見 せる 目的 で つく られ て 

アジ ャ スタ は 総桐 ・ ア ング ル に 。 ! 。 いる た め 、 炉 情 釣 な デザ イン の 
も の が 多く な っ て いま す 。 


よっ て デフ ォ ル メ 化 し まし ょ う 。 


* ぶ G ス トリ ング ( 紐 十 V 字 型 布 ) 
T バ ッ ク ・ 紐 パン の 一 種 。 フ ンド シ に 近い 
形 で 股 問 に 食い 込み ます 。 M 
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“> C ス トリ ング * 紐 ブラ 


紐 も 布 も な い 、 1 バック と 呼ば れる も の 弓 ブ ラ は 、 ブ ラジ ャ ー の スト ラッ プ や ベル ト 
で す 。 針金 が 入っ つて お り 、 股 間 に 下 か ら を 紐 に 変え た も の で す 。 大 抵 は 、 ブ ラジ ャ ー 
は め 込 お むように 食い 込ま せ て 使い ます 。 の フレ ー ム が その まま 紐 に な っ て いる こと が 
多い で す 。 
《 前 》 


| 形状 
J | < 多き ・ 


ら 次 元 で 見 か ける 葉っぱ や に 《 後 ろ 》 
傷 テ ー ブ が この 一 種 で す 。 
* ガー ター ベル ト 
ガー ター ベル ト を パン ツ の “< に 
上 に つけ る と 、 し ゃ が ん だ 坊 語 ア ーッ | | 


際 に ベル ト が 曲がり 邪魔 に 
な っ て トイ レ が し づら いた 
め 、 パ ン ツ を 上 に し た ぼう 


肩 紐 は 首 に 巻 ま つけ た り 、 後 ろ で クロ ス 
させ た り し ます 。 


が 利便 性 は 高い で す 。 
《 斜 め 》 
《 前 》 
留め 具 を 外側 
に する と 座り 
や すい で す 。 
お 尻 の ライ ン に 
着 沿う ベル ト 
な お 例外 と し て 、 ト イレ が し づら い 状況 を 意図 的 に つく り た 留め 只 を 外 に し た 場合 、 横 か ら 見 た 際 に 


い 場 合 や 、 ベ ルト を 見 せ た い 場合 は 、 パ ン ツ を 下 に する こと 留め 具 が 見 えま す 。 庁 っ た と 邪魔 に 

も あり ます 。 パ ン ツ を 下 に する こと が 間違い で は あり ませ ん 。 な ら な い の で あれ ば 、 人 外側 に する 必要 は 
あり ませ ん が 、 そ の 場合 は 斜め か ら 見 る 
と 留め 具 は 見 えな い の で 注意 。 


* ぶ ガー ター ベル ト の つけ 方 


か な / (お まけ 》 | 
A (/ # くる テリ 


②- の あと 、 ボ タン を ずら し 
金具 を 上 に 上 げ て ボタ ン 金具 と ボタ ン の 間 に 布 (ソック ス ) 固定 す る も の も あり ます 。 


を ずら し て お きま す 。 を は さ み 、 固 定 し ます 。 
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Chapter 


腕 ・ 手 


Chapter4 で は 、 人 物 の 表情 を も 左右 す 
る 腕 ・ 手 の 描き 方 で す 。 な め ら か な 曲線 
と 骨 ば っ た 部 分 の 線 を 上 手 く 使い 分 け 、 
指 の 先 ま で 気 を 抜か ず に 描き まし ょ う 。 


A 


Lg 腕 __ 、、 
ララ 


Sd の “ 


筋肉 が 少な く 細い 腕 が 女性 らし さ の ポイ ント で す が 、 単 に 細く 描く だ け で は 魅 力 的 な 腕 に は な 
り ま せん 。 ほ ご ど よい 肉感 と 華 著 さ を 表現 し まし よう 。 


腕 の つく り を 理解 し よう 


まず は 、 腕 が どう つなが っ て いる 
の か 、 ど ん な 比率 で 描く と いい の 
か 、 解 説 し て いき ます 。 


⑩ 肩 か ら 肘 、 肘 か ら 手首 は 
I 際 お 害 | 


@ ウエ スト の くびれ あたり 
に 肘 


@ 基本 的 に 肘 の 内 側 は 前 を 
向い て いる 


01 
腕 


ーー ジン 肘 の 骨 の 突起 と 、 手 首 の 小指 側 2 
1 ブ に ある 骨 の 突起 は 、 尺 骨 に よっ 


て で きま す 。 


腕 村 骨 船 


上 腕 に 1 本 、 下 腕 に ら 本 の 骨 が あり 、 そ の 上 に 筋肉 が の っ て いま す 。 
筋肉 の 流れ か ら 大 体 の フォ ルム を 想像 し まし ょ う 。 


104 


Dd 腕 の 可動 域 腕 を 動か す と き に 注意 し な けれ ば いけ な い の は 、 そ の 可動 域 で す 。 動かす 方 
向 に よっ て 関節 の 向き に 気 を つけ まし よ ょ う 。 


(上腕 の 可動 域 9 2 

\ 
2 胸 を 背後 に 回 す 場合 
/ 身体 か ら 離 れる 。 


肩 を 動か さ ず 力 を 抜い た 
状態 で 体 と 平行 に 前 後に 
腕 を 動か し た 場合 、 肘 の 
向き は 変わ り ま せん 。 


体 に 平行 に 腕 を 育 後に 
持ち 上 げ る 場合 、 肩 が 
前 に 出 ま す 。 


| 肘 を 真横 に 持ち 上 げた 場合 、 
《 下 腕 の 可動 域 》 上 が る の は 肩 ま で 。 / 
肘 を 内 側 に 折り た た お 場合 は …… 8 
+/ 
ce プン 
= | > 01 


0 ノ 腕 


/ 


0 
/ 


上 胸 肘 は 下 腕 が 向い た 方 向 と 
1 正反対 を 向い て いま す 。 
下 胸 ( 
人 肘 を 支点 と し た 下 腕 の 
動き は 大 体 180 度 。 
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腕 の 描き 方 


て AN を 
NN 上 腕骨 と 尺骨 を 意識 し て アタ リ を と り ま す 。 


この と き 、 肘 の 骨 の 突起 と 手首 の 小指 側 の 骨 
の 突起 を 目安 と し て 描き 入れ まし ょ う 。 


骨 筋 を アタ リ の 線 に 盛 
り ま す 。 尺 骨 側 (小指 
側 ) に は 大 き な 筋 肉 は 
あり ませ ん 。 


全体 的 に な だ ら か な 曲線 で 描き ま 
し ょ う 。 下 腕 の 手首 側 は 細く 、 肘 
側 に 筋肉 の ふく ら み を 描き ます 。 


トド 腕 を 3 : ら に 分 け 、d 部 分 を 
平行 に 細く 、 ら 部 分 に 筋肉 の 避 
くら み を 描く と スレ ンダ ー な 印 
象 に な り ま す 。 


筋肉 の 境目 を 描か な いよ うに し まし よう 。 筋肉 に 境目 を 
つけ る と 発達 し て いる よう に 見 え 、 男 性 っ ぽく な り ま す 。 
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** 腕 を 折り た た ん だ 構図 


ンー 


細い 腕 と 、 ボ リュ ー ム 感 の ある 乳房 を 密着 させ 、 メ リハ リ 


を きか せ 、 女 性 らし さ を 表現 し ます 。 


決め ます 。 


乳房 の 谷間 ・ 乳 房 
と 、 上 腕 ・ 肘 の 内 
側 の 3 点 が 、 主 に 
肉感 を 表す ポイ ン 
ト に な り ま す 。 


肩 の 位置 と 腕 の 角度 を 腕 の 幅 を 決め て 肉感 を 


加え て いき まし ょ う 。 


《 腕 と 上 腕 の 断面 図 》 
胸 に 圧迫 され て 上 腕 の 肉 が 外側 に 
は み 出 し て いる と 考え て 描き ま 
し ょ う 。 


*» 頭 の 後ろ で 手 を 組ん だ と き の 構 図 (持ち 上 げた 上 腕 ) 


骨 が 張っ て いる 肘 以 外 は 
女性 らし い 曲 線 を 使っ て 
表現 し まし ょ う 。 


脂肪 の 
ふく ら み 
上 腕 は 肩 に 突き 刺さ る よう 
に 描き まし ょ う 。 上 部 は あ 
まり 筋肉 の 盛り 上 が り を 描 
か ず 、 下 部 に 脂肪 の ふく ら 
み を 描き まし ょ う 。 


肘 は 前 を 向い て AN 
いま す 。 


下 腕 の 肘 の 内 側 は 、 あ まり ふく ら 
の み を も た せ ず 描く と 、 ス レン ダー 
な イメ ー ジ に な り ま す 。 


eeeeeeeeeeeeeeees 


より も 、 女性 の | 
腕 は 華 春 で 、 か 
つ 脂 肪 が つい て 


丸み が ある こと 


esseeseeeseseeeeeeeeeeeeeeeeeeee 


誠 内 を 識 す る (Z の H 


ヽ よし た 出 を な だ ら か に 、 外 側 を 肉感 的 に 描 きり 見 え 
< 遠近 感 の ある 腕 MS 腕 は 内 側 を な だ ら か に 、 外 側 を 肉感 的 に 描く と すっ きり 見 え 


ます 。 


つけ 根 、 肘 、 手首 の 断面 を 想 
像 し て 、 そ れ ぞ れ の 回 転 幅 の 
限度 を 理解 し て 、 腕 の ポー ズ 
を 決め ます 。 


肘 を 下 に 腕 を 伸ばす 。 
作例 B 
肘 を 上 に 腕 を 伸ばす 。 
の 


腕 の 両側 に 立体 的 
な 線 を 描き 込む と 
肉感 が 増し た り 、 
ゴツ い 筋 肉質 な 腕 
に な り ま す の で 注 
意 し まし ょ う 。 


描き 始め る 前 に 、 お お ま か な 手 の つく り を 理解 し まし ょ う 。 ポ イン ト を 押さ えて お け ば 、 迷 っ 
た と き の 指 標 に か り ま す 。 


手 の つ くり を 理解 し よう 


手のひら と 指 の 長 さ は 重要 で す 。 手 の ひら が 長 す ぎる と や ぼっ た く な り 、 指 が 長 す ぎる と 人 間 
味 が な く な り ま す 。 1 : 1 で 描く こと を 心がけ まし ょ う 。 基準 に な る の は 中 指 で す 。 


| 


指 の 長 さ を 3 等 分 
に し て 関節 を と ら 
えま し ょ う 。 親指 
は ら 2 等 分 に 。 


親指 の つけ 根 側 と 小指 の つけ 根 側 に 
し ずく 型 の か ふくらみ が あり ます 。 


小指 の 先 は 薬 
旨 の 第 一 関節 


あたり 。 


それ ぞ れ の 指先 、 
中 指 を 頂点 と し て 


ル 
AS 


指 の つけ 根 、 日 


手の甲 の 節 は 指 の 
つけ 根 よ り も 少し 
下 。 


HH の 節 を 見 て くだ さい 。 


《 横 か ら 見 た 手 》 甲 の 節 を つなげ る と 山 型 。 それ に と も な い 、 手 の ひら も ゆる 


骨 は 手の甲 側 に 通っ て いる の で 、 指 先 か ら 見 て も 、 


山 型 に な か っ て いま す 。 


や か に 湾曲 し ます 。 


親指 の 先 は 人 差し 指 の 第 二 関 節 に は 


模 か ら 見 て も 、 手 の ひら 側 に ぬく ら み が あり ます 。 


また 、 親 指 の 第 一 関節 は 


F 指 の 


きま せん 。 
の 節 と 同じ 位置 。 


親指 側 か ら 見 て も 小指 側 か ら 見 て も 、 中 指 の 甲 が 
ー 番 高い 位置 に ある の で 、 向 こう 側 は 見 えま せん 。 


、 | 爪 の 生え 際 は 指 
| か ら 第 一 関節 
E の 真ん中 。 
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財 八 凍 記 


手 の 描き 方 一 一 大 か ら 小 へ 


いき な り 細 か いと ころ を 描こ うと する と バラ ンス が 悪く な り ま す 。 お お ま か に と ら え て 、 だ ん 
だ ん と 細か いと ころ を 描き 進め まし ょ う 。 手 は 大 きく 3 つの か た まり か ら な り ま す 。 ミ トン の 
手袋 を 想像 し て 、 ま ず は 立体 的 な か た まり を 描き ます 。 


断面 き 
描く 。 


まで 想像 し て 


K 
雑誌 の 写真 な ご を も と に 、3 つ の = 


か た まり を 想像 し て み ま し よう 。 


描き た い 手 の 形 が 
決ま っ た ら 、 ま ず 
3 つの か た まり で 
と ら え ます 。 


、 「 骨 と 関節 の 位置 と 
向き を 想像 し ます 。 


必中 ③ 改 員 


Cnr Ao 


: 断面 で 物体 の 向き を 表し て : 

: お く と わか りや すい で す 。 : 
各部 位 の 形 を 整え ます 。 Se 

この と き に 微 調整 や 演出 

を 加え まし ょ う 。 


* 手 の 変 形 と 表情 


手 は 顔 の 表情 の よう に 雄弁 
で す 。 ワ 魅力 ある ポー ズ に す 
る た め に 、 そ れ ぞ れ の 指 の 
動き を ば らし て み ま す 。 
そろ っ て いる と 不 自然 に 見 
える も の を 少し ば らし て あ 
げ る だ け で 、 ず いぶ ん 上 自然 
に 見 えま す 。 


《 力 の 入っ て いな い 手 》 
無防備 、 お と な し さ な ど を 演出 
し ます 。 指 の 間 を 開い た り 、 指 
を 軽く 曲げ た りす る と 力 が 入っ 
て いな いよ うに 見 えま す 。 


て ブラ ッシュ アッ プ ow 
し て 、 完成 で す 。 


の 


女性 らし い 指 先 を 描く に は 爪 の 形 も 


細い 棒 


で す 。 


IN 


中 要 で す 。 


の 爪 を 描く と 、 美 し く 見 えま す 。 爪 の 
先 に 指先 を 描き 入れ る と 深爪 に 見 える の で NG 


手のひら も 、 指 も 、 内 側 に 向け て し か 動き ませ ん 。 


く と 自然 に 見 えま す 。 


手のひら の 真ん中 に 向け て 動か す よ う 意 識 し て 描 


小指 を 少し 起こ し た り 、 指 を 
反 ら し た りす る と 女性 らし ざさ 
が 強調 され ます 。 


《 力 の 入っ た 手 》 
意志 の 強 さ 、 活 発 さ な ど を 演出 し ます 。 
1 指 の 問 を ギュ ッ と 閉じ た り 、 指 を 反 ら し 


/ た りす る と 、 力 が 入っ た よう に 見 えま す 。 
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八 凍 四 記 


内 距 ③ 改 


手 を 握る ・ 物 を 握る 


《 女 性 らし く 魅 せる ポイ ント 》 


指 の 甲 よ り 、 手 の 
ひら の 中 央 の く ぼ 
み を 見 せる と 色気 
が 出 ます 。 


親指 を 内 側 へ 握り 
込ま な い 。 


指先 OIU が 少し 見 えた 
ほう が 、 指 が 長く 見 えて 
女性 らし い (第 一 関節 を 
あま り 曲 げ な い )。 


と り ま す 。 


で す 。 
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不要 な 線 を 
消し て 完成 


F の アタ リ を 指 の バラ ンス を 、 骨 と 関 アタ リ を も と に 指 を 


人 差し 指 、 小 指 は 少し 
ゆる め に 握る 。 


節 で アタ リ を と り ま す 。 


配置 し こい きま す 。 


《 物 を 握っ て いる 手 》 

何 が を 握っ て いる 場合 は 、 ま ず 握 っ て いる 
物 を 描き を 、 そ れ を 包み 込む よう に 手 の 厚 み 
を 想定 し て か た まり を 描き ます 。 


A 


A 


た くま し く 見 えま す 。 


親指 を 折り た た むと 、 


この 絵 で は 少し 力 を 入れ て 
握っ て いる の で 、 親 指 は 反 
らし て 女性 らし さ を 強 調 し 
ます 。 


財 八 凍 装 記 
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内 距 改選 


指 を 立て た 手 


旧 を 立て る と き 、 手 の ひら の 指 の つけ 根 を 4 等 分 し て 立て る 指 と た た む 指 の アタ リ を つけ ま 
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し ょ う 。 


ぷ 1 本 立て 


立て た 指 以 外 は か た まり で 
考え ます 。 


指 を 立て る と き の / 
親指 は その 場所 に 
よっ て 見 え 方 が 変 
わり ます 。 


指 を 反 ら す と 元気 の 
よい 感じ に 。 


八 帳 面 な 感 


人 差し 指 と 親指 を 反 ら す と 必然 的 に 手のひら 


3 本 の 指 の 第 一 関節 も 伸び き 


ます 。 


親指 を 折り た た むと 


じ に 。 
親指 を 開い て 反 ら す 
と 活発 な 感じ に 。 


も 広がり 、 ほ か の 


ノ 


* ふ ぶら 本 立て (チョ キ ) 


《 横 開き 》 
よう に する と 女性 らし いで 


親指 と 薬指 を 軽く 合わ せる 
す 。 こ の と き 、 手 の ひら に 


人 差し 指 と 中 指 の 間 は 、 ほか 【 へ 込 ※ 
の 指 と くら べ る と 大 きく 開き 選 / バ 


SR ます が 、 開 きす ぎる と 色気 が 
損なわ れ ま す 。 

《 前 開き 》 横 開き に くら べ て 少し 大 きく 

開く こと が で きま す 。 

NA 4 


【@) 
TO 


呈 作 凍 


親指 も 開い て いる の で  \ 
薬指 ・ 小 指 の 第 一 関節 
も 伸ばし 気味 に 。 


慎 中 評 G ボ ボ 避 


親指 と 小指 を くっ つけ る と 
手のひら は 細く な り ま す 。 


親指 は つけ 根 か ら 小 指 の つけ 根 
あたり に ほぼ まっ すぐ 伸ばす と 
綺麗 に 見 えま す 。 


ぶ 指 を 開く 
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| 手のひら の 空間 を M 


_ 立 て た 指 の 問 を 等 問 


意識 し まし よう 。 NN 隔 に する と きれ い に 


見 えま す 。 


手首 に 指 の 芯 が 集中 し て 人 差し 指 と 中 指 、 薬 指 と 小指 の 

いる こと を 意識 し て 指 を 間 は よく 開き ます 。 小指 を 少し 

描き まし ょ う 。 遊ば せる こと で 、 よ り 女 性 らし 
く な り ま す 。 


曲がる 指先 は 


何気なく 開い た 手 の 指 が まっ すぐ 
伸び る こと は まず あり ませ ん 。 


h 心 に 向かう よう に 


描き ぎ ま し ょ う 。 


指 を 開い た と き の か た まり は 、 水 か き を 
イメ ー ジ する と 描き や すい で す 。 


親指 以外 の 4 本 の 指 の 中 で 一 番 広く 動き 、 
手 に 表情 を つけ られ る の は 小指 で す 。 


小指 を ほか の 指 と の 均等 か ら 少し は ず し て 
あげ る だ け で 、 グ ッ と 色っぽ く な り ま す 。 


内 距 改 避 


その 他 の 手 の 描 き 方 


手 を 開い て いる 作画 に する と き 、 
すべ て の 指 を 開い て 描く の で は な 
く 、 1 筒 所 だ け 指 を くっ つけ る と 
バラ ンス が よく 見 えま す 。 


: 骨 の 表現 は ほど ほど 
: に 。 無理 に 関節 を 描き 


: 指 を 伸ばし た 場合 は 、 指 の 関節 を ひと 
: つ に し て し まう と スラ リ と 美しい 女性 


: 込む と 、 骨 ば っ て 見 え : の 指 に 見 えま す 。 ア タリ を と る と き は 
: ます 。 : 台形 と 頂 円 で 構成 する と 楽 で す 。 
親指 
| 作例 A 」 = 


1 


手 を 傾け て も 指 の 出る 位置 は 変わ り ま せん 。 角 度 を つけ た 手 に いき な 
り 凹 凸 を つけ よう と し て も 難し い の で 、 台形 (手のひら ) と 半 円 ( 親 
月光 生 こ ヽ =| 目 


レン 
GE 


上 E や し た あと 、 親 指 や 小指 の つけ 根 の 筋肉 を つけ て 


ーー 


作例 C 


本人 の 忘れ が ちな の で 、 注 意 。 


腹 に 手 を あて た ポー ズ は 小指 を ほか と 離す と 格好 よく な り ま す 。 


何気ない 手 の 形 の 演出 
*% 自然 に 手のひら を 見 せる 作例 指 の 輪郭 に すき 問 


た だ 手 を 開い た り 、 同 じ 指 の 。 指 の 長 さ が 上 的 に 、、 2 
形 に し た りす る と 、 形 が そろ な る よう に 注意 

いす ぎ て し まっ て 不 自然 に な 長 さ が お か し けれ ば 
る た め 、 指 を そろ える 箇所 は 5 
ひと つ だ け に し まし ょ う 。 中 

指 と 薬指 を くっ つけ る と 自然 指 の つけ 根 が 曲がる 


= E の は 、 手 の ひら の 内 指 の つけ 根 が 

に e 人 

3 側 か ら に な り ま す が 、 曲がる 箇所 
女性 らし く デ フォ ル 


メ す る と き は 、 あ ま 
り 意 識 し な く て 大 丈 
夫 で す 。 


小指 、 親 指 を 実際 より 少し だ け 
長め に する と 女性 の 指 を 美しく 
魅せ る こと が で きま す 。 


親指 の ふく ら み より 、 小 指 の ふく ら 
み の ほ う が 細 い イ メー ジ で 描く と ス 
マー ト か が かつ 美しく 見 えま す 。 


細 直 IN 反 
指先 を 細く し て いく と | まめ “Hn 
スマ ー ト に な り ま す 。 ララ 
逆 に 途中 で 強弱 を つけ 


る と 、 男 っ ぽい 指 に な 
る の で 注意 。 (Mel 


*% 困っ た と き の 人 差し 指 ピ ン ポ ー ズ 
どの ポー ズ に も 合う 形 で 、 使 い 勝手 が よ い 


《 横 か ら 》 《 斜 めか ら 》 で す 。 指 の 出る 位置 、 折 り 曲げ た 指 な どの 
ヽノ 練習 に も な り ま す 。 


スラ リ と 反 
流れ る 。 


指 を 立て て 


の アー チ を つく る 。 

ンー 
親指 の つけ 根 の 
ふく ら み を 見 せ 
小指 の 肉 で 流れ る と パラ ンス が 
よく な り ま す 。 


を さえ ぎる 。 
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慎 八 凍 装 記 


慎 叶 評 ボ ボ 避 


胸 ・ 手 を 中 心 に し た セク シー な 作例 


アオ リ は 恥じ らい を 誘う アン グル に 適し て いる た め 、 パ ー ス を きか せ て 脚 を 大 きく し 、 視 線 を 
下 に 向け まし ょ う 。 魚 眼 に 近い 感じ で 脚 を 太く 大 きく 丸く する こと で アン グル を 調整 で きま す 。 


= 過 乳房 を ちと に し て 、 ま す 肌 
て と 肩 を 描き ます 。 乳房 は 肌 
肌 か ら 生 えて いる 感じ な の 


で 、 胴 と 肩 と 乳房 を 別々 に 
考え て 描き まし よう 。 


胴 か ら 生 える よう な 
形 で 乳房 を 描き ます 。 


十字 に アタ リ を と っ て 
太く 乳房 が 生え る 始点 を 決 
め ま し ょ う 。 


むだ な 線 を 


a 消し ます 。 


乳房 を 重力 と 胴 に 
治っ て 垂らし ます 。 


0% , 肩 を せ ば め た り 、 手 を 丸め た りす る な ど 、 
体 を 守 ろ うと する ポー ズ で 快 えた 感情 を 
胸 を 隠し きれ な い 位 置 に 手 を 描く と 、 よ り 表現 で きま す 。 こ の と き 手 を 丸め た り 、 少 し 開い た 
可愛 く て セク シー な 印象 に な り ま す 。 りす る と より 細か い 心 情 表現 が 可能 に な り ま す 。 

「 隠 せる は ず な の に 隠さ な い 」 で 意図 的 に 
乱 し て いく と 魅力 が 増す 絵 に な り ま す 。 2 


手首 より 先 が お ざ な \ 
り に な りや すい た め 
股 問 の 隠れ た 手 も 描 
いて お きま し ょ う 。 


太もも で 隠れ て 
いる 部 分 
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今度 は フカ ン の 作例 
で す 。 フ カン は 頭 と 
胸 を 強調 し た いと ぎ 
に 有効 で す 。 


《 描 き 順 》 


まし ょ う 。 


その 上 に 手 を 
か ぶせ る 形 で 
描き ます 。 


先 に 脚 を 描い て コ 
アタ リ な の で 、 う すく 描い て お き 


ぶ 奥行 き ひ ある 手 の 描 き 方 


奥 の ほ う が 間 隔 は け せま く な り ま す 。 


腕 を 描き ます 。 レナ エ ミエ ミエ ミナミ す す 】 
作例 A 
Ss 
奥 は 指 が 重なっ て Sn 
いく の で 手前 か ら 
描い て いく と 描き 浮き 骨 の スジ を 描く と 
時 。 骨 ば っ た 長い 指 で ある 
印象 を 与え る こと が で 


肘 の 位置 に 注 
腕 は ここ を 起点 に し て 外 に 
反っ て いき ます 。 


上 台 を つく りき 


た す 。 


し まし ょ う 。 


手 か ら 肩 まで の 


きま す 。 


@ すい 方 向 で 描い 


腕 を ヨ 


F 前 に 伸ばし 遠近 
が か か っ て いる た め 、 


二の腕 が 遠く に 、 手 が 


近く に な り ま す 。 


手 に 遠近 が か か 
る 場合 、 描 き や 


て 、 あ と で 回 転 
させ る と いう 方 
法 も あり ます 。 


Cesssssssssssssssssssessssssssssssesssessses® 


指 の すぎ 間 を 延長 し て 
裂け 目 を 長く する と 女 
性 らし く な り ま す 。 
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財 八 凍 装 記 


内 距 ③ 改 


髪の毛 を さわ る 作例 


女の子 な ら で は の 半 の 毛 の 長き さと 、 手 を 魅せ る 


作例 で す 。 


ん で いる の で 、 手 首 側 の 延 
長 線上 に 肘 の 出っ張り を 措 
く 場 合 も わり ます 。 こ の 場 
合 で も 、 尺 骨 の 上 ふくらみ が 
ある こと に は 変わ りあ り ま 


複雑 に 見 えま す が 、 基 本 は グー の 形 で す 。 指 の 間 か ら 


髪 の 東 が 飛び 出し て くる よう に 描き 8 


ココ 


ます 。 


親指 が 名 に ちる 場合 、 細 い 


腕 の 華 間 な さま を 出す た め 


に 描か な いと いう 選択 肢 も 


あり ます 。 


奥 に 親指 が ある 


か ら と いっ て 必ず し も 描く 
必要 は あり ませ ん 。 


122 


骨 に 押し 


指 を | 
長 さ 


尺骨 の ふく ら み が 、 上 腕 
H さ れ ま す 。 


げ る と き 、 指 の 関節 まで の 
に 気 を つけ まし ょ う 。 


NM 
じ レ 


指 の 間 に は 、 指 間 膜 ( 水 
か き の よ うか な 物 ) が ある 
た め 、 指 を 広げ る 際 は 、 
すき 間 を 丸く し ます 。 


内 側 へ 曲がっ て いく 


上 腕骨 の まわ り に 、 肘 の 
出っ張り が で きま す 。 


上 腕骨 の 先 も 大 きく 点 く ら 


せん 。 


(強く 握っ て いる よう に 見 える コツ 》  : 
何 を つか お か に よっ て 、 s 


で きま す 。 


今 力 を か が ける 方 
ば ら す 
人 手首 を 曲げ る 


握り し め る 強 さ を 変え る : 
と 、 よ り リ アル な 描写 が : 
る 指 の 形 を ば ら す 8 
向 を : 

こ 曲 げ る : 


今 親 指 を 垂直 に | 


手 を 合わ せる 作例 


腕 ・ 手 を 描 を ます 。 左 右 に 、 
同じ 形 の も の が 対称 に つい て 
いる こと を 意識 し ます 。 


eeeeeeeeeeeeeeoeeeoeeeeeeoeeeeeeoeeeoeea 


胴 ・ 胸 を 描き ます 。 


: (斜め か ら 》 《 前 か ら 》 : 


seeeeoeeeeeeeee 


何と な く イ メー ジ だ け で 描く の で は な く 、 も と も と 左右 対称 ; 
な も の の ご どこ が 変化 し 、 ご どこ が 同じ に な る か を 考え な が ら 描 
きま し ょ う 。 左右 対称 と は 、「 同 じ 形 を 別 の 視点 で 描く ]」 よ : 
うな も の で す 。 左右 逆 で は あり ます が 、 形 が 同じ も の を ふた 
: つ 描 く こ と で 、 そ の 形 を ら 倍 練習 で きま す 。 

手 と 手 が 水 平 に 合わ さっ て いる 場合 は 、 斜 め に し て も 土台 の 台形 は 
同じ 形 で す 。 描 を や すい ほう か ら 指 を 描き 、 次 に 逆 の 手 の 指 を 同じ 
高 さ に な る よう に 曲げ て いき ま 肩 を すく め る 


し よう 。 最後 に 左右 を くっ つけ 
て 、 重 な っ た 部 分 を 細か く 調 整 x 
し て いき ます 。 oe 

胸 で 腕 が 隠れ る と 


上 目 づ か い 


アゴ を 引く 


肩 を すく め て 、 腕 を も っ と 内 側 に よせ る 
と 可愛 らし さ が 出 ます 。 さ ら に 胸 を 内 側 
に よせ て 、 腕 の 上 に ふく ら み が お むき 出し 
うつ お むき 加減 に し て 頭 を 傾け る と 、 女 性 らし く 優 い 印象 を 与え に な る と 、 セ クシ ー な 印象 を 与え る こと 
る こと が で きま す 。 目線 も 上 目 づ か い に す る と 効果 的 。 も で きま す 。 
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財 八 凍 装 記 


さら に セク シー か 作例 


さら に 難易 度 を 上 げ 、 脚 を 投げ 出し た ポー ズ を 描い て 
み ま し ょ う 。 奥 行き の 表現 が 難し いで す 。 


の 


腰 が 奥 ま り 、 脚 が 奥 か ら 出 て きま す 。 


腕 と 胸 の 動き に 注意 ! 

腕 が 内 側 に よる こと で 胸 も 
内 側 に 押さ れ 、 そ の 分 、 避 
くら み が 腕 に の っ て 広がり 


ます 。 
奥まっ た こと に より 、 お な か に シワ が よっ て 、 
お な か の 皮下 脂肪 の 段差 が 生ま れ ま す 。 これ 
に 乗じ て 、 お へ そ も 段 差 に 巻き 込ま れ ま す 。 
i 
oe % ふくらみ を 潰す 表現 開い た 指 の 問 に 盛り 出し た 丸い ふく 
手 " 回 ら み を 追加 し ます ( 山 に よる 陰 を 境 
箱 多 指 2 本 で 乳房 を 押す と 、 潰 れ に 入れ て 立体 感 を 出し ます )。 
提 て いる 感じ が 出 ま す 。 
方 
る 中 房 を 覆う よう に 、 手 は カギ 
爪 の 形状 に し ます 。 
nt 2 指先 を 曲げ て 押し 込ん だ こと に 
0 人 骨 を 描く と より 、 へ こみ が で きま す 。 
り 強 いい 印象 に な り ま す 。 全体 を 包み 込む よう に 、 親 指 ・ 


金 線 を 太く する と 、 指 が 食い 込 小指 を 広げ ます 。 
ん で いる よう に 見 えま す 。 最後 に 浮き 骨 を 追加 。 
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Chapter 


脚 ・ 足 


脚 ・ 足 は 伸ばし た り 曲 げた りす る と 女性 
らし さ を 強 調 で きま す 。 脚 の 長 さ の 比率 
や 向き に よっ て の 見 え 方 、 重 力 に よる 肉 
の ふく ら み を 把握 する こと は 必須 で す 。 


打球 時 ・ 可 只 喜 
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) 脚 の 描き 方 ・ 注 意 点 ノー 


脚 の ライ ン は 、 凹 ロー つ ひ と つ に 意味 が あり 、 セ クシ ー さ を 表す も と と な り ま す 。 な ぜ へ こむ 


か 、 な せ 出 っ 張る の か を 理解 し て 描き まし ょ う 。 


脚 全体 の 形 


太もも は 内 ・ 外 と も 
に 同じ 形 の ライ ン で 


す が 、 外 の ほう が 全 2 
体 的 に 見 る と 、 カ ー 0 
ブ が 急 で す 。 
脚 の つけ 根 
股 
NN 


女の子 は 内 股 ぎ み 
で ある た め 、 内 側 
に 膝 の 出っ張り が 
あり ます 。 


骨 が ら 本 並ん で いて 、 
その 骨 の 先端 が くる 
ぶし 。 


筋肉 の 凹凸 を 経て 、 最 終 的 に 
内 側 に よっ て いき ます 。 


内 側 は ほぼ 垂直 に な る 


脚 の つけ 根 か ら : 
膝 、 膝 か ら 足 ま : 


膝 


oooeseeoeeeeeooeeeeeeeeeeeee 


: 太もも は 内 も も の ふく ら み が : 


: 大 きい た め 、 カ ー ブ が 多く な : 
: 起伏 が 激しく な り ま す 。 


assseeeeesaeoeeeeoeeoeeaeoee 


《 デ フォ ル メ 》 
少し デフ ォ ル メ し て スラ リ と 


し た 雰 


気 に し ます 。 


* ぶ 膝 の 表現 


太もも か ら 浮 き 出 て 膝 に つ な 
が っ て いく イメ ー ジ で 描く 。 


太もも 


5 


足 を 曲げ る と 皿 と 


いき ます 。 


の ん 


大 服 骨 が 押し 出さ 3⑳ ング 
れ て 並び 、 膝 の 形 大 妥 
は 縦 に 広く な り ま 本 共生 
す 。 下 に いく に つ も 性 眉 中 
れ て 内 と 同化 し て = 

の 


《 表 》 《 裏 3 〆 
膝 が 歴 に 入る テン @ 人 
ふく ら は ぎ 山 が 3 つ 
で きる 


《 デ フォ ル メ 》 ン ン シン 
ジウ 


膝 の シワ は 
小さ め に 


/ 
反っ て いる / 


( 骨 ば っ て いる ) 


礎 骨 と 
同化 


重力 に よっ て 
垂れ 下がる 


膝 の 皿 は 大 きく 描き を すぎ な いよ うに ! 


* ぶ 脚 の お お ま か な 認 識 
(さっ と 描い て みる 》 


アウ トラ イン を お お ま か に 描い た 
あと 、 パ ー ツ や 起伏 を 知っ て いる 
部 分 ・ 節 で 分 割 し て いく と 、 ど こ 
が 理解 で き て いな いか わか り ま 
す 。 や っ て み ま し ょ う ! 


ふく ら は ぎの ふく ら み が 
太もも に ぷ ぶつ か り 、 押 し 


込ま れ た 反動 で S 字 に 。 


《 小 さく 分 割 し て みる 》 


膝 理 
くる ぶし ふく ら は ぎ 
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選 


Be te) 


ひご ひご SO 隅 ・ 選 S 寺 8 


.⑩) 脆 の 形 ・ 座 り 方 の いろ いろ 。 


直立 し た と き と 片 足 に 体重 を の せ て 立つ た と き 、 座 っ た と き な ど で は 、 当 然 バ ラン ス や 描き 方 
が 変化 し ます 。 特に 女性 は 、 座 り 方 に も いろ いろ あり ます 。 基本 を ふま えた 上 で 、 そ れ ぞ れ の 
ポー ズ を 美しく 描く ポイ ント を 押さ えて いき まし ょ よう 。 


脚 を 美しく 魅せ る ポイ ント 


* 立ち 次 / 

(片足 立ち 》 腰 の ライ ン 

コン トラ ポス ト 。 

腰 の ライ ン ・ 膝 の た だ 足 を 曲げ た だ け 

ライ ン を そろ え 、 だ と 、 バ ラン ス を 保 

足 の ライ ン を その な い 上 に 不 自然 。 

逆 に し ます 。 

※* 肩 は 腰 の 逆 に な り 

ます 。 膝 の ライ ン 

立ち ポー ズ の 脚 は 直立 の 場合 、 上 図 の よう に 曲げ る 
だ け で は 重心 も 変わ っ て し まい 、 バ ラン ス が お か し 

か か と の ライ ン く な り ま す 。 全体 の バラ ンス を 美しく 自然 に 魅せ る 
方 法 と し て 、「 左 右 非 対称 の まま 全体 を 均衡 に 保つ 

且 足 に 重心 方 法 (コン トラ ポス ト )」 を 利用 し まし ょ う 。 
《 両 足立 ち ( バ ッ ク )》 
両足 立ち の と き 、 足 と 足 の 中 心 が 全体 の 重心 に な り 、 6 


左右 の バラ ンス を と り ま す 。 ふた つの 山脈 


外 : 大 乃 二 頭 筋 
内 : 半 騰 欄 筋 


か か と 立ち の と き 、 か か と の 
中 心 が 全 体 の 重心 。 


外 も も \> 
ふく ら は ぎ 


膝 の 裏 は 筋肉 の 形 を 意識 し ます 。 
内 も も と 外 も も の ふく ら み の 間 に 
で きる 溝 の 中 か ら ふ くら は ぎ が 出 
て くる イメ ー ジ で す 。 


足首 に 力 が 入り 、 ピ ン と 伸び て いる 
ポー ズ は アキ レス 腫 が 浮き 出 ます 。 
セク シー ポイ ント の ひと つ 。 


全体 の 重心 
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《 片 膝 立ち 》 の の 皿 は 上 の 骨 に 


太もも 、 膝 、 膝 か ら 足 の 先 、 の 順に 描き ます 。 ? の っ て いる 
大 爵 骨 
46 
ACT へ 町 NI 
皿 AT 
ふた つの 小さ な ひと つの 大 き な 
出っ張り 出っ張り 


《 膝 の 出っ張り は 骨 の 形 を 意識 する 》 
脚 を 曲げ た と き 、 出 っ 張り が 膝 に いく つも 
ボコ ボコ と 出 て いる の は 見 栄え が 悪い の で 
ひと つ に まとめ た ほう が いい で し ょ う 。 た 
だ し 、 知 識 と し て は 覚え て お きま し ょ う 。 


⑳ 奥 
潰れ て ふく ら は ぎ 両足 と も 足 に 体重 が か か っ 
が 出 ます 。 て いる た め 、 両 方 と も ふく 

ら は ぎ と 指 が 潰れ ます 。 


*% 大 も も が 強調 され る 構図 内 や も (内 転 筋 ) を 中 心 に 描く と バー ツ ど と の 凹凸 の 位 
置 関係 を 把握 し や すい で す 。 


《 体 育 座 り ( ア オリ )》 


《 ブ リッ ジ 》) 4 《 開 脚 》 
RX 股 を 開く と 内 も 
も が お むき 出し に 
な り ま す 。 


内 も も や ふく ら は ず ぎ 
の ふく ら み に 注意 。 


スジ を 表す ライ ン 
脚 に カ が 入っ て の N 脚 に 力 が 入っ て 
いな いと き 、 ほ \ っ / いる と き 、 内 も 
か の 肉 と 立体 差 を 一 池 / も が 緊張 し て ス 
( 溝 ) が で き 、 内 同じ 内 も も を 表す ラ ジ (山脈 ) が で 
も も の 存在 を 表 イン で す が 、 少 し 意 きま す 。 
し ます 。 合い が 違い ます 。 
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《 内 股 座り (フカ ン )》 
体育 座り な ど 、 足 を 曲げ る ポー ズ は 脚 の 下 に トン ネル が で きま す 。 横 か ら 見 た と き の お お ま か な 
形 も セイ メー ジ し て お く と 、 上 手 な 応用 が で きま す 。 


内 股 に よっ て 内 も も 
が 内 側 に 入り 込み 、 
恥 丘 も それ に 合わ せ 


脚 の つけ 根 = 


て 埋もれ ます 。 ! 
Gs *HD 
の 
の 則 
形 
人 足 の つけ 根 ーー 
8 2 に 脚 の つけ 根 一 膝 、 膝 一 
内 膝 上 と 膝下 で 長 さ が 違う 足 の つけ 根 は 同じ 長 さ 
の は 、 遠 近 が か か っ て い な の で 、 足 を 曲げ る と 
る と いう こと で す 。 か か と が 脚 の つけ 根 
《 横 か ら 見 た 図 》 ( 尻 の 中 央 ) に きま す 。 
*% 寝 た ポ ー ズ 
《 ア オリ 1》 


の GO 
【 近 】 
床 に つい て 


土台 を 描き ます 伏せ っ て いる 
(アオ リ ・ フ カン 
を 決め る )。 


前 
土台 か ら 太 も も を 伸ばし 、 重 ね て 重ね て 上 に の る 足 を 床 
下敷 き に な る 奥 の 足 か ら 描き ます 。 描き ます 。 Pr 


《 ア オリ 2 》 


小さ く な っ て いる 。 : 重ね て みて 、 両足 の : 
軸 : パー ツ ご と の 長 さ に : 
: 注意 し まし ょ う 。 


軸 


胴 の 中 心 ラ イン か ら 軸 ( 体 
の 中 心 線 ) を つく り 、 こ れ 
を 基準 に 内 股 、 足 の 方 向 、 
か か と の ライ ン バラ ンス を 調整 し ます 。 


内 股 


お 尻 の ライ ン 
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《 ア オリ 3》 
アオ リ が 強く な る と 土台 の 形 が わか り づ らい た め 、 手 前 の 
太もも か ら 描 いて いき ます 。 土台 ( 胴 ) の 形 は 、 お 尻 と 肢 
の 特徴 か ら 予測 し ます 。 


W 腰 よ りお 尻 の 
お 尻 と 太もも の ほう が 出る 
境目 あたり に 隊 NN 
丘 が か あり ます 。 @ \ 


| 
! 
0 
! 
H 


| 1 ; > NN 
9 oy 
ここ 尾骨 が 見 える Ro ん 
脚 の つけ 根 間 
CD. *。 


お 尻 と 脚 の つけ 根 。 太もも が 地面 で 濱 : 横 か ら 見 る と 太もも の 形 : 自分 で ポー ズ を と り 、 楽 な 
の サイ ズ は 同じ し 。 れ て 広がり ます 。 : は 左右 ほぼ 同じ な の で 、: 体勢 で 決め まし よう 。 
: 同じ も の を 並べ る 感じ 。 : 
いろ いろ な 座り 方 
トン ネル 型 女 座 り の 
* ま る で 一 度 入っ て また 出 て くる トン ネル の よう に 、 見 えな い 部 分 の 
が 見 えて いる 部 分 を 通過 し て 、 ま た 現れ る よう な イメ ー ジ 。 
手前 の 脚 が も う 片 方 の 脚 の 下 に 潜り 


込ん で いて 、 尺 くら は ぎ か ら 下 が 、 
どこ に ある の か わか ら な い 例 。 


トン ネル の よう に 、 奥 の 脚 が 手前 の 脚 の 
くら は ぎ に の っ て いる イメ ー ジ 。 見 える か 


見 えな いか 
> 。 足 を 交差 させ る と 、 指 の 配置 を 逆 に し | な め ら か 
や て し まう お それ が ある の で 、 足 の 方 向 


に | を 十分 に 注意 し まし ょ 


か か 、 う 。 足 の 指 は 内 側が 着 の 

6 *) 指 で す 。 小 指 の ほう が 奥 の 足 が 見 える か どう か は 体 の 角度 に よっ て 

| | 短く 、 親 指 の 幅 は 全体 変わ り ます が 、 単に 女性 らし い ポ ー ズ な 意識 
の 3 分 の 1 くら い に する な ら 、 ラ イン の な め ら か さ を 強 め る た め 、 
な っ て いま す 。 見 えな い ほ うがい いか も し れ ま せん 。 
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* ぶ 崩し た 女の子 座り 


上 向き の 足 に 注意 (自分 で 実際 


に や っ て みる と わか り ま す )。 


右足 は 地面 に 腔 を つけ て いる 足 を 投げ 出す と き 、 向 き を そろ 
の で 、 遠 近 に より 、 興 が 小さ 手前 える と 美しく 見 えま す 。 
く な り ま す 。 


正座 正座 は 右 、 左 の 足 を 別々 に 描く ほう が 形 を 把握 し や すい で す 。 


お 尻 の 肉 で 
足 が 潰れ て 
いま す 。 


に 


床 に 申 を つけ た 足 は 
ほぼ 三角 形 


, 


足 は 内 側 に 向く た め (下図 参照 ) 足 の 少し 割 座 (女の子 座り ) に し て 、 か か と な ど 定 の 形 を 表 に 出す 
裏 は あま り 見 えま せん 。 し か し これ だ と 、 和 柔らか い お 尻 に 潰さ れ て 変形 し て いる 足 を 表現 で き 、 肌 の 
と 足 が 隠れ て セク シー さ に 欠け ます 。 柔らか な 感じ で 女性 らし さ が 増 し ます 。 少 し だ け 定 が 見 える く 

らい が 見 栄え が いい か も し れ ま せん 。 好み で 調整 し まし ょ う 。 


っ あぐら あぐら の 脚 は 入り 組ん で いて 、 脚 の 形 や 位置 が 把握 し に くい の で 、 先 に 足 を 摺 いて 


k う 
お きま す 。 
人 へ ow 
Up の 2 少し 足 を 前 に 投げ 出し 


た り 、 前 傾 容 勢 に し た 
a cs りす る と 女の子 っ ぽい 
手前 a * 仕草 に な り ま す 。 


| 
R 
‘ 
a 
< 
> 
と 


POCOLULLULLLLULULLLKTLLKE 
LCCLULLLLLULLLLLLLLLLLLLLELLL 


股 問 の 空白 に 注意 


上 くら は ぎ が 内 側 を 向き 、 太 も 
ム も に 潰さ れ て ふく ら み ます 。 


きれ い に あ ぐら を か いた と き 
の 足 の 位置 は 、 太 も も の 下 く 
太もも は 手前 を 向い て いる らい な の で ( 足 に 太もも が 
の で 遠近 が か か り ま す 。 ちょ うど の る 形 )、 先 に 足 の 足 と 膝 を つなぎ まし ょ う 。 膝 が 横 に 突き 
casesesecsasesseceseceeeees' 位置 を 描い て お きま し ょ う 。 出る の で 皿 の 出っ張り に 注意 し ます 。 


《 上 か ら 見 た 図 》 
上 か ら 見 る と わか る よう に 


つなぐ つなぐ 


お 尻 中 心 の ポー ズ 


体 が 回 転 し て いた り 、 頭 が 下 ・ 足 が 上 に な っ た り し て いる ポー ズ の 場合 、 描 きやすい 方 向 、 ア 
ング ル に し て 描く の が ベス ト 。 自 分 の 力 を 十分 に 発揮 する た め 、 描 きやすい 環境 を 整え る こと 
も 絵 を 描く の に 重要 な の で す 。 


み 


J 


3 足 を 放 り 上 げ る 今回 は 天下 見 上 げ で いる アン グル (アオ リ ) で す が 、 横長 に し て 体育 座り 
を 描く よう な 感じ で 進め て いく と 、 な じみ の ある ポー ズ に な っ て 描き や す 


く な り ま す 。 
Y >- 完成 図 を この よう に ラフ で 想像 し ます 。 
: : アオ リ な の で 奥 
: 骨格 的 に 不可 能 な 足 : の お 尻 が 見 えて 
: の 向き に 注意 8 ます 。 
左右 の 脚 の 向き を 
少し 捨 る と 台 力 的 、 関節 まで の 長 さ に 注意 し な が ら 脚 を 描い て 
な 脚 に な り ます 。 いき ます 。 
遠近 に 注意 ! の 
B 尻 の 形 を 丸 で 囲ん で 台 
お く と 、 長 さ ・ 大 き さ 
を 調整 し や すい で す 。 
回転 させ て 目的 _ 人 あ 、 前記 の 筋肉 の つき 方 や セク シー ポイ ント を 
の ポー ズ へ 。 参考 に し て 、 デ ィ テ ー ル を 描き 込ん で いき 


の ます 。 
FSSY 
0 
2 
* 後ろ ( 腔 を つい て いる ) 
脚 が 重なっ て いて も 、「 土 台 、 太 も も 、 足 先 ま で 」 を 1 セッ ト 
で 描き ます 。 


/ Y \ 
し 人 | | ) 後ろ か ら お 尻 を 見 る と 、 
MS 胃 回 り (外側 の ライ ン ) 
9 は 肉 が 少な く 、 お 尻 と 太 

も も に 明確 な 段差 は で き 


ませ ん 。 線 で くっ きり と 


まず 太もも を 描き ま 区 切ら ず 、 暖 昧 に し て お 
す 。 お 尻 と 内 も も の 次 に ふく ら は ぎ を 最後 に 足 を 描き ます 。 < 必要 が あり ます 。 
点 く ら み に 注意 。 描き ます 。 
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“女の子 座り 
(注意 点 1 】 


お 尻 と 脚 の 境界 は 線 だ け だ と わか り に くい で す が 、 実際 に は 
点線 の よう に お 尻 の ふく ら み が あり ます 。 際 を つけ る と き に 


備え て 名 バー ツ の 境界 は 抱 握 し て お く 必要 が あり ます 。 
* パ ー ツ ご と に 描い て いく の で 、 あ ら か じ め 境 界 を 描い て お き 、 あ と で 消し ま 
し ょ う 。 
《 上 か ら 見 た 図 》 
上 か ら 見 る と 
お 羽 の ふく ら 〇 
み は 突 き 出 て 2 
いま す 。 0 
注意 点 2 注意 点 3 
骨 骨 や お 尻 の か くら み 、 パ ー ツ の 境界 は 
常に ある も の と し て 意識 し て お きま す 。 
点線 は 凹凸 の 境界 


太もも と ふく ら は ぎ 


ふく ら み 


《 斜 め 》 《 後 ろ 》 が 並ん で いま す 。 
作例 A 隠れ て いる 奥 の 足 を 描き 
ン 2 に Plp 周 


お 尻 の ライ ン 


脚 の つけ 根 
か か と 


(に 


各部 別々 に 


肉 を つなげ る 


8 


パー ツ は な め ら か な 肉 で つ な 
パ っ て いる た め 、 な め ら か に 
つなげ まし ょ う 。 


不 自然 


(1 


太もも の 下 に ふく ら は ぎ が 
ある の に 、 足 は 出 て いま す 
(正座 な の か 女の子 座り な 
の か ハッ キリ し な い )。 


| 


久 正座 を する と 、 か か と 
は お 尻 の 中 心 に きま す 
(132 ペー ジ の 脚 の 図 
を 参照 )。 


$ 足 の 角度 が 対称 で ある 
場合 は 、 傾 き を 決め る 
た め 、 お 尻 の ライ ン や 
お 尻 の 裂け 目 な ど を 基 
こし 、 足 や 膝 の 位置 


膝 の 方 向 が 対称 で な く バ ラ 
バラ の と き で も 、 お 尻 の ラ 
イン を 基準 に 長 さ や 傾き を 
変え て み ま し ょ う 。 


を 決め て いき ます 。 こ 
の と き 、 パ ー ス も 合わ 
せま し ょ う 。 


ROLLLLLLLLLLLLLLLLLLLULLLLULLLLLLLLLLTILKTII 


太もも と ふく ら は ぎの 位置 関係 に 注意 し まし ょ う 。 


CCULLLLULLLTEETLULULLUETEPLPLULLLLEYLYLLTKTILLLIEKTU 


* ぶ お 尻 を 見 せつ ける ポー ズ 
今 まで の よう に 土台 を つく り 、 指 先 まで 追加 し て いく 以外 の ポイ ント を 押さ えて いさ きま しょ う 。 


恥 丘 の 部 分 は 、 こ の 角度 だ と 盛り 上 が っ て 見 える 
た め 隠 れ ま せん 。 描 き 忘 れ が ち で す が 、 胴 体 の 延 
長 線上 に ある の で 注意 し まし よう 。 


お 尻 に 隠れ る か どう か は 見 る 角度 に よっ て 変わ り 
ます が 、 胴 を 必ず 透視 し 、 ア タリ を 描き 入れ ます 。 


《 後 ろか ら 》 V 


| 
ガン リス 


: 脚 は 外 に 広げ 、 し っ か 
: 踏み し め る ポー ズ で : 
: す が 、 こ の まま だ と 強 : 
: い イ メー ジ を 与え て し : 
: まう の で 、 足 の 方 向 だ : 
け 内 側 に 向け て 女性 ら : 
し さ を 演 出し ます 。  : 


TT TT 内 股 


* ぶ 脚 を 後ろ に 投げ 出し 寝 こ ろ が る ポー ズ oe 全 呈 中 = いう だ け ぁ っ て 

や 検 か ら 見 た ら 感 り 上 が っ て 
パン ツ の 橋渡し が 見 える 。 いる た め 、 内 も も に 埋もれ る 形 に は し 
な いよ うに し まし ょ う 。 


恥 丘 が お 尻 の 問 か ら の トン ネル が で きる 場合 は 必ず 上 に 
ぞ き 見 える 。 くる 足 と の 上 下 差 を つけ ます 。 


女性 らし く 下 に 
重ね て も よい か も 。 


ら 本 の 脚 の 重ね 方 を お お ざっ ぱに 描い て イメ ー ジ し 、 よ 
り 女性 らし いも の や 、 キ ャ ラク ター に 合う も の を 選び ま 
し ょ う 。 今 回 は 縦長 に な ら な いも の に し て み ま し た 。 


( 横 か ら 見 た 図 ) 内 昌 
ee 下 の 足 の 土踏まず に 
か か と 足首 が の っ て いま す 。 
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脚 を 曲げ ける ポー ズ 


脚 を 曲げ る 場合 、 2 本 の 脚 が 重なっ て 見 えな い 部 分 が 多い の で 、 


注意 し て 描き 進め て ぐい きま す 。 


* 脚 組み 


取 丘 の 位置 
脚 の 土台 を 描 を ます 。 こ の 時 点 
で 向き を 決め まし ょ う 。 
左 有 
の 。 胴 は 左向き 脚 は 正面 


いて いる の は 不 


伸ばし て いき ます 。 


* 片 膝 立ち 


想 ヽ の け 根 

つけ 根 し / 奥 

あと で 取 丘 を 

追加 する すき 間 
膝 を 地面 に つけ る ほう 
の 脚 の つけ 根 は 、 隠 れ 
て し まい ます 。 見 えな 
いか が から と いっ て 股 の す 
き 間 を 忘れ ず に ! 


の Cg 


左向き に する 際 は 、 土 台 が 左 
向き な の に 膝 が 正面 や 右 を 向 
然 な の で 、 
- ひ と - ひ の 段階 で 左 に 脚 を 


フカ ン 


すき 間 


〇 で 膝 の 位置 を 決め 、 そ 
こ に 向かっ て 線 を 描き ま 
す 。 左 右 で 向き が 違う こ 
と に 注意 し まし ょ う 。 


膝 の 位置 を 決め ます 。 * 


: 股間 の 位置 の ズ 
: レ は 完成 後に 
: 立つ の で ひで 
: 確実 に 押さ えて 
: お きま し ょ う 。 


1 本 1 本 、 脚 の 関節 の 位置 に 


〇 で 膝 の 位置 を 決め て 左右 の 太もも の つけ 根 か ら 線 を 
伸ばし ます 。 


へ その 下 に 


了 丘 


° 
oeeeeeeeeeeeeeeeeeoeeeeeeeeeeeeeeeo 


膝 を 起点 に 指先 


ふく ら は ぎ 
が は み 出 る 


す 9 


まで 描き さき 


ます 。 


膝 を 起点 に 指先 まで 描き ます 。 


尻 の 下 を 軽く 垂 
し 気味 に 描く と 
愛らしい 印象 の 
尻 に 。 


光司 人 菩 


_ 恥 丘 の ふく ら み 
を 追加 。 


可能 な か ぎり 、 見 

えな い は ず の 足 も 

想像 し ます 。 

ふく ら は ぎの 形 
か ら 予 測 で きる 
か か と の 位置 


こん な と ころ 
か ら 足 は 見 え 
る は ず が な い 


アドバイス) 2 


: @ か か と が お 尻 ( つ け 根 ) : 
3 に くる : 
る ふく ら は ぎ が 太もも で : 

潰れ て 横 に は み 出 : 


内 股 に し て も よい で す が 、 そ 
の 場合 は ふく ら は ぎ を も っ と 
外側 に は み 出 させ る と バラ ン 
ス が よく な り ま す 。 


横長 の ポー ズ 


横向 き の 場合 は 土台 を 描か ず 、 お お ま か に 有 全 体 の 形 を と り ま す 。 


* 土 台 は 脚 の つけ 根 や 体 の 向き を 把 揮 する た め に 描く の で 、 横 向き だ と アタ リ 線 が 隠れ て し  《 横 向き の 土台 ( 腰 )》 
まっ て 意味 を な さ な い 。 


ee 左 半分 が 隠れ て いて 
まず は シン プル に 。 5 づら Le 


に = 


次 に 細か くし て いき ます 。 


お 尻 の 段差 


横 か ら 見 る と 山脈 な の で 、 
くぼみ は あり ませ ん 。 


長 さ を 合わ せ 
て いく 。 


垂れ る 太もも 了 足首 の 関節 
地面 に 密着 地面 に 密着 


大 服 開き 


土台 も お 尻 の 一 部 な の で 
潰れ て いま す 。 


6 人 0 膝 裏 の 線 に よる 表現 》 


逆 八 の 字 に する 
こと で 、 た だ の 
丸 よ り 縦長 に 見 
せる こと が で き 
ます 。 


少し 出る 
( 膝 骨 ) * 4 この 形 だ け で 太 も 
と 、 ふ くら は ぎ 
の ふく ら み を 表し 
ます 。 
裏 


肉 で 潰れ た こと に し て 
お 尻 と 腰 は 地面 に つい て いる た め 、 ア オリ で も 足 の x 簡略 化し 、 ス マー ト に 
端 か ら お 尻 は 見 えま せん 。 膝 の 下 に お 羽 が 見 えな い 魅せ ます 。 
よう に し まし ょ う 。 見 えて し まう と 腰 が 宙 に 浮い て 

いる こと に な っ て し まい ます 。 
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* に ee 品 


DCOICS 呈 び 了 山 


7 バ ュ えーNS 避 8 


骨盤 や お 尻 と の 関係 や 、 太 も も や ふく ら は ぎの 肉感 を 上 手 く 応用 すれ ば 、 さ ら に セク シー な お 肢 


を 描く こと が で きま す 。 


凹凸 と すき 間 を 意識 する 


し ボイン ト 1 
出っ張り は 近く の ライ ン と つなげ る 


腰骨 (大 服 骨 の 出っ張り ) を 太もも の ライ 
ン と 一 体 化し て 表現 する と 、 曲 線 が 増え て 


セク シー な 上 印象 を 与え られ ます 。 
(足首 の くる ぶし も 同じ で す ) 


52 肖 央 ふく ら は ぎの 境界 線 の ゆがみ 
ふく ら は ぎ が 押し 潰さ れ 、 圧 迫 に より 太もも と 膝 の 間 に 肉 が 集まり 、 ふ くら み が で きま す 。 ス ラリ と 伸び た 
脚 の 中 に ひそ や か に 現れ る ふく ら み は 、 艶 や か で す 。 


上 の 重要 人 


し ポイ ント 3 
常に 内 も も を 意識 し た ライ ン づ くり を する 


内 も も の ふく ら み 
で 股 の 線 を ゆがめ 
内 由 て 、 そ の 上 か ら さ 
も / | も ら に 恥 丘 を 加え ま 
す 。 
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下腹 部 に は 3③ つ の 隆起 が 
あり 、 脚 の つけ 根 に 骨盤 
の 隆起 が ある た め 境 界 線 
に ゆがみ が 生じ ます 。 脚 
と お な か の 境界 線 は 、 ど 
ちら か と いう と 、 お な か 
の 肉 が 脚 に 侵 廊 し て いる 
イメ ー ジ に 近い で す 。 


シ 


太もも の ふくらみ が な 
いと 、 な め ら か すぎ て 
赤ちゃん の よう に な っ 


て し ま 


い 8 


ます 。 


お 尻 と 同じ で 太もも 
の 曲線 は 極端 に 見 せ 
る くら い が ち ょ うど 
よい で す 。 


@ 骨 盤 の 隆起 


9 陀 丘 の 降 起 


2 


肉 の 深み が 増し て 大 
人 の 女性 らし さ が 出 
ます 。 


EERED 座る と き は 脚 を 斜め に 肉 の 表現 


硬い 印象 。 リラ ックス 。 


太もも と 股間 の 三角 形 


女性 は 腰 が 広く 、 太 も も と 股間 に 三角 形 の すき 間 が 
で きる の が 特徴 で す 。 脚 に すき 間 が ある と 可動 連 


肉 の 表現 (乳房 の 谷間 ・ 内 股 な ど ) を 入れ る こと 
(/ NU で より 女性 の 肉体 美 を 演出 し ます 。 
\ 
/ 


が 広く な り 、 女 性 らし い 脚 を つく りや すく な り ま す 。 用 を 組ま な く と 
も 絡め る だ け で ee 
| まめ デ 間 * セクシー に 。 の 
マニ ア の 間 で は 、 こ の | 
三角 の 部 分 を 「 絶 対空 ) 
域 」 と 呼ん で いま す 。 
| | ) ) 
N 
これ で は 脚 の 内 づき が 
よく わか ら ず 、 の っ ペ 足 の 指 も 絡め る と 
り と し た 印象 (思う よう な イメ ー 絡ま せ て も 
ジ )、 な お よい で す 。 oe 
の ( 手 を 添え て みよ う ! 


伸ばし た 脚 に 、 そ れ と 同じ 
方 向 に 腕 を 伸ばし て 手 を 添 
える と 、 よ り 和 魅力 的 な ポー 
ズ に な り ま す 。 体 の どの 部 
位 が 中 心 の ポー ズ で も 、 そ 
の 部 位 に 沿っ た 動き を 助 
する よう に 腕 を 加え る と 、 
艶 か し さ が ア ッ プ し ます 。 


Kl 
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セク シー な 女性 は 、 足 先 の 所 作 ま で 美しい も の で す 。 魅力 的 な 脚 の ライ ン が 足 の 表現 で 台 な し 
に な っ て し まわ な いよ うに 、 細 部 まで 確認 し て いき まし よう 。 


基本 の 形 を 理解 し よう 


\ 中 = 
中 心 株 。 薬指 を 中 心 に 、 i ee 
ほか の 指 が 内 側 : シワ が よる ANN 
を 向き ます 。  : : 
け SN : 5 
H トン 1 
ほか の 指 の : : 4 
つけ 根 : 親指 と ほか の 小指 の 根 : 
: も と の 筋肉 を 、 若 干 内 : 
: 側 に 向い て いる よう に : 
: 描く と 、 自 然 に 見 えま : 
98 : す 。 3 SL phe 
店 ena ee nse 
《 横 か ら 》 《 前 か ら 》 た 
薬指 を 中 心 に 、 


関節 人 る 脚 か ら か か と の ライ ン 
を つく る 

る 指 を アー チ 状 に 

る 箱 指 は 大 きく 

親指 の つけ 根 は さら に 
大 き な 丸 

る つけ 根 は 親指 側が 出 っ 
張る 

る 小指 側 は 少し だ け 出 る 

指 は 親指 か ら 小 指 に か 
け て 小さ く な っ て いく 


親指 


wHE 


指 の 関節 (つけ 根 ) 
『 
親指 以外 すべ て で 


下 を 向き ます 。 脚 か ら か か と の ライ ン 


足 は どの 方 向 か ら 見 て も 三角 


ow 
の ( 形 で す 。 描き 終え た あと 、 三 
に 角形 に な っ て いる か どう が 見 
K > 直し て み ま し ょ う ! た だ し 
全体 は 三角 形 で す が 、 指 の 関 
KR バ り 節 だ け 、 突 き 出 すこ と に 注意 


指 の 関節 の 突き 出し つま 先立ち DS 


足 の デフ ォ ル メ 


デフ ブフ ォ ル メ 化 する と こう な り ま す 。 
足 の 境界 線 を どこ で 


指 の つけ 根 は 大 きく 突 切る か で 足 の 太 さ に 
き 出 し た ほう が 見 栄え 影響 が 出 ます 。 
が よく な り ま す 。 


ロキ 
H す 


案外 か か と が 奥 に 出っ張っ て 
か か と も 大 きぐ 突き いる 点 に 注意 。 か か と に は 是 
0 骨 が せり 出し て いま す 。 
よい で す 。 
くる ぶし は アン グル に 
よっ て 自然 な 向き に 変 
えま し ょ う 。 
= 9 
雇う 交 名 足 を 伸ばし た と き な ど 
し ませ ん 。 (女性 らし いく びれ も 、 kc 
A 滑 い 場 合 は 、 関 節 を 省 いて 
な め ら か さ を 増 し ます 。 
の 


il くる ぶし は 人 ハッ キリ と 凹凸 を 出す と 悪 
立ち し て し まい 、 女 性 の きれ いな 足 に 見 
えな い の で 、 縦 線 に 簡略 化し まし ょ う 。 


簡略 化 


横 か ら 見 た と き 、 突 起 を ほど ほど に つく る 程度 に 
と ど め た ほう が 着色 も し や すい で す 。 

突起 を 線 で 表現 する と 、 着 色 の 際 に 明確 な 色 の 変 

化 を つけ る 必要 性 が 生ま れ て 、 悪 目立ち し ます 。 作例 A 
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斗 財 苗 S 可 8 


様々 な 足 の 表現 


《 斜 め 裏 》 《 前 》 《 フ カン 》 


土踏まず が 隠れ て 見 え 
に くく な り ま す 。 


《 扇 平 足 》 


指 も 寝 て いま す 。 土 路 ま ず が あり ませ ん 。 


な だ ら か 


全体 的 に 動き が 緩慢 な 感じ 。 


《 指 を 曲げ て みる 》 《 寝 て いる と き の 聞 組 し た 足 の 裏 》 


指先 だ け で は 曲がり ませ ん 。 
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《 の け 反 り 》 


アキ レス 腹 が ピン と 張り 、 
スジ が 見 える と アス リー ト 


の よう に 美しい 足 に 。 


指 を 外側 に は み 出 さ 


アキ レス 肛 


ふくらはぎ に つ な 
が っ て いく スジ 


アキ レス 腫 は 
くら は ぎ と 同化 
し て いく の で 長 
く 描 きす ぎ な い 
よう に 注意 。 


スジ に 裂け 目 を 入 
れ て クッ ショ ン 代 
わり に 区 切り を つ 
せ ける と 、 ピ ン と 張 


《 し ゃ が み 足 》 潰れ て いる 感じ を 出す R、 アウ / りつ つも 若干 柔 ら 
と 、 つ ま 先 に カ が 入っ て か い 、 人 間 味 の あ 
曲がる こと で 2 る スジ に な り ま す 
指 の つけ 根 が ( 朋 の 裏 も 同様 。 
突き 出 ます 。 } 
アキ レス 腫 は か か 
《 つ ま 先 立ち 》 "と に つなが る よう 
に し ます 。 


日 


曲がる た め 、 指 と 


の 間 に シ ワ が よ 


足 を 支え る た め 地 面 に 張 り ま す 。 


りつ く 形 に な り ま す 。 


4 (くる ぶし の 表現 ) 


くる 上 ぶし の 突起 を 陰 だ け で 表現 し 
する の も ひと つの 手法 で す 。 


て 描写 


線 で は 表現 し づら いた め 、 差 し 色 で 陰影 
を つけ る ほう が 適し て いる で し よう 。 
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裏 か ら 見 た 足 の 構造 (覚え て お きた い 基 礎 知識 ) 


《 足 指 の 役割 》 

足 の 指 関節 は アー チ 状 に な つて いる た め 、 小 指 側 
が 低い 位置 に きま す 。 親指 だ け 関 節 が 少な いこ と 
に も 注意 が 必要 で す 。 


親指 に は 種 吐 骨 と いう 小さ な 丸い 骨 が あり ます 。 
この 骨 を 包み 込む よう に 筋肉 と 吉 帯 が 集まり 、 そ 
れ ら を 効率 よく 働か せ た り 、 体 重 の 負荷 を 和らげ 
た りす る クッ ショ ン 材 の 役割 を 果たし て いま す 。 


《 シ ワ や くぼみ に つい て 》 
指 と 抱 貴 球 、 小 丁 球 が つなが っ て いる と は いっ て 
も 、 実 際 の 見 た 目 で は 指 の つけ 根 に 大 き な 谷 が で 
きま す 。 デ フォ ル メ の 際 は 、 こ の 谷 を 考慮 し て 線 
を 削っ て いき まし よ ょ う 。 
また 、 筋 肉 ば か り に こだわ っ て 脂肪 な ど 体 表 組織 
の こと を 考え な いと 、 筋 肉質 な イラ スト に な り 、 
女性 らし い 体 を 描け な く な っ て し まう の で 、 注 意 
が 必要 で す 。 


Baas) 


足 裏 を パー ツ (くく 
ら み や 谷 ) で 分 割 し 


て いく と 全体 図 が 見 
えて きま す 。 指 が 小さ く 
凹凸 が 少な い 


《 お お ま か な 体 表 組織 図 》 


体毛 
皮膚 
脂肪 
肉 


田 
コ が: 0 
まず を な くし て スマ ー ト に し た りす 
る の は 自由 で す が 、 デ フォ ル メ 化し 
た り 、 好 み に 合 わせ て 変形 し た り し 
て も 、 谷 や 筋肉 、 骨 の 位置 や 比率 は 


指 も 足る 細 い 


《 親 指 の 独立 性 》 

足 の 親指 は 、 ほ か の 4 本 か ら 独 立 し て いて 、 指 中 球 
(親指 の 下 の ふ くら み ) と つなが っ て いま す 。 
立つ た と き の 全 身 の 体重 は 、 主 に か か と と 拘 上 球 に 
よっ て 支え られ ます 。 そ の た め 、 揚 中 球 まわ り の 筋 
肉 は 太く 、 力 強く 描い て も いい で し ょ う 。 た だ し 
小柄 な キャ ラク ター の か か と や 操 目 球 が ふく ら み す 


ぎ ぎ て いる と 、 合 理性 が な く な っ て し まい ます 。 
すき 間 ほか の 指 と 独立 し て い 
¢ る の で すき 間 が あり 、 
3 大 きく 動か すこ と も で 
計 、( きま す 。 
中 ます 
/ 球 
親指 の 動き ひと つが 足 
ーー 全体 の イメ ー ジ に つ な 
ピン 4 が る こと も あり ます 。 


親指 以外 の 指 は 小 患 襲 と いう 尺 く ら み に つなが っ て 
いる の で 、 拘 時 球 と つなが っ て いる よう な 描き 方 は 
間違い で す 。 小 是 球 は ふく ら み が 小さ い の で 、 か か 
と に つなが る 形 に な っ て いま す 。 

足 理 の シワ を 描く と き は これ を 意識 し な が ら 措 く 
と 、 説 得 力 が 増す で し ょ う 。 


《 趣 味 に よっ て 描き 分 ける 》 
好み に よっ て 指 を 細く し た り 、 土 路 


変わ り ま せん 。 


NN NK 


手 や 腕 、 胴 な ど は 独自 に 変形 し 、 魅 惑 的 な 形 を つく りや すい で す が 、 足 は 指先 で し か 表現 で 
きま せん 。 そ の た め 、 体 重 を か け て 足 全 体 を 曲げ て や る と 、 変形 し て 魅惑 的 な 形 を つく り 出 
せま す 。 体 全体 を 捨 っ て セク シー な ポー ズ を と る の と 同じ で 、 足 も 全体 を 鬼 っ て セク シー さ 
を 出し て いき まし ょ う 。 


* ぶ 足 で も ら 字 型 
足首 に で きる くびれ が 足 を 曲げ た と き 、 反 る こと で 
足 の し な や か さ を 強 調 し 突起 が 増え た り む さき 出 し に 
セク シー な 内 体 に 。 


な っ た り し ます 。 線 を 分 岐 
させ て 上 下 を は っ きり させ る 
と 、 上 手 く 表現 で きま す 。 


テバ ュ キーツ NTS 沿 @ 


関節 や へ こみ を 上 手 く 利 
し て ら 字 型 を つく っ て いく 
と か な り の 数 の 8 字 を つく 
る こと が で きま す 。 


肉 が むき 出し に 
な る 


体重 を つま 先 に 委ね 
る イメ ー ジ で 、 足 か 
ら 指 に か け て 捨 り を 
加え 、 足 の 肉 を すべ 
て つま 先 に 集め る よ 
うに 描き ます 。 


足 の 先 に 力 を 集め る こと で 、 和 足首 が 
リラ ックス し た 状態 と か なり 、 セ ク 
シー な ポー ズ を と る 余裕 を つく り 出 
せま す 。 力強い 足 の 先 と 、 そ れ 以 外 
の 部 分 に セク シー さ の ギャ ッ プ が 生 


指 を 広げ る まれ る の で す 。 
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* もじもじ 絡み 定 急 カ ー ブ 足 


グ 


上 向き 、 下 向き の 足 を 互い に 交わ ら 骨 の 流れ が ぐね ぐね と 曲がっ て いて 


せ て 、 也 じらい を 演出 。 指 を 宇 起動 感 が 伝わる 足 。 士 路 ま ず が 禁 出 
線 の よう に 描く の が ポイ ント で す 。 に 奥まっ て いる の が ポイ ント 。 
ぶ 交差 中 


中 と 指 り の が つか り 合 い ( 手 と 手 
を 交差 させ る イメ ー ジ )。 


* 縦長 中 


指 を 長く し 、 整 然 と 並べ ます 。 
手指 の スラ ッ と し た 長い 指 に 女 
性 らし さ を 感 じ る の と 同じ 効果 
が あり ます 。 


カメ ラ の ピン ト 合 わせ の 要領 で 、 あ えて 指 だ け リ アル に 描く と 、 
その 部 分 が 引き 立ち 、 魅 力 的 な 指 に 見 えま す 。 足 を さわ る 、 足 
を 伸ばす 、 足 を 見 せつ ける な どの イラ スト に 効果 的 。 

カラ ー だ と ボカ シ を 使い ます が 、 モ ノ ク ロ の と き は 見 せ た い と 
ころ だ け を あえ て 細か く 描 く と 、 ボ カシ と 同様 の ピン ト 効 果 に 
な り ま す 。 


) 肢 中 を に し た セク シー な 作例 


紹介 する 作例 を 参考 に 、 今 まで 述べ て きた 脚 ・ 足 の 描き 方 を 踏ま え 、 足 先 まで 美しく 魅力 的 な 
女性 を 描き まし ょ う 。 


片足 で 潜 を は く 


いき な りこ の ポー ズ を 描く の は 難し い の で 、 似 た よう な ポー ズ の 中 で 自分 の 描け そう な シン プ 
ル な ポー ズ を 選び 、 そ こ か ら 描 き 足 し て いく よう に し まし ょ う 。 


お お ま か に 描き を た い ポ ー ズ の 全 
体 像 を イメ ー ジ し ます 。 


金 片足 に 重心 が か か っ て いる 
金 前 か が み の よ うな ポー ズ 
る 右 斜 め 上 に 広がっ て いる 
この よう に 大 体 3 つ くら い の 
イメ ー ジ が わき ます 。 


その イメ ー ジ を も と に 、 く の 字 に 曲がっ た 前 か が 
み の 体 を 描き ます 。 


片足 に 重心 が ある た め 、 
右側 と 左側 は バラ ンス が 
と れ 、 質 量 が 同じ に な り 
ます 。 


片足 に 重心 


N 


Gn 


に 


w 
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の で は な く 、 手 前 側 の 脚 で 


魅せ まし よう 。 
腕 と 脚 の 位置 は 届く 
範囲 に ある は ず な の 手 は た だ 重力 に 沿っ て 
で 、 自 然 な 距離 まで 垂らす の で は な く 、 足 


脚 を 上 に 上 げ ま す 。 首 に 添え て 。 


全体 の バラ ンス を 
と れる 位置 に し て 
お きま し ょ う 。 同じ 長 さ 


バラ ンス は を の 段階 で 保つ こと が で き て いる の で 、 少し 
ずつ 描く ポイ ント を 希望 の 形 に 近づけ て いき ます 。 足 、 手 
肉 の 形 …… と 細か く 加 えて いき まし ょ う 。 


安定 し て いる 
(急い で いな い ) 


フラ フラ と し た 不安 定 な 感じ を 出す た め 、 内 股 に し ます 。 逆 に 股 を 広く 
し て 靴 を は く ポ ー ズ に する と 、 落 ち 着 いて いて 安定 感 の ある 見 た 目 に な 
り ま す 。 シ チュ エー ショ ン に よっ て 変え て み ま し ょ う 。 


ハイ ヒー ル 座 り 


足 の し な や か さ 、 横 ライ ン の 美しき を 見 せつ ける ポー ズ で す 。 
人 ハイヒール は その 形 か ら 


の 
[| 
1 
1 
i 
i 
1 
1 
1 


な どの 効果 を 見 込め る つく り と な っ て いま す 。 


右 の 図 の よう に 足 を スラ リ と 見 せる た め に 、 指 先 を 反 ら し た り 
伸ばし た りす る よう な 形 を し て いま す 。 通常 この よう に 足 を 見 
せる に は か か と を 地 に つけ ず 、 つ ま 先 まで 伸ばす 必要 が あり ま 
す が 、 ハ イヒ ビー ル は 立っ た 状態 で それ を 実現 し て くれ る の で す 。 


Og 内 も も の 筋肉 が 
? 脚 を 曲げ る こと 
で 内 側 に よっ て 
で きる 、 デ プ 三 ッ 
と し た 肉 の ふく 


ら み を 入れ る と 
可愛 らし く な り 
ます 。 

足 の 甲 


ピン と 張る 


フカ ン 


脚 の つけ 根 


か か と が 上 が る 


横 か ら 


か か と が 上 が り 、 ぶ くら は ぎの 筋肉 が 緊張 し 、 そ れ に 連動 し て 太 か か と の 低い 靴 よ り 、 足 の 
も も の 筋肉 も 強く 細く な り 、 ほ ど よ く 鍛 えら れ ま す 。 ハイ ヒール 甲 が よく 見 え 、 そ の た め 脚 


を は か せる だ け で 、 セ クシ ー か が つ 健 康 的 な イメ ー ジ が つき 


人 ハイヒール ボー ズ 


まず 。 全体 が 長く 見 えま す 。 


ハイ ヒー ル は 、 特 に 簡略 化し て 描く よう な 場合 、 足 と 一 体 化 し て 見 える の で 、 ど こ か ら ど こま 
で が 足 で ある の か 判別 で きる よう に し て お きま し ょ う 。 


《 ミ ス の 例 》 


膝 


\ 


35cm く らい 
足 の サイ ズ が 
30cm く らい に 

か か と な っ て いま す 。 


くる ぶし を 少し 強め に 出し た り 、 
スト ラッ プ (150 ペー ジ 参 照 ) で 
足 と 靴 の 境界 を つく っ た り し ま 
し ょ う 。 八 イ ビ ー ル だ け で な く 、 
鞭 を は いて いる と きも 、 中 の 定 の 
形 や サイ ズ を 意識 し ます 。 


八 イ ビー ル 以 外 の 先 が 丸 い 靴 の 場合 、 左 右 が 
ほぼ 同じ で ある た め 、 指 の 形 を 考え ず に 描け 
ます が 、 八 イヒ ビー ル は 指 の 形 が 靴 の 先 に も 現 
れ て いる た め 、 形 を 対称 に し な いよ う 注 意 し 
まし ょ う 。 親指 の あたり が 笑っ て いま す 。 


《 く る ぶし に 注意 》 

パン ブス や ヒー ル の ある 靴 も で す が 、 名 出 が 多 
いた ゆめ 、 く る ぷ ぶし が お き 出 し に な り ま す 。 必然 
的 に 、 く る ぷ ぶし を 描く こと に な り ま す の で 注意 
し まし ょ う 。 


先 の 突っ た 靴 を 「 ポ イ 
ジ デ ッ ' ド トゥ 」、 装っ 
て いな い 靴 を 「 ラ ウン 
ド ト ゥ 」 と いい ます 。 
ポイ ン テ ッ ド ト ゥ は 指 
先 に 空洞 が ある 分 、 余 
裕 が で きま す 。 
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スト ラッ プ の 種類 も 様々 で す 。 ル ハイ ヒー ル で スマ ー ト な 定 に 


所 よび 


見 せ た い の に ゴチ ャ ゴチ ャ と し た デザ イン だ と 逆 効果 で す 。 足 を 交差 させ る | 

先 が 太い も の は 感じ に する だ け 
Pe ER | で 、 内 股 で セク | 
軸 1 シー に 歩い て い | 

" る よう な 印象 を 

与え られ ます 。 

交差 
クロ スタ イプ ぐる ぐる 巻き タイ プ 
組ん で いる 脚 
台 に 脚 の つけ 根 を 描 を ます 
脚 の つけ 根 


脚 の 向き に 足 の 方 向 
を 合わ せま す 。 


膝 と つけ 根 を つなぎ ます 。 


手前 に 向け る 脚 は 、 遠 近 を 
考え る と 短め に な り ま す 。 


脚 の つけ 根 


脚 の 向き に 合わ せ て 
足 を 描い て いき ます 。 


股間 の ぬく ら み を 入れ ます 。 


す 。 | 
足 まで 描き ます 。 

足 先 の 向き は 、 

で 決 め ま す 。 

足 の 形 は 140 

ペー ジ を 参照 


だ と 、 下 に な る 脚 の 太もも を 上 の 脚 の 太 
も も が 突き 抜け て いる よう に 見 える の で 、 形 
を 整え ます 。 肉 の 柔らか さ を 利用 し て 、 太 も 
も を 曲線 で 膝 へ と つなぎ ます 。 


> 膝 の 位置 を 決め ま 


脚 が 重なる 場合 、 
先 に 予測 で きる 膝 
や 足 の 位置 を 決め 
て お きま す 。 


中 


細か く 形 を 整え ます 。 


膝 が 立ち すぎ て いる 場合 は 、 丸 み を 加 
えて 高 さ を 調整 し ます 。 


下 に な る 脚 を 先 に 描い て お く と 、 上 に 
も う 片 方 を の せる だ け な の で 、 楽 に 描 
け ま す 。 


Chapter 


アオ リ ・ フ カン 
ね じ れ ・ 曲 が り 


いよ いよ 最終 章 で す 。 絵 の 構 


図 を 思い ど 


お り に 表現 する テク ニッ ク 、 ア オリ ・ フ 
カン 、 さ ら に 体 を ね じ っ た り 曲 げた りす 


る 応用 を 作例 で 解説 し ます 。 


eS 


斗 出 豆 SG 和 は 且 ,. さ きこ ご お ③ ざ はい 」 
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⑩ 7 ァ 4 り 7 カン の 0 ねじれ. 同 が り 0 失 まき 


\ 
ニン ン / 
シン 


前 章 ま で は 名 部 位 を 追っ て きま し た が 、 こ こ で は アオ リ と フカ ン に ね じ れ や 曲がり を つけ て 、 


者 部 位 が 複合 的 に 作用 する 表情 を 解説 し ます 。 


体 の パ バーツ を 動か す 


全身 を 描く 際 、 た だ の 左右 対称 な 欄 立 ち で は 、 動 き 
の な い 単 調 な イラ スト に な り ま す 。 関節 を ね じ っ た 
り 曲 げた り し て 、 体 を 崩し て み ま し ょ う 。 


体 の パー ツ を 動か す 際 
ポ と いづ ご ど で ま ぁ 泥 


まっ すぐ に 立っ て 
\ る だ け の 構図 。 


A の 矢印 の よう に 片方 の 肩 を 上 げた 場合 、 


も う 一 方 の 肩 は 反対 に 下がり ます 。 肩 を 上 
げた 側 の 腰 も 、B の 矢 EJ の よう に 上 が り ま 
す 。 も う 一 方 の 側 の 腰 も 下 に 動い た 腰 側 と 
同じ よう に 下がり ます 。 


正中 線 が まっ すぐ 
で は な く 、 じ ぐ ざ 


ぐ な ら 8 字 に な る よ 


頭 を 傾け 、 
き 出 し た 構図 。 


合 、 腰 は B の 矢印 の 方 | 
対 方 向 に 作用 し ます 。 


うに 、 ポ ー ジ ング 
させ る と よい 。 


向 、 つ き 


に 上 体 を 反 ら す と 、 お 


こ 注意 する こと は 、 ひ と つの 部 位 の 動き は 、 ほ か の 部 位 の 動き に も 影響 を 及ぼ 
体 的 に 解説 し ます 。 


また の よう に 上 体 を A の 矢印 の 方 向 に 描 っ た 坦 


まり 上 体 と は 動き が 反 


の よう に A の 矢印 の 方 向 
尻 の 部 分 が B の 矢印 の 方 向 に 


突き 上 げ ら れ ま す 。 こ の よう な 加 部 位 の 連動 し た 動 


きも 意識 し て 描き まし 


よう 。 


アオ リ の 作例 ① 


肩 と 腰 に 捨 り を 加え て いま す 。 重心 の バラ ンス を と る か の 
よう に 体 の 横 を く の 字 に 曲げ て いま す 。 


まず お お ま か な ア タリ を と っ 
て ラフ を 描い て いき ます 。 


《 横 か ら 見 た イメ ー ジ 》 
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ea i 号 


性 評 GO は 時 . さ GS お SC 


‘YS 


斗 購 藤 SC は 膨 . さ CC お お ざい 
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キャ ラク ター を アオ リ の ボッ クス の 中 に 入れ ます 。 ど この 位 
置か ら 見 た 絵 な の か 、 ア イレ ベル を 決め る と アオ リ ・ フ カン 
の 絵 は 描き や すく な り ま す 。 ま た 、 ボ ックス に パー スラ イン 
の 補助 線 を 描き 込ん で みる と わか り ま す が 、 上 部 に いく ほど 
意外 と 圧縮 され ます 。 人 体 の 比率 と バラ ンス を 見 て 、 胴 が 長 


腕 に よっ て 中 心 へ と よせ られ る 


乳房 の 表現 は 、 描 き 手 の 好 み が 
明確 に 出る 部 分 で あり キャ ラク 
ター の 魅力 に つなが る 大 切な 部 
位 で す 。 自 分 好み の 描き 方 を 模 
索 し まし ょ う 。 


体 を 捨 ら せ た り 曲げ た りす る こと 
で パー ツ の 重なり 部 分 に 生じ る 肉 
の た わ み や 伸び を 上 手 く 使っ て 


換わり や 


げ を 強調 し ます 。 


すぎ た ・ 首 が 長 す ぎ た な ど と な ら な いよ う 注 意 し まし ょ う 。 


~~ 


正面 か ら 見 た くびれ の ライ ン も 重要 で す が 、 横 か ら 見 た 
体 の し な り も 表現 で きる よう に 描い て いき ます 。 


アオ リ の 作例 ⑤ 


まず は ざっ くり と 
イメ ー ジ を 固め て 
いき ます 。 


01 
ア 
オ 
リ 
A 2 
各部 位 の ね じ れ や YE _ / ) 体 の 部 位 の 重なり が 深い と ころ を 
曲がり を 表現 する WV CL ' 意識 し な が ら ア タリ を と っ て いき 


際 に は 、 そ の 部 位 
の 可動 範囲 な ど に A 
注意 し まし ょ う 。 


まし ょ う 。 こ の 絵 の 場 合 だ と 、 胴 
、 と お 尻 が 重なる 箇所 で し ょ うか が 。 


避 八 評 G 〇 は 時 . さ ござ ざい 


丸み と 曲線 で 形 を 
整え て いき ます 。 


曲がり や ね D れ に よっ て 、 腰 の 肉 
が 圧迫 され 、 た わ お 脂肪 。 こ うい っ 
た 部 分 を 強調 し て いく と 、 避 く よ 
か な 女性 を 表現 で きま す 。 


上 半身 と お 尻 が A 1 の 矢印 の 方 向 に 曲がっ て の 誠 
いま す 。 ま た 頭 も A 2 の 矢印 の 方 向 に 傾 いて / 《 別 視点 か ら の イメ ー ジ 》 


し 


ニン 


ます 。B の 矢印 は ね じ れ を 表し て いま す 。 
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H 呈 G 〇 は 時 . さ C お は い 」・ こ NT 選 


アオ リ の 作例 ③ 


背骨 か ら お 尻 、 太 も も に 2 
至る 曲がり の ライ ン 


人 【 《 別 視点 か ら の イメ ー ジ 》 


じ 
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[の よう に な め ら か な 起伏 が 多い 部 分 


に ん \ を 重ね る 表現 は 描き 慣れ て いな いと 難 
各部 位 の 重なり ぐあい や 角度 、 大 き \、/ ! し いも の で す 。 太 い 部 分 、 細 い 部 分 な 
さ な ど に 注意 し な が ら 、 ア タリ を V J ど を し っ か り と 意識 し て 、 立 体感 を 損 


と っ て 描い て いき ます 。 


EL 


な わな いよ うに 心がけ まし ょ う 。 


お 尻 の 見 え 方 あれ これ 《 通 常時 の お 尻 》 


部 位 の 曲げ 方 で 見 え 方 が 変わ 

り ま す 。 こ れ に よっ て キャ ラ 

クタ ー 全 体 の 表情 が つい て い 1 
きま す の で 、 い ろ い ろ と 試し 

て 表現 の 幅 を 広げ まし ょ う 。 


VY 


《 突 き 出し た お 尻 》 


《 強 く 突き 出し た お 尻 》 
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* EN 号 


避 村 薄 GO は 有 購 ,. き ござ は 


eS 


斗 購 散 SC は 膨 . さ C ざ おび せい 


フカ ン の 作例 ① 


上 か ら 見 た 、 女 性 の フカ ン ポ ー ズ を 描い て み ま す 。 


描 を た い ポ ー ズ の 
アタ リ を と り ま す 。 


数 珠 を パー ス ボ ッ クス 
に 入れ る と この よう に 


な り ま す 。 円 が 重なり 、 
見 えな い 部 分 が で きま 
し た 。 


の の いろ いろ な 立体 が 角度 の 違い に よっ て 
ご どの よう に 見 える の が 観察 し まし ょ よう 。 


BE 
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を を 


アタ リ に 合わ せ て パー ス 体 の つなが り が わか り に 

ボッ クス を 描き 込み ます 。 くい 場合 は 、 丸 を つなげ 
た 団子 描き を 試し て みて 
くだ さい 。 


アタ リ を 整え 肉 づ け 
し て いき ます 。 ア タ 
リ 段 階 で は 、 見 えて 
いな い 部 分 も 描き 込 
み ま す 。 


を 清書 し て 完成 で す 。 


フカ ン の 作例 ② 


上 か ら 見 た 、 ね じ れ の ポー 
ズ を 描き ます 。 


胴 の 線 や 肉 の 重なり の 線 に 
よっ て 体 の ポー ズ の 流れ を 
明確 に し ます 。 


人 体 を 円 柱 や 球 で と ら え た 
場合 の 輪切り の 線 


《 肉 の 重なり 》 


ね じ つ た ポー ズ の 場合 、 輸 
切り の 線 が 必ず し も 一 定 方 
向 で は な いこ と に 気 を つけ 
て くだ さい 。 ね じ っ て いる 
方 向 を 確認 し まし ょ う 。 


< 線 の 入れ 方 の 違い に よる 見 え 方 の 違い 


同じ 形 の 円 柱 で す が 、 
線 の 入れ 方 に よっ て 
7 に カ ジミ 
ちら に も 見 えま す 。 


下図 の よう に 線 の 重なり 方 の 違い に よっ て 、 ど ちら が 上 に き て いる の か が 表現 で きま す 。 お へ その 


見 え 方 も ポイ ント で す 。 


《 上 か ら 見 た 腰 の ライ ン 》 


YS い 
YY 


《 下 か ら 見 た 腰 の ライ ン 》 
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‘dS 


性 評 GO は 時 . さ ござ ざい 


eS 


斗 購 藤 SC は 時 . さ CC お ざい 


フカ ン + ア オリ 作例 ① 


女性 らし いし な や か な 背中 の 反り と 挫 り の 構図 を 描き ます 。 ポ ー ズ を 考え る と き は 何 (どこ ) 
を 一 番 見 せ た い か を 考え まし ょ う 。 今回 は 、 首 筋 と 胸 を 強調 し ます 。 


全体 的 に フカ ン の 構図 で す が 、 頭 部 も 
後方 反っ て いる た め に その 部 分 に ア 
オリ の 要素 が 加わ っ て いま す 。 ね じ れ 
や 曲がり を 強調 し た ポー ズ で は アン グ 
ル に よっ て この よう な 複合 的 要素 が 絡 
ん で くる 場合 が あり ます 。 


合 的 要素 が 魅力 的 に 見 える 
の か 、 も し く は 違和感 を 生じ 
させ て し まう の か を 見 極め な 


が ら 、 ア タリ を と っ て 描い て いき まし ょ う 。 
この 絵 の よ うに 床 の パ ー ス を と っ て お く と 、 


\ 
に 


体 の バラ ンス 、 重 力 に 影響 され る 部 位 の バ 
ラン ス ど り も し や すく な り ま す 。 


左 の 図 の 円 柱 を 首 、 豆 部 分 を アゴ に 
見 立て ます 。 A の 位置 か ら B の 位置 
に アゴ だ け ね じ る と き 、 首 の つけ 根 は 
移動 し な い の で 、 首 筋 が ね じ れ ま す 。 
首 の つけ 根 と 耳 を 結 パ スジ が や や 浮き 
アゴ を 三角 形 に 出 て くる の を 意識 する と 、 首 の ね じ れ 
を 上 手 く 表現 で きま す 。 た だ し 、 ス ジ 
を 強調 し すぎ る と 、 女 性 らし い 桑 ら か 
さ が 失 われ て し まう こと も あり ます の 
で 、 場 合 に よっ て は 省 い て も か まい ま 
せん 。 ま た 、 筋 肉 の 流れ と 重なり 合い 
に も 注目 し て くだ さい 。 


見 立て る 


構図 が 複雑 な 場合 、 別 の 視点 か ら の 絵 を 描く と 、 人 体 の 部 位 


の 位置 関係 や 体 の 向き が わか りや すく な り 


・ 手 を 床 に つい て いる の で 胸 が 伸び 、 育 中 側が 縮み ます 。 腰 は 
・ 胸部 より も 前 に きま す 。 肘 は 腰 と 同じ 位置 で す 。 


肉 づ けし て いき ます 。 腕 ・ 育 中 の 
筋肉 の 重なり を 確認 し まし ょ う 。 


SI 
首筋 、 胸 の 谷 問 を 強調 し た ポー 
ズ の で き あ が り で す 。 


ます 。 


・ に ざす 己 


財 村 薄 GO は 有 購 ,. き ご お ざい 


‘NS 


斗 購 藤 SC は 膨 . さ で お SC 
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フカ ン + ア オリ 作例 ② 


複雑 な 構図 を し た 人 体 に パー ス を つけ て 描く の は と て も 難し いこ と で す 。 慣 れ な いう ち は 多 少 
めん どう で す が 、 し っ か り と アタ リ と パー ス の 補助 線 な ど を 引き まし ょ う 。 自 分 な り の 人 体 の 
比率 を 覚え る こと で 、 不 自然 さも 消え て いき ます 。 


その うち に アタ リ を 簡単 に 描く 
だ け で も 十分 に な り ま す 。 


ー つ ひと つ 違 和 感 を 潰し 、 
より 魅力 的 な 女性 を 表現 し 
て いき まし ょ う 。 大 切な の 
は 描き 上 げた 枚数 と 、 日 々 
の 観察 ・ 考 察 で す 。 


固 作画 協力 


> 
マ 


こと こんにちは 、 う め 丸 で す 。 女 性 の 体 の ライ ン は と て を 美 
し いと 思い ます ! 描い て いて テン ショ ン が 上 が り ま し 
た 。 皆 様 方 の 創作 の 少し で も お 手伝い に な り ま し た ら 幸 
いで す 。 今後 と も どう か よろ し く お 願 いい た し ます 。 
twitter : @umemaru002 


美 少 女 ゲ ー ム を こよ な く 愛 する 特殊 性 癖 持ち も 。 ゲ ー ム ・ 
イラ スト 系 専門 学校 を 卒業 後 、 同 人 サー クル 「 ぶ ん ぼ に 
あん 」 に て 活動 を 続け る 。 4 コマ (芳文 社 ) に て 読切 デ 
ビュ ー。 現在 フリ ー で ソ シ ャ ゲ 等 の イラ スト 、 成 年 漫画 、 
原画 を 執筆 する 。 し ょ ん も り ! 


三原 し ら ゆ き 


うめ 丸 先生 に ど 紹 介 い た だ き 、 お 手伝い を させ て いた だ きま し た 。 三 
原 し ら ゆ き と 申 し ます 。 女 性 の 体 は ま ざ に 神秘 -…… パ ー ツ の フォ ルム 
は も ちろ ん 、 そ の 内 面 に 影響 され た し ぐさ ・ 表 情 ま で 、 和 魅力 の か た ま 
り だ と 思い ます 。 私 自身 と て も 勉強 に な り ま し た 。 ありがとう ご ざい 
まし た ! 仕事 情報 か ら 落書 きま で 気まま に 忠 い て お り ま す の で 、 よ 
ろ し く お 願 いい た し ます 。twitter : @kntm_sryk 


TAT 


ユニ バー サル ・ パ プリ シン グ 株 式 会 社 


2008 年 、 マ ン ガ ・ デ ザイ ン 制 作 、 編 集 ブ プロ 
ダク ショ ン と し て 設立 。 代表 取締 役 長澤 久 。 
http://www.u-publishing.com/ 
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